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第一章　交代宣言



『死』とは『生』の裏面であり必然である。

　それは始まりと終わりだ。如い何かなる生命も存在を開始した以上、終しゆう焉えんとしての死を迎えざるを得ない。その事を誰だれもが承知しながらも、人はそれを忌み嫌う。それを避けて、そこから逃げて、一瞬でも長く生きようとする。

　その姿は時に美しくさえある。

　だが時に――醜い。

　例えば荒野の真ん中に在る小さな街トロパンカ。

　現在この地に渦巻く状況は、生命に執着する人間の醜悪さを、この上無くはっきりとした形で描き出していた。

　時刻は早朝。だが既に陽ひが昇っているべき時間ながら、街は薄暗いままである。朝の白い光に代わって街に降り注いでいるのは――否、容赦なく叩たたき付けられているのは、激しい雨であった。街の上空は分厚い雨雲に覆い尽くされ、地表に届くのは、そこから滲にじみ出る僅わずかな光だけだ。

　影に染まる街――その住人達に生気は無い。

　生きてはいる。

『生きる』という事が『呼吸をする』という行為のみを示すのであればの話だが。

　雨音に掻かき消されてはいるものの、街のいたる所には呼吸の音が蔓まん延えんしている。大小様々な店が軒を連ね、交易品の売買が絶え間なく行われていた大通りも例外ではない。建ち並ぶ建物の奥には、漫然と息を吐き、そして吸うだけの音が潜んでいる。

　逆に言えば……ただそれだけの音しか此こ処こには無かった。

　店の軒先に並ぶのは種々雑多な品々ではない。

　恐怖と混乱と理性喪失の末、強盗行為に及んだ者同士の争い合った無数の痕こん跡せきが――端的に言ってしまえば無数の骸むくろが路上に散らばっている。散らばったまま雨ざらしの状態で放置されている。

　弔うのは勿もち論ろん――片付けようという者すら居ない。

　それを責める者も嘆く者も居ない。

　全くそれどころではないという事だろう。

　この惨状は大通りに限らなかった。

　屋内、空き地、路地裏――トロパンカの街のあらゆる場所で、数え切れない程の骸が無造作に転がされている。辛うじて生き残った人間達も、精も根も尽き果ててしまった。泣く者も喚わめく者も居ない。ただ死んでいないというだけの人々が、虚うつろな眼で、あちらこちらに転がる明日の自分を見つめているだけだ。

　それでも時折、ちらりちらりと彼等の双そう眸ぼうを過よぎるのは……猜さい疑ぎと恐怖の光だ。

　誰だれもが誰もを疑っている。誰もが誰もに怯おびえている。

　家族同士。友人同士。そして見知らぬ他人同士。最も早はやそれらの関係性に区別など無い。住民相互の際限ない略奪と殺害が繰り返された結果としての今が在る。慣れ親しんだ関係性に引きずられた者は皆死んだ。背中から恋人に刺された女。親に縊くびり殺された幼児。孫に殴り殺された老婆。親友に突き落とされた男。この期に及んで何の実効性も持たない常識や条理を当てにする人間は、最早一人も居なかった。

　いつ誰が襲ってくるか分からない。

　いつ誰が敵になるのか分からない。

　奇妙に静まりかえった――時折、何ど処こかで誰かが壊れた笑い声を発作的に発する以外は――この街に、ただ、死んでいないというだけの人々が繰り返す呼吸の音だけが陰気に満ちていた。

　正気の人間であれば、いたたまれずに逃げ出すしかない場所だ。

　留まる事を強制されれば気が触れるかもしれない。既に腐り始めた骸むくろの汚臭が辺りに立ちこめ、尋常の感性では嘔おう吐とを堪こらえるのも難しい状況になっている。

　だが……

「…………」

　その少女は平然とその街を歩いていた。

　路上に転がる死体を見ても、足を竦すくませるどころか、怯えた様子一つ見せない。

　冷静なのではない。それはあくまで大前提として、恐慌や惑乱を覚え得る感性を備えた者に使う形容だ。石や機械を冷静とは評すまい。少女の様子はただただ無造作で、泥でい濘ねいだらけの路面を機械的な動作で歩いていくのみだった。

　しかも華きや奢しやな身体に纏まとう服は男物――それも明らかに大き過ぎる。

　似合う似合わないの問題ではない。長過ぎたらしい袖そでや裾すそには、無理矢理引き千切った跡さえあった。もし少女が歩むのが平和な街の中であったなら、周囲から奇異の視線を浴びたかもしれない。だが、今のトロパンカの街に在っては、殊更に不自然な格好でもない。

　だから彼女に注目する者は居なかった。

　だが……もし少女の動向をずっと追っていた者が居れば、異常に気付いただろう。

　少女はずっと歩き続けていた。

　一瞬たりとて休まずに延々と、街の端から端まで隈くま無なく、大通りも細い路地も区別無く、その小柄な体たい躯くで入り込める場所は残さず徹底的に――五日間。

　それは『代行者パニツシヤー』が出現してから経過した日数に合致する。

　勿もち論ろんこれは偶然ではない。

　飲まず食わず休みもせずに、五日間歩き続ける事など、そも人間に可能な事ではない。

　少女は『代行者』の端末――『探査体』であった。

「…………」

　少女は淡々と主である『代行者』に情報を送り続ける。

　その足で歩き。その眼で見て。その耳で聴いて。その鼻で嗅かいで。

　絶望と恐怖と猜さい疑ぎと狂気と――トロパンカの街に今や隈くま無なく充満している諸もろ々もろの空気を詳細漏らさずに感じ取り『代行者』に送信する少女。やはり人間の感情は人間の視点に立たねば理解できない事も多い。少女という感知器センサーを通して得られた情報を元に『代行者』は、より効率的な絶望と苦悩の演出を検討する事が出来るのだ。

　これは必ずしも昨日今日に始まった事ではない。

　こうした『探査体』は今までも、しばしば人の住む街に潜入し貴重な判断材料を『代行者』達に送り続けてきた。より深く強く暗い苦痛を人間達に与える為に、『代行者』達は人間達の反応をよく観察し、研究を重ねてきたのだ。

　何百年も。何千年も。

　だが――今回は少々事情が違った。

「…………」

　今回はそもそも異例尽くしであったと言える。

『代行者』――正しくは『神罰代行者』。

　それは裏切られ屠ほふられた神が、人間の世界を永遠に呪のろうべく発した呪じゆ詛そそのものである。

　このソロンという名の世界を未み来らい永えい劫ごう、人間達の恐怖と苦痛で埋めるべく遺のこされた十三体のそれらは、交互に単体で起動し、一定の『神罰』を地上にもたらした後、また次の起動まで姿を消してきた。

　その威力は絶対であり、その存在は不可侵である。

　人間の身では歯向かう事はおろか近付く事さえも出来ない。

　故に一体であろうとも『代行者』の存在は充分以上の脅威であり……複数同時に起動する必要など、そもそも無かったのである。それは一体で易やす々やすと村を焼き払い、街を叩たたき潰つぶし、無数の人々を文字通りに瞬またたく間で殺傷してのけた。

　絶対者とはこの事だ。

　この数百年間それは変わらなかった。

　あの――黒き鋼鉄の巨人が現れるまでは。

〈イコノクラスト〉。

　このソロンの世界において『代行者』を殲せん滅めつし得る唯一の存在。

　この鉄巨人の出現によって『代行者パニツシヤー』は『不滅』でも『絶対』でもない事が証明された。

　その脅威は取り除く事が出来るのだと人々に認識される様になったのだ。

　これは『代行者』達にとって不都合だった。

　どれだけ遠くても、小さくても――むしろ、それ故に希望は、絶望に満ちたこの世界で燦さん然ぜんと光り輝く事になる。『代行者』が絶望を人々に強制し続ける為には、その脅威は絶対であり不可抗力である必要が在ったのだ。

　この為、『代行者』達は〈イコノクラスト〉の殲せん滅めつを本来の行動よりも優先する様になった。単体では勝てないと見るや複数起動し、複数体による攻撃を仕掛ける様な、異例の行動に出た。

　それは――〈イコノクラスト〉の出現により『代行者』達が変質を余儀なくされたという見方も出来る。〈イコノクラスト〉とは『代行者』達に与えられた初めての『敵』であり、人間を一方的に殲滅するという以外に初めて得た『目的』でもあったろう。

　故に――

「…………」

　ぺたりぺたりと雨の中を少女が歩いていく。

　彼女の正面に一体。

　彼女の背後に一体。

　彼女の右手に一体。

　彼女の左手に一体。

　総計――四体。

　巨大な人型の直立する影が、街を囲む様にして聳そびえている。

　四体の『代行者』がこの街を取り囲んで既に五日。

　だが『代行者』の側からは何ら『神罰』がもたらされない。何をするでもなく、四体が四体ともただそこに在るだけだ。街の東西南北に巨大な影として忽こつ然ぜんと現れ、街を包囲した四体の『代行者』は、ただ恐怖の絶壁と化して聳え続けているのみなのだ。

　前代未聞の事である。

　四体の『代行者』が同時出現するのも異常なら、『代行者』が何日も何もせずに人の街を包囲するだけというのも尋常でない。

　勿もち論ろん……『代行者』の周囲には変わらず必殺の『奇き蹟せき』領域が形成されている。その圏内に足を踏み入れた者は〈存在子イグジス〉の記述を根ね刮こそぎ破壊されて粉と散るのだ。

　故に、いかに恐ろしくても街の人間は逃げ出す事が出来ない。

　絶対死の具現とも言うべき影の巨人達に囲まれ続け――それでも理性に従って行動出来る程、トロパンカの街の人々は豪胆ではなかった。

　皮肉な話ではある。

　既に数百年の歴史の積み重ねは、ある種の『権威』を『代行者パニツシヤー』に与えていた。自発的な行動は何ら示さずとも、その恐怖は人々を踊らせる。勝手に恐慌状態に陥ったトロパンカの街の住人達は、暴動を起こし、互いに略奪と殺傷を繰り返して、その人口を半分以下に減らしていた。

「心肺機能停止人口、六割――」

『探査体』の少女――かつてモーリィと呼ばれていた形質を再利用した『代行者』の端末は抑揚に欠けた口調で呟つぶやいた。

「前日同時刻より、ほぼ変化無し」

　包囲を開始して三日を過ぎた頃ころから、街の人口減少率は横よこ這ばいを示し始めていた。

　まず『代行者』出現当初に大量の死傷者が発生した。

　これは狂乱した住人達が街の外への脱出を強行して出た死者であり――『代行者』に近づいて塵ちりになる者が七割、混乱状態の中での事故死が三割であった。

　次に――時間を追うごとに募る不安や恐怖に理性を失い、同じ街の住民に対して加害行為に出る者達が増加した。これは当初の『代行者』の奇き蹟せき圏被爆による死者数を遙はるかに凌しのぐ勢いで、最終的に出た死傷者の六割がこの時のものである。

　だがこの状態も長くは続かなかった。

　たとえそれが極限状態であろうとも――人間は慣れる。少なくとも恐怖や狂気による興奮状態は長時間維持出来ない。ある一線を越すとそれは諦てい観かんに浸食され、更にはそれすらも意識する事の無い虚脱状態へと人間を陥らせる。緊張という名の糸すら切れた生き残りの人々は、まさに繰り糸の切れた人形の如ごとく、街のあちこちに力無く座り込んでいる。

　衰弱死する者や凍死する者は一定率で発生したが、それは大きな人口減少には繋つながらず……緩やかな下降線を示しながら、じりじりとトロパンカの街の人口は減り続けていた。餓死者や、衛生状態の低下から――腐敗した遺体から発生するであろう疫病の病死者が出るのは、まだ少し先の事であろう。

　つまりは一段落付いたという事だ。

　現在は――事の是非はさておき――状況は安定している。

　つまり……

「現状よりの脱却には、突発的状況変化を要する模様」

　独り言の様な状況報告。

　それは何ら主観を交えぬものであり、その自ら口にした『突発的状況変化』を求めるものではなかった筈はずだ。

　だが――

「…………」

　モーリィは立ち止まる。

　不意に彼女の背後で……遙はるか彼方かなたで声が響いたからだ。



　――おおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……



　遠雷の様な、地鳴りの様な、低く積み重なった声の群れが雨に湿った空気を震わせる。

　絶望の嘆きではない。狂乱の叫びでもない。

　それは――歓声であった。

　無論一人の発するものではない。虚空から滲にじみ出る様にして数を増したその希望と喜悦の声は、瞬またたく間にトロパンカの街を覆い尽くしていった。



　――おおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……



　絶望極まり、ありとあらゆる希望が死んだ筈はずの街に――今、轟ごう然ぜんと歓声が湧き上がる。何ど処こに潜んでいたのか、転がる骸むくろを跨またぎ、あるいは踏み締めて、次々と住人達が大通りに姿を現していく。

　そこが最も見晴らしが良いからだろう。

「…………」

　モーリィは立ち止まって辺りを見回す。

　つい先程まで明らかにこの街は緩慢な死に囚とらわれていた。生き残った住民達に気概は無く、ただ座して這はい寄る死を待つだけの、文字通りに生きる屍しかばねとなっていた筈だった。

　だが――今。

　立ちあがる気力すら失っていた者達は、我先にと――否、時には弱った者に手を貸す余裕すら示しながら、通りに歩み出て暗雲立ちこめる雨空を見上げていた。

　いや。違う。

　彼等が見上げていたのは空ではない。

　その向こうから来る存も在のだ。

「…………」

　いつしか溢あふれかえる人々に混じり――モーリィと呼ばれていた『探査体』もその虚うつろな瞳ひとみを上に向けた。

「あれは……あれはぁ……！」

「見ろ……見てみろ……あれは……！」

「……あれこそは………！」

　降りかかる雨も気にせず人々は彼方の空を指さす。

　彼等の表情には希望が在った。

　絶望のもたらす無気力と猜さい疑ぎに沈んでいた人々が今、一転して表情を輝かせている。同じ人間とは思えない程の変へん貌ぼうぶりだ。手を取り合い、子を抱き上げ、声を合わせて彼等は叫ぶ。飛び交う叫びの中には笑い声さえも混じっていた。

　朝日すら届かぬ雨の早朝。

　絶望の巨影に囲まれた街。

　そこでも人々は――笑う事が出来るのだった。

　それは……

「――希望」

　モーリィが呟つぶやく。

「かくして其それは生まれるものなり――」

　それは確認の言葉だった。

　彼女は――正確には彼女の本体はこの事態を予測していた。いや。そもそもこの事態に至る様、お膳ぜん立だてをし、絶望の直ただ中なかに希望が生まれるその様を演出したとさえ言える。

「希望の源――其は」

　雨音と歓声の中に異音が混じる。

　重く硬い――巨大な金属の塊かたまりが唸うなる音だ。

　黒々とした雨雲の向こう側を巨大な影が横切っていく。

　それはいびつながらも人の形をしていた。

「――〈イコノクラスト〉」

　轟ごう――と空が吼ほえた。

　次の瞬間、まるで弾だん痕こんの如ごとく……曇天に巨大な穴が穿うがたれた。

　分厚い雲を突き破り、巨大な人型が雲の下に躍り出る。

　輪郭の曖あい昧まいであった影は明確な輪郭に結実し、その異形を――幾つもの突起を生やし、鎧よろいの如き異様な均衡を備えた巨人の姿を人々の前にさらけ出していた。

　黒い鋼鉄の重巨人。

　否――巨神。

　神の遺のこせし呪じゆ詛そに抗あらがい得る、人類最強にして唯一の兵器。



　――おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ!!



　大歓声が沸き起こる。

「救世主様だッ！」

「おいでになられた！」

「我々をお救いに来られたんだッ!!」

　雨の中で拳こぶしを突き上げながら人々が叫ぶ。興奮は興奮を呼び、降りかかる雨の一部を水蒸気に変える程の熱気となって、辺りに充満していく。

　誰だれもが絶望の中にもたらされた希望に狂喜していた。

　唯ただ一人を除いて。

「…………」

　モーリィである。

　彼女はやはり淡々とした、一切の感情を含まぬ観察者の眼で、街の外辺に舞い降りる鉄擬神を見つめている。勿もち論ろん、感銘を受けての事ではない。冷徹な彼女の双そう眸ぼうは、ただ精密に正確に『代行者パニツシヤー』の『敵』を見据えていた。

　故に――

「突発的状況変化発生」

　モーリィは呟つぶやく。

「〈イコノクラスト〉出現。ただし〈イコノクラスト〉の状態に関して以前の情報との間に差異が認められる」

　そう。

　狂喜する人々は気付かなかったが――いやそもそも誰もが〈イコノクラスト〉を直接眼にするのは初めてであった事を思うと気付かなくて当然だが――天空より舞い降りてきた〈イコノクラスト〉には、まるで不調を示す不協和音の様に、大小無数の鋼鉄が軋きしむ音がまとわりついていた。以前の〈イコノクラスト〉を知る者ならば、眉まゆを顰ひそめた事だろう。



    

  
    
      



    

  
    
      〈イコノクラスト〉は完調ではない。

　モーリィの眼と耳はその事を瞬間的に察知していた。



　　　

「ニホン語には『果報ハ寝テ待テ』という言葉があるそうです」

　ネロ・オトルチは微苦笑を浮かべて言った。

　秘密結社〈レネゲイド〉を牛耳る五氏族の内の一つ、オトルチ家の若き家長。さらりとした銀髪と、白く端正な顔立ちが女性的な印象を見る者に与える美青年である。

「あれこれと小こ賢ざかしい手を打ち続けるよりも、必要な手を一通り打った後は落ち着いて結果を待った方がいい――といった意味だそうですが」

「――何が言いたい？」

　ネロと同じく円卓についているタイロイド・マブロが神経質そうな顔を歪ゆがめて問う。その声には明らかな憔しよう悴すいが滲にじんでいた。

　当然ではあろう。

　唯一にして最大の対『代行者パニツシヤー』戦力――〈レネゲイド〉の切り札である〈イコノクラスト〉は現在、五氏族会議の制御を離れてしまっている。そんな状況下、トロパンカの街に『代行者』が出現したと報じられたのだ。しかも四体。当然ながら〈イコノクラスト〉無き〈レネゲイド〉に打つ手は無い。

　このままでは今までの実績が――『救世主』としてショウゴ・カシバを祭り上げる為に積んできた段取りが全て水泡に帰す。

「いや。皆さんも少し肩の力を抜かれた方が――と」

　ネロは涼しい顔で言った。

　此こ処こは聖せい廟びよう内――五氏族専用議事室

　秘密結社〈レネゲイド〉の最高意志決定機関・五氏族会議――つまり〈神殺しの罪人〉の末まつ裔えいたるコードラン、マブロ、ルースポリテ、オトルチ、インペラスの各一族の長達が集まり行う会議の舞台となる部屋だ。広々とした室内ではあるものの、巨大な円卓と五つの椅い子す以外、余計な調度品は排されており、浮ついた空気は皆無と言っていい。此処は五氏族の族長達が権謀術数という戦争を行う為の戦場だからだ。

　だが今――この議事室には常にも増して緊迫した空気が張りつめている。

　無視し得ぬ深刻な問題が重なり合っているからだ。

　まず一つに――『血族』の存在。

　擬ぎ神しん杖じよう無しに奇き蹟せき術を操る謎なぞの者共。無論その『力』そのものも脅威だが、何より恐るべきは、先日の襲撃まで〈レネゲイド〉がその存在すら把握出来なかったという、組織としての機密性だ。

　本拠は何ど処こで。構成人員は何人で。資産はどれ程で。そして組織の奉ずる理念は何処にあるのか。これが――何も分からない。分かっているのはただ〈レネゲイド〉に敵対する組織であるという事だけである。

　更に――その脅威に拍車を掛けたのが、第二代救世主レオン・ササハラ・スプリング・フィールドと元姫ひめ巫み女こアンジェリット・ルースポリテの存在だ。

　どのような経緯によってかは分からないが、報告を見る限り二人は『血族』と結託しているらしい。

　数年前のものとはいえ、〈レネゲイド〉の内情や〈イコノクラスト〉に代表される各種機材・施設の詳細に通じた元姫巫女アンジェリットが、『血族』側に居るという事は――〈レネゲイド〉が『血族』について何も情報を手に入れていないのとは反対に、『血族』側は〈レネゲイド〉について相当に深い処ところまで情報を得ているという事になる。

　そも秘密結社としてその組織を維持してきた〈レネゲイド〉にとって部外者に――特に敵対者に組織の全ぜん貌ぼうを把握される事は致命的である。

　そして最後に――超巨大擬神機〈イコノクラスト〉。

〈レネゲイド〉の切り札は、現在、『血族』によって強奪されたまま、行方知れずで、未まだ五氏族会議の下には戻っていない。『代行者パニツシヤー』の打倒とその後の世界支配を存在の目的とする〈レネゲイド〉にとって、その双方を行う上で必ひつ須すの〈イコノクラスト〉を奪われた現状は、手足をもがれた状態に等しい。それどころか……トロパンカの街に『代行者』が出現した事で、既に近隣の民衆の間には〈イコノクラスト〉の『降臨』を待ち望む声が出ているという。

　ここで〈イコノクラスト〉が出てこなければ――場合によっては民衆の間に不信感が生まれかねない。情報操作でこれを抑え込むにも限界がある。トロパンカだけならばともかく、今後何度もこの様な状況が続けば、折角築き上げてきた〈イコノクラスト〉への民衆の畏敬が、崩れ去る可能性が高い。

　故に〈レネゲイド〉は血眼になって〈イコノクラスト〉の行方を捜した。

　だがソロンはあまりに広く、秘密結社たる〈レネゲイド〉の人手はあまりに少ない。

　現時点で五氏族会議は〈イコノクラスト〉についても『血族』についても、ろくに情報を得てはいなかった。

　しかし…………

「…………」

　真っ先に反応したのはインペラス家の長――ゼブロンだった。

　インペラス家は剣舞師を祖に持つ武門であるが、それを統括するこの巌いわおの如ごとき男もまた、〈レネゲイド〉において屈指の武人である。近付いてくる者の気配をいち早く感じ取っていても不思議ではなかった。

　ゼブロンが議事室の扉を振り返る。

　その瞬間――

「――御報告申し上げます！」

　扉の向こうから声が響いた。

「……！」

　驚きの表情を浮かべて顔を見合わせるのは、タイロイドと、そして丸顔のルースポリテ家家長――パルマスである。既に報告者の存在を感じ取っていたらしいゼブロンは勿もち論ろん、ネロも泰然としていて急な報告に驚く様子はない。

　むしろ――

「…………」

　オトルチ家の長の切れ長の紅あかい目が、悪戯いたずらっぽく瞬まばたくのを――コードラン家の家長にしてこの五氏族会議の議長でもあるバルドは、見逃さなかった。

（――まるで報告が来るのを知っていたかの様だな）

　バルドがそんな事を思っていると……議事室の扉が左右に開かれ、そこには荒い息を吐いている一人の男の姿があった。恐らくは一瞬でも早く報告をする為にとこの『聖せい廟びよう』内を走ってきたのだろう。

「〈イコノクラスト〉を発見しました！」

「おおっ！」

　喜色を浮かべて身を乗り出すのは、パルマスとタイロイドである。

　ゼブロンはいつも通りに巌の如き無表情。ネロも同じくいつも通り――妙に余裕の在る薄笑いを浮かべているだけだ。

「見つけたか！」

「一時はどうなることかと――」

　満面の笑みで頷うなずき合うパルマスとタイロイド。

　バルドからすれば、苦笑せざるを得ない単純さではあった。

　未まだ『見つかった』だけだ。そも〈レネゲイド〉が自力で『見つけた』訳でもない。

　それはつまり――

「喜ぶのは未だ早い」

　バルドの言葉にパルマスとタイロイドが振り返る。

「未だ〈イコノクラスト〉が我々の支配下に戻った訳ではないぞ」

　そう。

　あくまで〈イコノクラスト〉は御者のショウゴ・カシバ共々『血族』のものとしてトロパンカの街に降臨した可能性がある。

　つまり、〈レネゲイド〉が狙ねらっていた地位――〈イコノクラスト〉とその御者を傀かい儡らいとして、『代行者パニツシヤー』を全て倒した後のソロンを支配する――に、『血族』が入り込んだだけかもしれないのだ。それが『血族』の目的であったならば、〈イコノクラスト〉の強奪の理由も理解できるというものだ。

「――詳細を」

　バルドは報告者に促す。

「はっ――」

　男は、五氏族会議の議長、即ち〈レネゲイド〉の事実上の頂点に立つ男に声を掛けられ、改めて姿勢を正した。

「〈イコノクラスト〉は現在、トライオ高原上空を飛行中。交易都市トロパンカに向かっているものと思われます――」

　手にした紙に一瞬視線を走らせながら男は続けた。

「恐らくトロパンカに出現した四体の『代行者』と戦う積もりかと――」

「自らお帰りになった上、指示するまでもなく現場に赴いてくれるとは。救世主殿に感謝ですな」

　と苦笑めいた表情で言うネロ。

「乗っているのはショウゴ・カシバなのか？」

「その確認は未まだ――」

　バルドの問いに報告者は言葉を濁す。

　だが――

「そもそも〈イコノクラスト〉はショウゴ・カシバに合わせて調整されている。他ほかの者ではとても動かせない筈はず――」

　と主張するのはタイロイドである。〈イコノクラスト〉に搭載の各種奇き蹟せき術機関は殆ほとんどマブロ家の設計によるものだ。我が事の様に言うのは故無い事ではないが――

「『血族』の奇蹟術機関に関する技術水準が不明だ」

　とバルドは言った。

「万が一、連中が我等を上回る事があれば、御者を他の者に入れ替える事も可能なのではないか？」

「そんな事は――」

　有り得ない、とさすがにタイロイドも断言は出来なかった様だ。

　そもそも擬ぎ神しん杖じようも無く奇蹟術を行使する『血族』――特にその奇蹟術に関する技術水準に関しては、〈レネゲイド〉の想像の外に在る。

「更に言えば……」

　珍しく口を挟んできたのはゼブロンである。

「ショウゴ・カシバが乗っていたとしても、彼が再び我々の指揮下に入るとは限らない」

「それはどういう意味だ、インペラス卿きよう？」

　パルマスが顔をしかめて尋ねる。ゼブロンを軽んじ、彼が発言するその事自体を鬱うつ陶とうしがっている様子が、このルースポリテ家の長には在った。

　だが――

「彼は決して我々の同志ではない。彼から見れば我々は、従姉妹いとこを人質に救世主役を強要している無慈悲な悪人だ。もし彼が、何らかの理由で従姉妹の事を見捨てる気になったとすれば、〈イコノクラスト〉を携えたまま、二度と我々の元に戻らぬ可能性も在る」

「…………」

　さすがにパルマスも黙るしかない。

　ゼブロンの言葉は全くその通りだ。パルマスやタイロイドは多分に他者を――自分達が駒こまとして扱う個人を軽んじる傾向がある。それは救世主たるショウゴ・カシバに対しても同じだ。所しよ詮せんは小僧――と思っている節はあちこちに見受けられた。

　それに比べるとゼブロンは、ショウゴ・カシバの事実上の後見役になっていた事もあり、彼の人格と行動理念をよく把握している様だった。

　そう。そもそも今回の〈イコノクラスト〉強奪事件において、ショウゴ・カシバは自ら望んで連れ去られたのではないか――という疑いが五氏族会議で懸案になっていた。

　姫ひめ巫み女こメリニ・コードランとの通信記録にこれを匂におわせる会話が在る。

　また既にショウゴ・カシバは前にも一度、行方不明になっている。

〈エクノドラス真教会〉の一件だ。

　あの時は発端も偶然なら、保護された先が教会の駐留派遣士の元だったのも偶然ではあるが――何にしてもショウゴ・カシバが望んで〈レネゲイド〉の支配下から逃れていたのは間違いが無い。

「御苦労――下がれ」

　バルドは男の労を労ねぎらいつつ退室を命じる。

　報告者は深々と一礼し――議事室を辞した。

「――聞いた通りだ」

　猛もう禽きん類るいめいた鋭い眼差しで一同を見回すバルド。

「状況は未まだ不透明な部分も在るが――細かい議論を重ねている暇は無い。私としては姫巫女達の謹慎を解き、現地に向けて派遣すべきと考える」

「それは――」

　パルマスの言葉に覆い被かぶせる様にしてバルドは続けた。

　細かな議論をしている場合ではないのは事実だ。いつもの様に頭の回転の遅い者に合わせていると機を失する可能性が高い。

「一定距離に入れば飛行船側から〈イコノクラスト〉の機能に干渉出来る。また姫ひめ巫み女この中にはショウゴ・カシバの寵ちよう愛あいを受けている我が娘メリニや、彼の信頼を得ているペルテア・インペラスも居る。機能面でも精神面でもショウゴ・カシバを制御下に置く事が出来ると思うが、どうか」

「…………」

「…………」

　勿もち論ろん、飛行船の装置類は他ほかの者でも操作が可能だが――最も習熟しているのが現姫巫女達である事は間違いない。バルドの提案は何ど処こから見ても最善の策ではあった。

　タイロイドとパルマスはただ黙り込み、ゼブロンとネロも異を唱える様子は無い。

『では姫巫女の謹慎を解き、可及的速やかに飛行船をトロパンカに派遣、〈イコノクラスト〉を制御下に置くと同時に、対『代行者パニツシヤー』戦闘に入る――異論は？」

　無論応じるのは四人分の沈黙である。

　バルドは満足げに頷うなずくと――ゼブロンの方を振り返って言った。

「姫巫女の謹慎解除の連絡はインペラス卿きようにお任せして良いか？」

「承知」

　ゼブロンは短く答えて頷いた。

（……意外とこの男も何を考えているか読みにくい）

　バルドはそんな事をふと思う。

　パルマスやタイロイドは――あるいはネロですらも、このインペラス家の長についてはあまり重要視していない感が在る。元々愚直とも言うべき本人の性格と、インペラス家そのものが五氏族の末席に在るという事から、ゼブロンがこれまで五氏族会議の中心に在る事は無かったからだ。

　だが――五氏族会議は次第にこの男の存在を軽視できなくなっている。

　何と言っても救世主ショウゴ・カシバの後見人である。

　無論、今はただ肩書きが在るのみでその後見人という立場に何らかの特権が伴っている訳ではない。元より屋敷の周辺警護には武術に通じているインペラス家縁の者が数多く配置されているし、何か具体的にゼブロンが他の四人を出し抜いた部分は無い。だからこそパルマスもタイロイドも黙認しているのだ。

　だが……その状況が今後も続くとは限らない。

　そもそもショウゴ・カシバ自身の希望があったからとはいえ、わざわざ他の四人を差し置いて後見人の立場に就く事は、インペラス家の権勢を思えば非常に危険な事だ。独走して他の四家に睨にらまれれば、五氏族会議の中で孤立しかねない。コードラン家、マブロ家、ルースポリテ家ならばまだしも――インペラス家やオトルチ家に、他ほかの四家を敵に回して立ち回れるだけの『体力』は無い筈はずだ。

　しかもパルマスやタイロイドは、二度も〈レネゲイド〉の制御下を離れ、元よりやや反抗的な態度も見られる第四代目救世主ショウゴ・カシバに見切りを付け、第五代救世主を召喚する事も検討している。

　もしそうなれば、ショウゴ・カシバは用済みとしてその意味を失い、後見人の立場に居るゼブロンは、ただ他の四家の反感を買っただけで、結果的に何ら利を得る事が出来無かった――という事にもなりかねない。

　そういう意味でゼブロンの立場は微妙で繊細だ。

　そしてさすがに、それが分からない程にインペラス家の長も暗愚ではあるまい。

　もし全て承知の上で後見人の立場に就いているとなると――

（インペラス卿きよう――何な故ぜそこまでショウゴ・カシバに肩入れする？）

　権謀術数に疎い武人の失策か。

　それとも単なる気まぐれの類たぐいか。

　あるいは――

「――では」

　何にしても今は考えている暇が無い。

　バルドは話をまとめに掛かった。

「これより我等は〈イコノクラスト〉の支援、及び回収作業に入る。各々方、それぞれの責務を果たされる事を期待する――我等〈レネゲイド〉五百年の悲願の為に」

「――人の支配する世の為に」

　唱和して一同は頷うなずき――それぞれ席を立つ。

　最初にゼブロンが、次にタイロイドとパルマスが、最後にちらりとバルドに一いち瞥べつを投げてからネロが議事室を出ていく。

　彼等の後ろ姿を黙って見送ってから、バルドは円卓の上に肘ひじをつき、手を組んだ。

　顎あごを手の上に載せて瞑めい目もくする事――しばし。

「――ショウゴ・カシバ」

　バルドは低い声で呟つぶやいた。

　思えば一度目の失しつ踪そうから帰ってきたショウゴ・カシバは、何ど処こか違っていた様に思う。

　姫ひめ巫み女こ達の報告もこれを裏付けている。以前の、状況に流され踊らされるだけの少年から、何か志を秘めた男に変わって行きつつある様にも見える。

　それは〈レネゲイド〉の『外』を見て価値観に変化をきたしたからか。

　それとも……

「確かに我等が救世主として担ぎ上げる人間が、見るからに無気力で主体性が無い人間では困る。だが――」

　あまりに自立心に富んでいるのもまずい。

　自分で考えて自分で決する人形など――必要無い。傀かい儡らいは傀儡としての分をわきまえるべきだろう。その意味では、そろそろ躾しつけに掛かる必要がある。

　さもないと第二のレオンとアンジェリットを生みかねない。

「……出来た娘であったな」

　バルドは微苦笑を浮かべた。

　メリニの事である。

　バルドは勿もち論ろん、メリニを救世主の寵ちょう姫ひにする思惑でショウゴ・カシバの側そばに送り込んだ。これは他ほかの氏族の長達も同じ考えだろう。見目麗しい少女達は、己の肉体をショウゴ・カシバに与える事で『柔らかな鎖』として救世主を縛り操る事を期待されてきた。

　そしてメリニはまず最初にショウゴ・カシバに抱かれる事でその任を見事に果たした。

　明らかにショウゴ・カシバは今、メリニを特別視して可愛かわいがっている。

　だが……

「いささか出来過ぎではあったか」

　女は時に少年を男に変える。

　ショウゴ・カシバがここしばらくで急速に主体性を身に付け――場合によっては〈レネゲイド〉を手玉に取ろうとさえするかの様な動きを見せているのは、単に『外』を見てきたからだけでなく、メリニの影響も間違いなくあるだろう。ショウゴ・カシバはメリニを抱き、男としてある種の自信と自覚を得たのだ。

　これはバルド達が望んではいなかった効果だ。

　本来、男を成長させるのは良い女の条件ではあろう。

　だが成長させ過ぎだ。

　ショウゴ・カシバの自由意志を奪い〈レネゲイド〉に依存させる為の、柔らかな鎖――それがメリニに元々与えられた役割なのだ。要らぬ自立心を育ててしまう様では本末転倒も甚だしい。

　まして……

「『父』よりも『男』を優先する様ではな……」

　男は時に少女を女に変える。

　メリニもまたショウゴ・カシバに抱かれる事で、コードラン家所属の姫ひめ巫み女ことしての自覚よりも、ショウゴ・カシバの『女』としての自覚が優勢を占めつつある様に見える。ゼブロンの後見人の一件にしても、事前にメリニからの報告は無かった。ショウゴ・カシバの寵ちよう愛あいを受け、ペルテア・インペラスとも友人であるメリニが、まさか後見人の話を知らなかったとも思えない。

　明らかにバルドへの報告を彼女は遅らせたのだ。

　恐らくは――ショウゴ・カシバの身柄を保護し、立場を固め得る状況を作る為に。

「そろそろ手を打っておくか」

　バルドは呟つぶやいて――立ち上がった。



　　　

　当然と言えば当然の話ではあった。

「……くっ…………」

　省しよう吾ごは歯を食いしばりながら短く苦鳴を漏らした。

「……やっぱり……無茶だったか……」

　勿もち論ろんそれは特に意識する事も無く口からこぼれた独り言であった。普段ならそれはこの鋼鉄の密室の中で無意味に薄れ消えていくものだ。だが――今は、耳元から囁ささやくように、省吾の呟きに応じる声が在った。

「ショウゴ様？」

　可か憐れんな声である。

「お身体の調子がお悪いのでするか？」

　状況が分かっていないかの様な……否、明らかに分かっていないだろう……緊張感を欠いた物言いに省吾は微苦笑を浮かべる。

　トリファスキアータ。

『園ガーデン』と呼ばれる閉鎖社会、『血族』と称する集団の極めて偏った価値観の中で育てられてきた少女。彼女にとっては、この世界の殆ほとんどは初めて見聞きするものばかりだろう。

　まして彼女は盲目だ。

　自分達が今どういう状況に在るのか、正確に理解できる筈はずも無い。

「調子が悪いというか――」

　省吾は言葉に詰まる。

　確かに彼は――身体の不調を覚えていた。

　身体が重い。全身の関節が痛む。眼はかすみ、耳鳴りの様なものも聞こえる。恐らく全身に細かな細かな異常が大量発生している事だろう。

　ただしその原因は省吾の身体の内には無い。

（悪いのは……〈イコノクラスト〉か）

　省吾達が今居るのは〈イコノクラスト〉の頭部――御者室である。

　鋼鉄に守られたこの密室は、扉を閉めてしまえば完全に密閉されてしまい、外部との接触は断たれてしまう。そんな閉鎖空間の中で〈イコノクラスト〉を操る為に、その御者は味覚を除く五感の全てを〈イコノクラスト〉の感知器群に接続されるのだ。

　つまり……事実上、今の省吾は自らの肉体の主であると同時に、〈イコノクラスト〉の脳でもある。

　元々〈イコノクラスト〉はメンテナンス・フリーの兵器ではない。彼が今感じている身体の不調は、彼の生身の肉体のものではなく、長時間、整備も受けず、姫ひめ巫み女こ達の支援も無いままに稼働した――いわば無理のツケの様なものだった。

「――着地するよ。しっかりしがみついて」

「はいでする」

　ぎゅっと膝ひざの上の少女が省吾の首に腕を巻いてしがみついてくる。御者席には省吾を守る為のベルトが付いているが、これは一人用だ。元々この御者室に二人以上の人間が入って運用する事は考えられていない。衝撃その他からトリファスキアータの身体を守る為には、互いに堅く抱き合っているしかないのだ。

　だが勿もち論ろん……今の省吾に少女の身体の柔らかさを堪たん能のうしている余裕は無い。

（まさか着地の衝撃で分解――なんて事は無いとは思うけど）

　脳裏に浮かべたイメージで慎重に奇き蹟せき術の場を制御しながら、省吾は急速に迫り来る地面を見つめる。

（相手は四体……囲まれたら不利だし、余計な戦術を採らせる余裕を与えたら駄目だ）



    

  
    
      



    

  
    
      　省吾は〈イコノクラスト〉の視覚を広角映像に切り替えて確認。トロパンカの街を俯ふ瞰かんする形で四体の『代行者パニツシヤー』の位置を確認した。

　東西南北、綺き麗れいに四方向に配置されている。

〈イコノクラスト〉が着地する地点に最も近いのは北の一体。これを可能な限り速攻で倒す。そして次は――時計回りに東、南、西。ただし残りの三体に関しては倒す事よりも街から引き剥はがす事を優先。特に南の一体は、北の一体に手間取っていると、街を横断して接近してくる可能性がある。そうなっては、街の住民は全滅だ。

（とすると――先に攻撃を仕掛けておく必要があるな）

　慣れとでも言うのだろうか。

　ひどく冷静に頭の中で戦術を組み立てていく省吾。

「――〈破神の弓〉！」

　省吾の命令と同時に――金属の軋きしむ音を立てて〈イコノクラスト〉の腕に仕込まれた数基の兵装用奇き蹟せき術機関が稼働。力場による砲身を形成し、砲撃戦用の兵装を展開する。

　長大で半透明の砲身を腕に生やしながら鋼鉄の巨人は落下していく。

「まずは――」

　南の一体。

　出力は六割に固定。全力で撃てば簡単に倒せるかもしれないが、砲撃直後の〈イコノクラスト〉の動きが鈍りかねない。今は多少傷付けるか、牽けん制せいの役に立てばそれでいい。

　だが……

「……！」

　省吾は愕がく然ぜんとして己の――否〈イコノクラスト〉の右腕を見る。

　展開していた力場による砲身が、まるで寿命の切れかけた蛍光灯の様にちらつき――そして消えた。

　明らかに作動不良だ。やはり〈レネゲイド〉の整備を経ず、姫ひめ巫み女こ達の支援も受けずに動かすのには無理が在った様だ。

（まずい――）

　このままでは〈イコノクラスト〉は格闘戦を挑むしか無くなる。四体を相手となるとそれはどうあっても敵に背中を曝さらす事になり――少なくとも己の背中と街の住人、両方を庇かばいながらの戦いは出来なくなるだろう。

　ならば……

「くっ――」

〈イコノクラスト〉が着地する。

　元々小さな軋みは飛行中にも大量に発生していたが、一際大きくぎしり――と鉄巨人の筐きよう体たいが軋む。逃げ場もなく〈イコノクラスト〉の全身に蓄積していく応力という名の疲労を、省吾は己の身体の事の様に感じていた。これが限界を超えれば筐きょう体たいの破断や粉砕を招くのだという事は省吾にも分かった。

「――ッ!!」

　衝撃が幾重もの奇き蹟せき術の場で守られている筈はずの御者室をも襲い、省吾にしがみついていたトリファが声にならない悲鳴を上げる。心構えの出来る省吾と違い、眼の見えない彼女は余計に驚いた事であろう。

　だが省吾にトリファを気遣っている余裕は無かった。

（余裕が無い――）

　姫ひめ巫み女こ達が、そして〈レネゲイド〉の整備員達がどれだけ重要な役割を負っていたかという事が、今更ながらに感じられた。

〈イコノクラスト〉は乗用車ではない。壊れる事を――使えば使う程に壊れ続ける事を前提として作られている兵器だ。故にそれは常に問題箇所を修理し、部品を交換するという『新陳代謝』を必要とする。今の〈イコノクラスト〉にそれは無い。これは――言うなれば死体を無理矢理動かしている様なものだった。

　だが……

（出来るだけ早く、二体まで倒さないと）

　ぎいぎいと剣けん呑のんな音の響く御者室の中で、省吾は考える。

　着地の衝撃で舞い上げられた大量の土砂――轟ごう々ごうと渦巻くその帷とばりの向こう側に、彼の、否、〈イコノクラスト〉の眼は巨大な黒い人型を捉とらえていた。

　まるで粉ふん塵じんの幕に映り込んだ、〈イコノクラスト〉そのものの影であるかの様なそれ。

『代行者パニツシヤー』――

「〈誅ちゆう神しんの刃〉！」

　改めて近接戦用の武装を起動。

　一瞬、起動しないのではないかという不安が脳裏をかすめるが、実体を持った二枚の刃は、爆発ボルトによって押し出され、〈イコノクラスト〉の手首から長々と伸びた。

　本来――『聖遺物』の活性化を抑制する為のものとして〈イコノクラスト〉各部に充じゆう填てんされている『原罪物質』がパイプを通って右腕に集中。展開した二連の刃の中で拘束循環しながら神の力を無効化する『冒ぼう涜とく領域』を展開する。

　この刃ならば『代行者』を構成する呪じゆ詛そそのものを斬きれる筈だ。

　だが……

（……やっぱり……）

　何ど処こか引きつる様な感覚が右腕に残る。

　同時にぎしぎしと〈イコノクラスト〉全体が軋きしむ。具体的に何処がという訳ではなく、全体的に動きが鈍い。錆さび付いた機械を無理矢理動かしているかの様な違和感がどうしても付きまとう。

　また……御者室に漏れ落ちてくる『聖光』も弱々しいものになっている。

〈イコノクラスト〉の主動力とも言うべきそれは、既にもう完調時の二割程度にまで落ち込んでいる筈はずだった。元々が、保存出来ないそれを無理矢理、奇き蹟せき術回路を使って維持していたのだから当然だろう。

（だけどやるしかない）

　省吾は着地の衝撃で膝ひざをついていた〈イコノクラスト〉を立たせる。

　一瞬でも惜しい。

　未だ収まらぬ砂さ塵じんを押し退のける様にして巨大擬神機は突進。

　もしこの時、間近に〈イコノクラスト〉を見る事が出来る者が居たならば、その全身から細かい埃ほこりの様なものが落ちているのに――落ち続けているのに気付いただろう。正確に言えばそれは埃ではない。劣化した、あるいは破損した部品の一部が、〈イコノクラスト〉本体から脱落しているのである。

　今の〈イコノクラスト〉はまさしく満まん身しん創そう痍い――全身から血を流しているに等しい。

「く……くそっ。持ちこたえろよ！」

　叫びながら省吾は〈誅ちゆう神しんの刃〉で手近の『代行者パニツシヤー』に斬きりかかる。

　だが初手必殺を意図したその一撃は、虚むなしく空を切った。

　かわされたのだ。

『代行者』はゆらりと水底で水草が揺れるかの様な、重さを感じさせない動きで〈イコノクラスト〉の一撃を回避。後退して距離をとる。

「待てッ！」

　叫びながら省吾は『代行者』を追った。

　しかし――

「ショウゴ様――」

　ふと何ど処こか不安げなトリファスキアータの声がする。

　彼女にしてみれば状況の分からない不安から、唯一頼れる存在である省吾の名を呼んだだけに過ぎないだろう。

　だが、省吾はその瞬間、冷水を浴びせかけられたかの様な感覚を味わった。

　忘れていた。

　今の〈イコノクラスト〉にはトリファスキアータが乗っているのだ。

　この世界――ソロンの人間が『代行者』に対抗できない理由は幾つかあるが、その一つがソロンの人間では『代行者』に近付けないという事だ。ソロンの人間は『代行者』に近付いただけでその〈存在子イグジス〉に干渉を受けて塵ちりになる。わざわざ異世界から〈イコノクラスト〉の御者として省吾が召喚されたのは、この為だ。

　つまり。

〈イコノクラスト〉で接近戦を挑むという事は、トリファスキアータを死なせるという事でもある。どの程度の距離にまで近付けば『代行者パニツシヤー』の絶対殺傷圏に触れるのか分からないが、試してみたいとは思わなかった。

「くそっ――どうすれば」

　まさか今更トリファスキアータを降ろしている暇は無いだろう。

　中距離砲撃戦用の〈破神の弓〉が使えないのが――痛い。さすがにそこらの岩を掘り起こして投げた程度では『代行者』を倒せまい。

「ショウゴ様？　どうなされたのでするか？」

「なんでもない、何でもないよ」

「でも――」

「ごめん、ちょっと黙ってて」

　悪いとは思ったが省吾はそう言ってトリファスキアータを黙らせた。

　余裕が無い。思考がまとまらない。

　上う手まい打開策が見当たらない。

　焦りだけが無意味に彼の脳裏で空回りする。

　…………その時。

『……ゴ様っ、ショウゴ様っ！』

「え……？」

　最初――それは焦りの余りに聞こえた幻聴の類たぐいかとも思った。

　だが次の瞬間にそれは全身が震える程の喜悦を省吾の胸に溢あふれさせる。間違いない。通信機越しであろうが、雑音が混入しようが、聞き間違う筈はずが無い。それは省吾にとって最愛の女ひとの声なのだから。

「……メリニ！」

『は……ショ……ゴ様。メリニ……す！』

　恐らくは近くに居る『代行者』の影響だろう。雑音で所々に聴き取りにくい部分はあるが、やはり間違いなくメリニの声だった。

「メリニ、メリニ――どうして」

　此こ処こに、と問おうとして、省吾はそれが愚問だと気付いて言葉を呑のみ込んだ。

　四体もの『代行者』が出現しているのである。ソロン全土に監視の眼を光らせる〈レネゲイド〉が気付かない筈が無い。ましてそこに強奪された筈の〈イコノクラスト〉が現れたとなれば、姫ひめ巫み女こ達が駆け付けてこない筈も無い。そもそも〈レネゲイド〉にとって〈イコノクラスト〉は唯一無二の――文字通りに代替の無い最終兵器だ。此処で失う訳にはいかないだろう。

「今、何ど処こだ？」

『飛行船……ております……もうすぐ……』

「…………」

　省吾――〈イコノクラスト〉は上空を仰いだ。

　頭上には黒煙が立ち込めた様な暗い空が相変わらず広がっている。

　その暗い空の遙はるか彼方かなたに小さな四つの点が見えた。

　間違いない。〈レネゲイド〉の飛行船だ。

『血族』に強奪された〈エデニート〉を除く――〈フルヴァス〉、〈エルハイム〉、〈ウィズデン〉、〈パーボスク〉の四隻である。奇き蹟せき術で何らかの加速を得ているのか、それらは飛行船とは思えない速度で雨の中を進んでいる。今は〈イコノクラスト〉の眼を通して高倍率画像での確認だが、肉眼でもはっきり確認出来る様になるまでそう時間は必要あるまい。

『ショウゴ様！』

『ショウゴ様』

『ショウゴ様ッ！』

『ショウゴ様……』

　他ほかの姫ひめ巫み女こ達の声も届いてくる。

　叫ぶ様なそれはペルテアの声だろう。ひどく冷静なのはセネカの声か。弾はじける様な愛らしいそれはアフィニエのそれで、感極まった様なそれはハーチェッタのものに違いない。

『心配したんですよっ！』

　とアフィニエが言ってくる。

『ご無事ですか、何かお怪我や御病気の類たぐいは――』

　これはペルテアだ。

　何というか……いつもの空気だ。

　自分が『還かえってきた』と感じている事に省吾は小さな驚きと満足を覚えていた。それだけあの五人の少女達が自分にとって大事な存在になりつつあるという事だろう。

『ところでショウゴ様』

　不意にメリニが訊きいてきた。

『其そ処こに……誰だれかいらっしゃるのですか？』

「あ――」

　省吾は傍らのトリファスキアータを一いち瞥べつする。

『血族』の無む垢くな姫は省吾の言いつけ通りしっかりと彼の身体にしがみついている。

「……うん」

　省吾は正直に返事をした。

　遅かれ早かれトリファスキアータの存在は〈レネゲイド〉にばれる。問題は彼女の事をどう説明するかだ。この通信は〈レネゲイド〉の他ほかの者達にも聞かれているだろう。ならば迂う闊かつに彼女の事を細かく説明するのはまずい。『血族』の姫たるトリファスキアータは、〈レネゲイド〉にとっては敵の一人でありまた――恐らくは貴重な研究材料として認識されるに違いないからだ。

「――ごめん、細かい話は後」

　省吾は言った。

「スタンドアロンで――単独で動いていたから、〈イコノクラスト〉の身体に色々ガタがきてる。そちらで調整出来る部分を、頼む。〈破神の弓〉でも何でもいい、『代行者パニツシヤー』の絶対殺傷圏に触れずに戦える様な、中距離戦用の武器を使えるようにしてくれ」

『既に調整作業に入っています』

　とセネカが淡々と言って寄越す。

　続けてハーチェッタが言った。

『随時、補助回路を副次機構に切り替えていきます！　詳細はこちらで！　ショウゴ様は気にせず戦闘に集中を！　中距離戦用の兵装として〈打神の拳けん〉を起動します！』

「頼む」

　省吾は改めて〈イコノクラスト〉の制御に集中する。

　脳裏に一つのイメージが浮かび上がる。

（これか――）

　そのイメージをやはりイメージの手でつかみ取る。

　するとそれは明確な音と震動を伴って〈イコノクラスト〉に内蔵されていた兵装の展開へと繋つながっていった。

　イコノクラストの前腕部が展開。〈誅ちゆう神しんの刃〉が引き戻されるのと入れ替えに、手首の左右から滑り出た機構が変形しつつ握り込まれた拳こぶしに寄り添う。丁度――メリケンサックの様なものを拳に填はめた状態だった。

　瞬間的にこの兵装の特徴が脳裏に送り込まれる。

〈打神の拳〉――拳の動きに乗せて衝撃波を相手に叩たたき込む兵装である。一見、格闘戦用にも見えるが、指向性を与えられて絞り込まれた衝撃波は、拡散する事無く遠くまで伝でん播ぱする。その有効射程は一マイリス余り。

（――漫画みてぇ）

　一瞬そんな感想が省吾の脳裏を過よぎる。確かに漫画やアニメによく出てくる、拳を打ち出すだけで触れてもいない相手を吹っ飛ばす必殺技に似てはいた。

　何にせよ、これならば――

「いける……多分」

　身構える〈イコノクラスト〉。

　だが――

「…………？」

『代行者パニツシヤー』は動く様子が無い。

　勿もち論ろん、省吾とて気を抜いていた訳でも忘れていた訳でもないが――ぎくしゃくと〈イコノクラスト〉が本来の性能を発揮できずにいた間でも、いくらでも攻撃の機会は在った筈はずである。なのに輪郭も朧おぼろに聳そびえる巨大な影は、微動だにしないままだ。

　まるで〈イコノクラスト〉が攻撃してくるのを待っているかの様に。

「何を考えてるんだ……？」

　未だなお止やむ気配の無い雨の中。

　一抹の疑問を抱きつつも省吾は『代行者』を撃つべく右の拳こぶしを引いた。



　　　

　省吾にしっかりと抱き付きながら――トリファスキアータはふと小さく首を傾かしげた。

（…………？）

　生まれながらに光を知らないトリファスキアータ。

　彼女は視覚を持たない代わりに、残りの四感――つまり聴覚、嗅きゆう覚かく、味覚、触覚に関しては人並み外れている。勿論これは『血族』だから、という訳ではない。単純に『生きる』中で必然的に研ぎ澄まされたのだ。耳じ朶だに触れる微かすかな物音、鼻孔をくすぐる僅わずかな香り、肌をかすめる空気の流れ……それらが、歩いたり、食べたり、人の話を聞いたりなどといった行為をする際の手掛かりとなるのである。

　彼女は普通の人間と異なる感覚の世界に生きている。

　無論……本人に自覚は無い。

　だが彼女の意識、人格そのものが、『聞く』『嗅かぐ』『味わう』『触れる』という四つだけから得られた経験と記憶によって構成されている為、その脳裏に描き出されるものは、常人のそれとは明らかに違うのだ。

　つまり……

（……ショウゴ様？）

　認識の大部分を視覚に頼っている人間が見逃す様な――視界に映っていないが故に、その存在を見落としがちなものを、彼女は敏感に察知する。元々一つ感覚を削られている彼女であるが故にこそ、余裕のある脳の処理能力は、残る四感から得られた情報を俯ふ瞰かん的に分析し、そこに『図』を描こうとするのだ。

　だから……

（ショウゴ様はお気付きになられていないのでするか？）

〈イコノクラスト〉の立つ大地の地下深部で蠢うごめく巨大な熱い何か。

　塊かたまりの様でいて塊でなく――むしろ流れるかの様に移動する不定形のもの。

　震動。気温。音響。その他諸もろ々もろ……〈イコノクラスト〉の中に居てさえ与えられる無数の感覚情報を統合し、そこに描き出されるそれを感知する事は、彼女にとって何ら特別な事ではなかった。

　来る。

（昇ってきまする……）

　大地を抉えぐり。岩盤を溶かし。じりじりとたわめられつつ威力を増し、生き物めいた激流へと変へん貌ぼうを遂げながら駆け上ってくる『何か』――

　普通の人間であれば――あるいは状況を理解していたならば、トリファスキアータは省吾に注意を促した事であろう。だが彼女は省吾に『黙っていろ』と命じられた直後である事に加え、そもそも今省吾が戦っている最中だという事実を理解していないので――感じたものをただ感じたままで放置していた。

　やがて――

（後ろ…………）

　彼女は小さく振り返った。

　刹せつ那な――



　ご……お……おお……おおおおお………おおおおおおおおおおおお………



　地の底から伝わってくる轟ごう音おんは、トリファスキアータでなくてもはっきりと認識できる程度と規模に達していた。同時に震動が大地を揺るがし、〈イコノクラスト〉の周囲の大気を攪かく拌はんする。



　……おおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ……！



「――なっ!?」

　驚きょう愕がくする省吾。

　彼の胸に頬ほおを押し付け、乱れる鼓動と呼吸を感じながらも、トリファスキアータはただ言いつけを守って沈黙を続けていた。



　　　

　まずいという意識はあった。

　だが省吾は振り返らずには――意識を背後に向けずにはおれなかった。それだけ足元から――正確にはやや背後の地面から伝わってくる震動と轟ごう音おんは、尋常ではなかったからである。〈イコノクラスト〉を振り返らせるのは辛うじて思い留まり、彼はその背面に設置された光学感知器に意識を向けた。

　地震かとも思ったが、違う。

　トロパンカの街からわずか半マイリス。

『代行者パニツシヤー』に相対して〈イコノクラスト〉の立つ荒野と、トロパンカの街の丁度、真ん中。

　そこには元々小さな丘陵地帯が在った。

　さして高いものではない。省吾の感覚で言えばせいぜいが数メートル程の、緩やかな隆起で……本当に丘以上の何物でもない地形だった。

　だが今――

「――そうくるかっ!?」

　悲鳴じみた声で省吾は叫んだ。

　かつて、否つい先程まで、確かに丘の在った場所に――もう丘は無い。

　突き上げてくる内圧に耐えかねた地面が、幾筋も幾筋もの紅あかい亀き裂れつを生みながら、膨張し、隆起し、有り得ない程の高さにまで成長していく。見る間にその盛り上がりはイコノクラストの身長にも達した。

　それは規模こそ小さいが既に立派な『活火山』である。

　放射状に走る亀裂の中心点、円状に穿うがたれた大地の穴の中で、溶岩が泡立ち火の粉を飛び散らせている様が見えた。

　次に来る現象が何か――地質学の知識など皆無に等しい省吾にも分かる。

　噴火だ。

　勿もち論ろん、こんな自然現象がいきなり発生する筈はずも無い。『代行者』の仕業だ。これまでも『代行者』は津波や竜巻を発生させている。物質の在り方に干渉出来るこの神の呪じゆ詛そ達にすれば、溶岩流を加圧し噴火を促す事も不可能事ではあるまい。四体も揃そろっていれば尚なお更さらの事だ。

「――どうすれば」

　火口の熱に炙あぶられ轟ごう々ごうと唸うなりを上げる大気。

　鈍く光る溶けた岩が暗天下の大地を不気味に照らしだし、降り注ぐ雨は溶岩に触れて瞬時に蒸発――辺りに白い霧となって立ちこめていく。一瞬、雨によって溶岩が冷却され、固められるのを期待した省吾だが、それは無理の様だった。明らかに地の底から噴き出てくる溶岩の勢いの方が強い。

　このままではいつ爆発して大量の溶岩が溢あふれ出すか分からない。

　勿論、それは卑小な人間の身では、どうする事も出来ない大自然の驚異だ。

　だが……

「こいつをどう使えばいい……？」

　省吾が駆るこの〈イコノクラスト〉は――紛まがい物とはいえ神だ。

　使い方によっては、この来るべき大災害を押し留める事が出来る筈はずなのだ。

　だがそちらにばかり気をとられていては、『代行者パニツシヤー』に背後を――

「――え？」

　省吾は意識を〈イコノクラスト〉前面に戻した。

「また……？」

　消えていた。

『代行者』の姿は跡形も無くなっていた。

　元より物理的な実体を持つとも思えぬ巨大な『影』だ。瞬間的に消えてしまう事そのものはさして驚く様な事ではない。

　だが……

『ショウゴ様！』

　彼の驚きょう愕がくと疑念を裏付ける様に、メリニからの通信が入る。

『『代行者』が――四体全て消えました！』

　それはつまり上空の飛行船から見てもその存在が確認できないという事だ。一瞬にして四体の『代行者』は〈レネゲイド〉側の探知範囲外に逃げてしまったという事になる。

〈イコノクラスト〉を警戒しての撤退――？

　いや。違う。ならば〈イコノクラスト〉の出現と同時に行っている筈だ。

　わざわざ『代行者』達は四体も揃そろって姿を現し、無力な人間達をその姿でひたすら怯おびえさせ、しかし具体的な攻撃は何もせぬまま数日を経過し――そして〈イコノクラスト〉がやってきて戦闘を開始すると、置き土産の様に火山を作って消えた。

　一体この行動にどんな意味がある？

　これではまるで――

（嬲なぶられてるみたいじゃないか）

　勿もち論ろん……今の省吾に『代行者』の思惑を推し量っている余裕は無い。

　ごぶりと火口が弾はじけ、遂に大量の溶岩が街に向かって溢あふれ出した。

「くっ――」

　省吾は〈イコノクラスト〉を走らせる。

　溶岩より先回りして、被害が街に及ぶのを食い止める為である。具体的にどう食い止めるかまでは未まだ考えていない。いざとなったら〈イコノクラスト〉の筐きょう体たいを盾にする積もりではあった。

　巨大な鋼鉄の足が、大地を抉えぐりながら疾走する。

『ショウゴ様！　溶岩の熱に〈イコノクラスト〉の装甲は持ちこたえられ――』

　まるで省吾の考えを読み取ったかの様にハーチェッタが慌てて告げる。

「分かっている――メリニ！」

　省吾は叫んだ。

　殆ほとんど走りながら考えをまとめていく。

　溶岩は、つまり溶けた岩が河となって流れてくるものだ。その異様な風景からついつい忘れがちになるが、その本質は文字通りに流体であり河なのだ。

　ならば――

『はい、ショウゴ様！』

「頼みがある。溶岩の流れる速度、幅、周囲の詳細な地形、それと――街までの到達時間の残りを教えて欲しい」

『はい！　――ハーチェッタ、聞こえたわね？』

『え……ええ、――セネカ、アフィニエ、手伝って。一人でやるよりも早い筈はず！　ペルテアとメリニは引き続き〈イコノクラスト〉の調整と遠隔操作の修復を』

『了解！』

　姫ひめ巫み女こ達の声が重なる。

　さすがに〈レネゲイド〉の中から選び抜かれた五人の少女達だけはある。その優秀さは容姿のみならず各種能力でも顕著だ。〈イコノクラスト〉が溶岩流を追い抜き、振り返って火山と相対したその時には、大まかにだが省吾が求める情報は揃そろっていた。

『ショウゴ様！』

　ハーチェッタが報告してくる。

　頭の良い彼女は、既に省吾の考えている作戦を大まかながら察している様だった。

『俯ふ瞰かん図をそちらに送ります！　圧縮情報ですから少々頭痛が伴うかと思われますが、どうか御容赦を！』

「いいから早く！」

『御意！』

　恐らく上空からの視点でなければ分からなかっただろう。

　トロパンカの街の周りには幾つもの丘陵地帯が存在し、その合間、窪くぼ地ちの様な処ところにトロパンカの街そのものは在る。丘陵地帯は連続しておらず、断続的に存在する為、言ってみれば破線の様な状態だ。

　現在――溶岩はその線の切れ目の一つ、丘と丘の間を流れてトロパンカに肉薄しつつある。そしてその先に立っているのが〈イコノクラスト〉だ。

『溶岩流先端、〈イコノクラスト〉まで距離〇・五マイリス』

　淡々とセネカが告げてくる。

　大量の蒸気を尾の様に引きずりながら灼しやく熱ねつの河が近付いてくるのが見えた。

（ザフェの街の様にはいかない）

　港街を襲った巨大津波の事を、省吾は思い出す。

　あの時は奇き蹟せき術による巨幅の衝撃波を作り出し、文字通り津波を押し返した。恐らく同じ事は今回も可能だろう。だがそれでは駄目だ。ザフェの街の際には、衝撃で舞い上がった水滴が辺りに雨の如ごとく降り注いでいた。

　海水だったから、あの時はただ街は潮水に濡ぬれるだけで済んだ。塩水の雨のせいで近隣の農作物に被害は出ただろうし、街の中では金属物にあちこち錆さびが浮いた事だろうが、いずれも直接的に人の死に繋つながる様な脅威ではなかった。

　だが――降り注ぐのが溶岩の飛沫しぶきであったならば、街は炎に包まれるだろう。

『残り〇・四五……〇・四四……〇・四三……』

　セネカの声だけが淡々と耳に流れ込んでくる。

　既に強烈な硫黄臭が鼻をついた。それは勿もち論ろん、省吾が自分の鼻で直接嗅かいだものではない。増感された〈イコノクラスト〉の嗅きゆう覚かくによるものではある。だが――戦闘中、意識集中の邪魔にならぬようにと、省吾の苦痛や不快感を和らげる機能を持ったその感覚同調機関を経ても伝わってくるその匂においは……元々のそれが、どれだけ強烈なものかという事を示唆していた。

（津波とは違う。だがそれは必ずしも――悪い事ばかりじゃない）

　津波と溶岩流は明らかに性質が違う。

　だからこそ津波に使えた方法が此こ処こでは使えない。だが逆に言えば津波には使えなかった方法が此処では使えるのではないか。

　例えば溶岩流は幅広でも無いし、移動速度も比較的緩い。

　ならば――

『……〇・三八……〇・三七……』

　セネカのカウントダウンが続く。

　間近に迫る紅ぐ蓮れんの河を変わらず見据えながら、省吾――〈イコノクラスト〉に片膝ひざをつかせた。続けてその上体を傾けて両手を突き出す。

　ごおん――と音を立てて巨大な鋼鉄の掌てのひらが大地を叩たたいた。

　まるでクラウチング・スタートか、さもなくば逆立ちでも始めるかの様な体勢である。

「うまくいってくれよ……」

　省吾は瞳ひとみを閉じ、意識を集中した。

　大地に押し付けられた鋼鉄の掌――その下から白い光が漏れ始めた。

　大地と鋼鉄の間からこぼれる白光は、次第にその輝度を増し、膨張を開始する。

　聖光――全ての奇蹟の基礎となりし光。

「……ぁぁぁああああああああっ！」

　半ば無意識に省吾は絶叫していた。

　彼の声に引きずり出されたかの様に――新たな轟ごう音おんが大地から響く。



　――ごっ……ぉぉぉぉぉぉ……ぉぉぉぉおおおおおおおおお…………



　冷雨の音と。噴火の音と。そして――正体不明の地鳴り。

　それらが渾こん然ぜん一いつ体たいとなって異様な空気を生み出していた。

　トロパンカの街の住人にしてみれば、新たな、しかも先程よりも大きな噴火が起こる前触れではないかと恐れたかもしれない。それは確かに地面から発生し――岩が、土が、途方もない質量が変質し、移動する音であったからだ。

　だがそれは噴火ではない。

　噴火と同じくそれは大地を隆起させ――しかし破壊的な熱を伴ってはいなかった。

〈イコノクラスト〉の眼前。

　単なる荒れ地の一部でしかなかった地面が奇怪な隆起を示していた。

　まるで埋めてあった巨大な柱が下から押し上げられて姿を現したかの様に、巨大な円柱が何本も何本も土砂の煙をまとってせり上がってくる。それらは傲ごう然ぜんとそそり立ち、密に並んで、やがて緩やかな弧を描いた『壁』となった。

　上から俯ふ瞰かんしてみればそれが何か一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　それは正しくは単なる『壁』ではない。

　巨大な――『堰せき』だ。

　省吾の命令によって〈イコノクラスト〉の奇き蹟せき術機関が地中の土砂に干渉し、密度を高めて創つくり出された巨大石柱五十本。これを二重に配置する事によって溶岩流を堰せき止めようというのが省吾の狙ねらいだった。

　幸い、溶岩はゆっくりと丘と丘の間の狭きよう隘あいな窪くぼ地ちを通ってくる為、堰き止める為の『壁』はそう広くなくてもいい。いわば河口部分といえる場所に、一つあれば良いのだ。速度も人間が小走りになる程度のゆっくりとしたものなのでじっくりとポイントを見定めて堰き止める事が出来た。

「――これで……」

　既に『堰』の高さは〈イコノクラスト〉直立時の身長程にも達している。

　あとはこの『堰』がどれだけ持ちこたえられるか――だ。雨は未まだ止んでいない。既に『代行者パニツシヤー』が居ない以上、溶岩流が延々と流出を続ける事もあるまい。雨に打たれ、溶岩が固まるまでの間、この『堰』が保もてばそれでいいのだ。

　だがそれは一体……どれ程の時間が必要か。

『〇・二〇マイリス……〇・一九マイリス……』

　セネカの声を聞きながら、省吾は〈イコノクラスト〉を立ち上がらせる。

　必要なら更にもう一重、『堰せき』を築く積もりだ。もっとも省吾の予想以上に溶岩流の圧力が強ければ、あっという間に『堰』は決壊し、〈イコノクラスト〉は街ごと溶岩流に呑のまれてしまうだろう。

『……ショウゴ様！』

　悲壮な響きを帯びるメリニの声が――

『到達』

　セネカの声と重なった。

　大地の『堰』に進路を遮さえぎられて……溶岩が踊る。

　飛行船〈フルヴァス〉から転送されてきた画像が脳裏に映る。溶岩は『堰』の向こう側で順調に停とめられ、その『水位』を増している様だ。やはり雨に触れた表面は急速に固まり、瘡かさ蓋ぶたの如ごとく黒くなるのだが――すぐにその下から赤い溶岩が固まった部分を割って顔を出す。

　果たしてどれだけこの『堰』が保もつか。

　その前に――

「……冷えれば冷えるだけ動きが止まる」

　省吾は自分に言い聞かせる様に呟つぶやいた。

　そう。溶岩は熱を奪われ、冷えれば冷える程に流動性を失う。

　では……

「出来るか……？」

　微かすかな不安を感じつつも省吾――〈イコノクラスト〉は天を仰ぎ見た。

　先程は大地に押しつけた両の掌てのひらを、今度は天に掲げる。

　その拳こぶしに再び聖光が宿った。

　聖光はやはり朧おぼろな白色ではあったが――若干青みを帯びていたのは、省吾の脳裏に描かれたイメージによる影響かもしれない。

「来い――…………」

　天に祈りを捧ささげるか様な体勢をとる〈イコノクラスト〉。

　その中で省吾は――吼ほえた。

「…………来いッ!!」

　〈イコノクラスト〉の両手から迸ほとばしる光が雨雲に突き刺さる。

　次の瞬間、雨雲は――まるで刃物で抉えぐられた生き物の如く、大きく蠢しゆん動どうし、そして血を迸ほとばしらせるかの様に大量の雨を地面にぶちまけ始めた。

　いや――違う。

　雨ではない。

　それらは天から落下している最中に氷結していた。白く凍った氷の粒が大量に――先の雨よりも更に激しく、落下してきては溶岩に叩たたき付けられる。一層激しく水蒸気が立ち上り、急速な冷却による密度差があちらこちらで岩に亀き裂れつを走らせる。弾はじける水蒸気と、軋きしむ溶岩――それはまるで溶岩流の断末魔の様であった。

　元より雨を降らせたのは〈イコノクラスト〉の力ではない。

　もし晴天時であったなら――果たしてこの溶岩流を冷やしきれていたかどうか。

　そう思えばこのじめじめと暗雲から降り注ぐ雨も、恵みの雨と言えるかもしれない。

（いや――）

　省吾は皮肉げに笑った。

　恵みの雨？　恵む？　誰だれが？

　とっくに神は死んだこの大地で。

「大地が……鎮まられたなり」

　ふと傍らから――トリファスキアータの呟つぶやきが聞こえた。

「鎮まった……か」

　省吾は意識を〈イコノクラスト〉の感覚から引き剥はがす。

　以前は感覚同調か何から、全て姫ひめ巫み女この支援下で行っていたものだが、最近はここらの作業も自分で行える様になった。

　気が付くと全身が汗ばんで衣装がぐっしょりと濡ぬれている。

「あ……ああ、ごめんよ、トリファ」

　言って省吾はトリファスキアータを自分の身体から離した。

「……？」

　トリファスキアータは首を傾かしげる。

　省吾としては、全身汗まみれの自分にしがみついていたのだから、トリファスキアータの側からしてみれば、さぞべたべたして気持ち悪い感じを味わっていたのではないかと思った訳だが……彼女は全く気にした様子が無い。

「もう……喋しやべっても良いでするか？」

「ああ」

　苦笑して頷うなずく省吾。

　そこへ――

『ショウゴ様、お見事で御座いました』

　メリニの声が割り込んできた。

「いや。俺おれ一人じゃ確実に負けていた。メリニ達のお陰だよ」

　実際メリニ達の応急手当て――いや『調整』が無ければ〈イコノクラスト〉は本来の力の一割も発揮できなかっただろう。

「ありがとう――メリニ、ペルテア、アフィニエ、ハーチェッタ、セネカ、みんな、ありがとう」

　感慨を込めて省吾は言う。

　すると……

『……れしゅう……ます』

「え？　何？　――メリニ？」

　メリニの声が急にくぐもって聞こえた。

「雨のせい、かな？　良く聞こえな――」

『そうでは――そうでは御座いません、ショウゴ様』

　確かに、今度はきちんと余すところ無くメリニの声を聞き取れた。

　その声の震えまではっきりと。

「メリニ……ひょっとして、泣いてる？」

『あ……はい……お恥ずかしながら……』

　通信機の向こうで、はにかんでいる彼女の姿が想像できるかの様な声だった。

『嬉うれしゅう御座います。ショウゴ様が約束を違たがえず戻ってきてくださった――ショウゴ様のお声を聞かせていただけた……それが、メリニにはただ嬉しゅう御座います……』

「あ……うん」

　少し赤面して省吾は言った。

　省吾とメリニの仲は誰だれもが知っていようし、何度も身体も重ねているが――やはりこう真まっ直すぐに思慕の情を突き付けられると、省吾としても恥ずかしさが先に立つ。恐らくこの会話は〈レネゲイド〉の殆ほとんどの人間が聞いているであろうし。

『ほら――メリニ』

　通信機の向こうでメリニに語り掛ける声が在る。

　ペルテアの声だ。

　インペラス家の飛行船は『血族』に奪われたので、ペルテアは〈イコノクラスト〉遠隔支援の設備一式と共に〈フルヴァス〉に乗り込んでいるのだろう。

『泣いてばかりじゃショウゴ様に笑われるわよ』

『…………ペルテア』

　メリニは――何ど処こか拗すねた様な口調で言った。

『貴女だって泣いてるじゃないの』

『あっ……ちょ……それはっ！』

　慌てるペルテアの声もそのまま通信機が伝えてくる。

　ばたばたと何やら争う様な音がしばらく聞こえていたが、やがて妙に低く抑えられたペルテアの声が締めくくる様に言った。

『その、あの、ショウゴ様が無事で、良かったです』

「…………」

　恥ずかしがるペルテアの様子を想像するだけで省吾は思わず笑ってしまう。

　それがやはり向こうにも伝わったのだろう。

『あ、その、ショウゴ様？　わ――笑ってらっしゃいます？』

「いや――」

　笑みを優しい微笑に切り替えて省吾は言った。

「とにかく、俺おれは無事だよ。心配かけて、ごめん」

『――ショウゴ様』

　セネカが静かに尋ねてくる。

『我等はこのまま〈イコノクラスト〉を回収――『聖せい廟びよう』に帰還する予定です。よろしゅうございますか？』

　それはつまり……省吾にまた〈レネゲイド〉の庇ひ護ご下に入る意志が在るのかという問いだ。『血族』の襲撃の際、省吾が『すぐに戻る』と言い置いた事から、あるいは〈レネゲイド〉側では省吾に離反の意志が在ると考えているのかもしれない。

　だが……



    

  
    
      



    

  
    
      「うん。頼んだ」

　省吾は言った。

　どうせ〈レネゲイド〉と敵対して〈イコノクラスト〉を運用する事は出来ないのだ。ならば可能な選択肢の中で最も自分の目的に沿ったものを選ぶのみ。〈レネゲイド〉の庇ひ護ご下に戻る事に省吾としては異論は無かった。

「あと――ハーチェッタ。ちょっと帰ったら話がある」

『え？　わ――私ですか？』

　まさかいきなり指名されると思っていなかったのだろう。ハーチェッタが裏返った声で応じてくる。その気の強そうな容姿とは裏腹に、こういう可愛かわいい部分がマブロ家の姫ひめ巫み女こにはある。

「というか聞きたい事なんだけどね」

『はい、わ、私でよろしければ』

『ショウゴ様、ショウゴ様――』

　更にアフィニエが会話に割って入ってくる。

『御覧ください、トロパンカの街を』

「――あ」

　省吾は促されるままに再び一部の感覚を〈イコノクラスト〉に繋つなげる。

　途端――



　――おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!!



　先まず認識したのは音。

　それは――声の集合だった。トロパンカの街の人々が発する歓喜の叫びだ。

　次に認識したのは光景。

　トロパンカの街の人々が、通りに満ちている。彼等は拳こぶしを突き上げ、あるいは涙を流して〈イコノクラスト〉を見つめている。いちいち一人一人を拡大して見る必要は無い。誰だれの顔も喜悦に輝いていた。絶望という名の深く冷たい淵ふちに一度叩たたき込まれたが故に、そこから救い出された彼等の顔には、落差から生まれる大きな喜びが充ち満ちていた。

　轟とどろく様な大歓声が〈イコノクラスト〉を包む。

　男が。女が。老人が。子供が。詳細の区別無く生き残った人々は街を救った鋼の鉄巨人にあらん限りの賞賛を投げ掛けていた。

「俺おれは――」

　省吾は呟つぶやいた。

　後半は――胸の奥で。

（――英雄だ）

　のぼせ上がった気持ちから出た言葉ではない。

　それはこの世界において自分だけに与えられた強大な『力』と、その『力』を持つが故に背負わされた重責を改めて確認する為に出た言葉だった。



　　　

「それは――いずれも得策とは言えんな」

　バルド・コードランの言葉にパルマスとタイロイドは渋い表情を作った。

　だが異を言葉にして唱える事は無い。議長たるバルドが次に続けるべき台詞せりふを待っている。それを待たずに迂う闊かつな事を言えば――それこそ周りから揚げ足を取られるという程度の事は、この二人にも分かっている様だった。

　場所はやはり五氏族専用議事室である。

「まず処刑するのはあまりにも感情的に過ぎる」

　バルドが言ってパルマスを見据える。

　ルースポリテ家の長は気け圧おされたかの様に身を強こわ張ばらせた。

「マブロ卿きようの仰る通り、あの娘は貴重な存在だ。『血族』の情報を得る事は勿もち論ろん、生かしておいて『聖体』生産装置として使う事も出来る。神のそれよりは程度は劣るだろうが、量さえあればこれを補えるだろう」

　バルド達が協議しているのはショウゴ・カシバの連れ帰った『血族』の娘――トリファスキアータの処遇についてだ。

　ろくに意見を交わす間も持たずに、パルマスは『処刑』を提案し、タイロイドは研究の為の実験材料として彼女を欲しがった。それぞれの性格や立場を考えれば別に不思議な意見ではない。むしろ当然とも言えただろう。

　だがバルドはこれを一いつ蹴しゆうしたのである。

「また……研究といっても解剖や過剰な負担をあの娘に掛ける様なものは慎むべきだろう。それで死なれては『聖体』生産装置として意味を成さぬし――何より救世主殿の機嫌を著しく損ねる」

「しかし――現に『血族』の襲撃のお陰で、何名もの死傷者が出ております」

　パルマスは言った。

「これを報復もせず放置しては〈レネゲイド〉全体の志気に影響を及ぼしますぞ」

「その点については確かに同感だが」

　バルドはちらりとゼブロンの方を見て言った。

「最も痛手を被こうむったインペラス卿が黙っておられる以上、我々が文句を言う筋合いでもあるまい」

「それは――」

　忌々しげにパルマスはゼブロンを睨にらむ。だが巌いわおの様なインペラス家の長は、ただ静かにパルマスの視線を受け止めるのみだった。

　そう。『血族』の襲撃で出た死傷者はインペラス家所有の〈エデニート〉の乗員達ばかりだ。それはつまり死傷者は全てインペラス家の手の者であって、マブロ家やルースポリテ家の者ではない。確かにゼブロンが沈黙している以上、『復ふく讐しゆう』を声高に主張する権利はパルマスには無いし、主張しても無様なだけだ。

「――聞けば」

　ゼブロンが口を開いた。

「その娘は先の襲撃には荷担しておらず、戦闘要員にもあらず、単なる『血族』の一人であるというだけ……ならば処刑をするのはあまりに理不尽」

「り――理不尽と言われたかインペラス卿きよう」

「罪人の係累という理由だけで罰する――幼稚で野蛮な発想だ」

「くっ……」

　さすがにパルマスが言葉に詰まる。

　それは『五人の罪人』の係累というだけで俗世間から弾圧を受け、秘密結社として結束せねば生きていけなかった〈レネゲイド〉関係者には頷うなずくしかない理屈であった。

「しかし……『血族』が無害を装って送り込んだ間かん諜ちよう、あるいは破壊工作員という可能性もありますが？」

　と意見を述べるのはタイロイドである。

「その可能性は確かにあるが」

　バルドはタイロイドを振り返る。

「あくまで救世主殿の手元に置いておくのであれば、さしたる害にはならんだろう。姫ひめ巫み女こ達に監視させる事も出来る」

「ではショウゴ・カシバが『血族』の側についているという可能性は？　その場合は十分に――」

「マブロ卿」

　たしなめる――否、あやす様な口調で言ってきたのはネロである。

「救世主殿は二度の失しつ踪そうにもかかわらず、きちんと二度とも我々の元に帰還しておられる。そろそろ彼を信じても良いとは思うのですが？」

「それは人質が居るからだろう」

　とパルマスが言う。

　そう。〈レネゲイド〉はショウゴ・カシバと同じくこのソロンに引きずり込まれた彼の従姉妹いとこ――カリン・テシガワラを握っている。だからこそショウゴ・カシバは〈レネゲイド〉に背けない。少なくとも表立っては――

「ええ、その通りです」

　ネロは満足げに頷うなずいて見せた。

「ですから彼は『血族』の側につく事が出来ない。そもそも人質の効力が無くなるという可能性も在りますが――」

　例えばショウゴ・カシバがカリン・テシガワラを見捨てた場合。

　だがそれならば、わざわざ〈レネゲイド〉の元に戻ってくる意味が無い。少なくとも無いと彼等は考える。まさかショウゴ・カシバが真実に救世主としての自覚を持っているが故にこそ〈レネゲイド〉に戻ってきたのだとは、考えもしない。

　ゼブロン・インペラスを除いては。

　何にせよ――

「監視を怠らなければ問題はないと思われますが」

「そういう事だな」

　バルドがまとめる。

　権勢の強弱はあれど五氏族会議は多数決の合議制――バルド、ネロ、そしてゼブロンが反対しているのにパルマスやタイロイドに強行する権能は無い。

「彼女は『屋敷』にて姫ひめ巫み女こ達と共同生活させる事とする」

　それからバルドは視線で「異論」の有り無しを一同に問い掛けた。ネロは微笑を浮かべたまま無言。ゼブロンも無表情のまま無言。パルマスとタイロイドが依然苦々しげに表情を歪ゆがめてはいるが――やはり異論の言葉を発する事は無かった。

　こうして、トリファスキアータの処遇が決まった。

「では次に――」

　いつまでも同じ議題にこだわって蒸し返している程、五氏族の長達は暇ではない。

　彼等の話の焦点はトロパンカの街に出現した『代行者パニツシヤー』に移っていった。

「それにしても、今回も、とは。奴等はいつまで繰り返すつもりであるのか」

　パルマスが忌々しげにそう言う。

　出現。威嚇。もしくは挑発。そして撤退。

『代行者』の行動がここ数回、その繰り返しになっている事は勿もち論ろん、バルド達も気付いていた。

「ふむ。しかし、ことによるとですぞ」

　パルマスの言葉を受け、タイロイドが何かを思い付いた様にそれらしく声を顰ひそめた。

「我々は『代行者』が〈イコノクラスト〉に対する民衆の期待感を煽あおっていると推測しているが、実は本当に〈イコノクラスト〉に対抗しうる手段を導き出せていないとは考えられまいか。無論、可能性としては低いかもしれぬが……」

「いえ、可能性は大いに論じ合うべきで御座いましょう」

　ネロは薄笑いを浮かべながら言った。

　だが……『代行者パニツシヤー』はあまりに人間の視点から見れば異質であり、その思考は謎なぞそのものだ。そしてそれを理解するにはあまりに情報が少ない。その目的が人間を苦しめる事にあるのは間違いが無いが、その為だけに生み出された自存型高密度呪じゆ詛そは、人間の発想を大きく上回る奇怪な行動に出る可能性が在った。

　結局、『代行者』については様子見――という以上の結論を引き出せなかった。

　そして……

「皆に――報告が在る」

　交わされる言葉と言葉の間の僅わずかな静寂を縫って、バルドは低い声で切り出した。

　他ほかの四人の視線がコードラン家の長に集中する。

　十分に注目が集まるのを待ってバルドは言った。

「私はコードラン家の家長の権限により、本日をもってメリニを姫ひめ巫み女この任より解く」

「…………」

　その言葉に応じたのは――先まず唖あ然ぜんたる空気を含んだ沈黙であった。

　続いてそれが各人に染み渡り、それぞれの反応を引き出す。

　ゼブロンは眉まゆ一つ動かさなかった。だがパルマスとタイロイドの表情は驚きょう愕がくから疑問へ、そして更にじわじわと喜悦へと移行していった。ネロはいつもの様に微笑を浮かべているだけだが――やや面白がる様に小さく首を傾かしげている。

『救世主の寵ちよう愛あいを巡る競争が此こ処こに来て振り出しに戻るのかもしれない』――これは誰だれもが考えた事だろう。ショウゴ・カシバが唯一手を付けたメリニ。そしてその親友でありゼブロンの後見人就任に口をきいたであろうペルテア。この二人に他の三家の姫巫女は一歩遅れている様な印象が在った。

　だがメリニが任を解かれるとなるとまた状況が変わる。

　ただ――

「――何なに故ゆえに？」

　ネロがそう尋ねてくるのは当然だ。

　わざわざ先頭を走っていたバルドが競争のやり直しを提案する様なものだからだ。不都合はあってもコードラン家に有利になる要素は何も無い。

　だが――

「少々不始末が目立つのでな」

　バルドは微苦笑を浮かべて言った。

「二度にわたる救世主失しつ踪そうの責任を取らせる事にした。信賞必罰は形けい骸がい化すれば意味を失う。ここらで謹慎以外の処置をしてみせる事は必要だろう。筆頭姫ひめ巫み女ことしては当然の事と考える」

「それはそれは」

　と頷うなずくパルマスとタイロイドだが――やや彼等の笑みはぎこちないものになっていた。失敗の責任を問われるならばハーチェッタやセネカも同罪である。勿もち論ろん、最もそれを問われるのは姫巫女達の中でも警備の責任者たるペルテアなのだが……『筆頭姫巫女として責任を問う』とバルド自らが言う以上、ゼブロンやネロに異論を差し挟む余地は無い。

　勿論……寵ちょう姫ひたるメリニ・コードランを姫巫女から外せばショウゴ・カシバの不興を買う可能性も在る。だがわざわざ『血族』の『園ガーデン』からトリファスキアータを連れ帰った事、そして彼女を殊更に庇かばおうとするショウゴ・カシバの態度から、族長達はメリニが既に救世主の寵ちよう愛あいを失いつつあるのではないかとも考えていた。

　故に――

「異論は？」

　バルドの確認に応じるのは沈黙のみだ。

「では次の議題を――」

　コードラン家の長は静かにそう宣言した。



　　　

　族長達の反応は……むしろ省吾にとって拍子抜けするものだった。

「トリファスキアータさんにはカリン様のお部屋をあてがわせて頂きました。差し当たりのお世話はセネカが申し出てくれて――」

　そう告げるのはメリニである。

　トリファスキアータ。

　擬ぎ神しん杖じよう無くして奇き蹟せき術を扱える『血族』の少女。いびつな価値観の元で育った彼女を不ふ憫びんに思う余り、省吾は彼女を連れて〈レネゲイド〉に帰還した訳だが――〈レネゲイド〉が彼女の素性を知れば黙ってはいまいと省吾は考えていた。

　かといってトリファスキアータに自分の素性を隠し通せるとも思えない。良くも悪くも純真無む垢くな彼女に他人を欺く様な真似が出来る筈はずも無い。まして『血族』ばかりが暮らす『園』で育ったトリファスキアータは、至極当たり前の様に奇蹟術を使う。いくら隠してもついうっかり奇蹟術を使ってしまえば、その瞬間に彼女が『血族』に連なる者だとばれてしまうだろう。

　だからこそ省吾はトリファスキアータの出自を隠さず、代わりに〈レネゲイド〉の族長達に対し先まず最初に主張した――彼女を自分の側そばに置いておきたいと。

「とりあえず……ほっとしたよ」

　仄ほのかに汗ばんだメリニの細い肩を抱き寄せながら、省吾は安あん堵どの声を洩もらした。

　此こ処こは『屋敷』内――省吾の部屋である。

　月明かりの無い夜ではあるが、特に明かりを灯ともしてはいない。

　室内はほぼ闇やみに占められていて視線が通るのはごく身の回りだけだった。具体的には省吾の視界の中で今見えているのは――すぐ側そばに在るメリニの顔のみだ。第一位の姫ひめ巫み女この整った顔は、情事の名残に未まだほんのりと火ほ照てりを帯びていた。

　本来ならば先まず語らねばならぬ諸もろ々もろの事がお互いに在った筈はずだ。

　だが、ハーチェッタに簡単な奇き蹟せき術関連の質問をし、その後、姫巫女達との久々の食事を終え、入浴を済ませ、懐かしささえ覚える『屋敷』内の自室に戻り……其そ処こに一人待っていたメリニの姿を見ると、もう省吾は自分の中に渦巻く欲求を我慢できなくなった。

　恐らくはメリニも同じであったのだろう。

　どちらからともなく抱き合ってベッドに倒れ込み……常に無い激しさで省吾とメリニは互いを求め合った。何もかもがもどかしかった。引き裂くようにして服を脱ぎ、何度も何度も口付けをし、荒々しく愛あい撫ぶを繰り返し――そしてメリニの中で省吾は達した。

　その後ようやく……メリニが荒い息の合間から、暫定的ながらもトリファスキアータの処遇が決まった事を省吾に告げてきたのだ。

「ショウゴ様。彼女とはどういった経緯で……？」

「あー……ああ」

　省吾は頬ほおを掻かく。

　さて何ど処こから話したものか。

　いや。その前に――

「念のために言っておくけど……」

「はい」

「……その……別にトリファとは何でもないっていうか……つまり、その、浮気はしてないからね？」

「…………」

　メリニは一瞬きょとんとした表情を浮かべて省吾を見る。

　そして――

「はい。勿もち論ろん――信じております」

「あ。そ……そう？」

　ほっとした様な。拍子抜けした様な。

　まるで浮気した夫の下手な言い訳みたいだがメリニはまるで気にしていない様だった。

　まあ元々交代で省吾に抱かれる事も覚悟していた姫巫女達である。メリニとしても省吾を独占しようという気はあまり無いのかもしれない。

　それはそれで省吾としては少々寂しい気もしたが。

「ところでメリニは眠くない？　トリファや『血族』の話は……きちんと話せば結構長くなるけれど……」

　メリニの口調には何ど処こか気怠さが滲にじんでいる。お互いが求め合った結果とはいえ、激しい情事の後ではさすがに疲労も溜たまるだろう。無理に話を急ぐ必要は無い――そう思った省吾であったが。

「構いません。どうぞお聞かせ下さいませ、ショウゴ様」

　暗くら闇やみの中で――大きな碧へき眼がんが真しん摯しな光を湛たたえて省吾の顔を覗のぞき込んでいる。

「分かった」

　微苦笑して省吾は頷うなずく。

　そしてメリニに腕枕をしながら彼は『園ガーデン』で見聞きしてきた事を語って聞かせた。

　ゆっくりと――まるで幼子に御お伽とぎ噺ばなしを聞かせるかの様に。

『神の血統』たる『血族』。

　彼等の暮らす『園』の存在と、その異常な社会。

　彼等と結託するレオンとアンジェリット。

『血族』の〈長〉タニエアータ。

　彼女によって聞かされた『神』の正体。

『神の母胎』たるトリファスキアータ。

　…………

　話すうちに、瞼まぶたの裏に情景や人の顔などが思い浮かんだ。

　そして――

「俺おれの身体にも『神』の血が流れてるらしいんだ」

「…………」

　メリニは無言。

　その沈黙が恐ろしくて省吾は必要以上に言葉を重ねた。

『つまり――俺も『血族』と同じ『神の末まつ裔えい』なんだよね」

　ソロンにおいて――特に〈レネゲイド〉の者達にとって『神』とは怪物の同義語だ。　　その血が自分に流れている。

　この事実をメリニはどう受け止めるのか……

「…………」

　耳が痛い程の沈黙が満ちる。

　息を顰ひそめて省吾はメリニの反応を待った。

　だが……少女はやはり無言のままだ。

　恐怖と嫌悪から絶句している様にも思えるし、単に省吾の次の言葉を待って耳をそばだてているだけの様にも思える。意味の見えない静寂が省吾の上に重くのしかかった。

　やがて……

「――メリニ」

　耐えきれなくなって省吾は傍らの少女に声を掛ける。

「それでも俺おれを……これからも受け入れてくれるか？」

「はい」

　メリニの答えはこの上も無く簡潔だった。

「勿もち論ろんです」

　メリニは微笑する。

　彼女の貌かおには恐怖も嫌悪も無い。ただ優しく淡い笑みが浮かんでいるだけだ。

「ショウゴ様はショウゴ様です。私にとって重要な事は、ただそれだけです」

　きっぱりとメリニはそう言い切る。

　省吾は――安あん堵どの溜ため息いきを長々とついた。

「……メリニ」

「はいショウゴさ――あっ……」

　改めて省吾はメリニを抱き寄せ彼女の上に覆い被かぶさる。

　溢あふれてくる愛いとおしさで居ても立ってもいられない。彼女のうなじに口付けをして白い身体がわななくのを感じながら――省吾は熱い息を吐いた。



　　　

　部屋の中で独り座りながらトリファスキアータは待っていた。

　この『血族』の少女に自主性は無い。

　常に命じられる事を、求められる事を、こなす事で彼女は存在を許されてきた。故に自発的に何かの行動に出る事は無く――しかしそれ故に受動に徹した彼女は周囲の状況にはひどく敏感な処ところが在った。

　眼は見えないトリファスキアータであるが、それだけに他ほかの四感は異様な程に発達している。また生まれた時から備わり、適度な教育を受けた事で半ば自分の四肢を使うのと同じ感覚で扱える奇き蹟せき術が彼女の知覚を支援する。

　故に――彼女にはこの屋敷の出来事が手に取る様に分かる。

　勿論ただ分かるだけであって、その事に然さしたる感想を彼女は持たない。ただ全てを事実として受け入れて――その中に自分に対して向けられた他者の欲求や命令が無いかを淡々と待つばかりである。

　例えば階下で動き回る姫ひめ巫み女こ達。

　足音や歩調や呼吸の調子から――壁越しに伝わってくる微細極まりない諸もろ々もろの震動から、それが誰だれなのかまで彼女は把握する事が出来る。今、炊事場で食器を片付けているのはハーチェッタ。風呂に入っているのはペルテア。部屋で眠っているのはアフィニエ。監視装置の点検と調整をしているのはセネカ。

　そして――

「…………ショウゴ様」

　隣の部屋に省吾と居るのはメリニ。

　勿もち論ろん……床を経て伝わる階下の音から詳細をも察知可能なトリファスキアータである。隣の部屋で何が行われているのかも当然ながら分かる。

　ショウゴとメリニの押し殺した喘あえぎ声や僅わずかに軋きしむ寝台の音。

　それが何を意味するのか――当然ながら『太母グレートマザー』候補者であり『血族』の姫であるトリファスキアータには明白だ。

　だがここで嫉しつ妬とや羨せん望ぼうを感じる事はトリファスキアータには無い。

　むしろきちんと省吾に性的交渉能力が在った事に安あん堵どさえしている。良くも悪くも彼女にとって異性とは『神』を産むための協力者に過ぎない。男性機能さえまともなら彼女が省吾に望む事は他ほかに存在しない。そして省吾が明日か、明後日か、その内に自分をメリニと同様に抱くものだとまるで疑わない。貞操観念そのものが無いのだ。省吾が他の娘を抱く事に躊躇ためらいを覚える理由についてトリファスキアータには想像もつかない。

　故に……

「…………」

　姫巫女達の自分に向けてきた視線の意味も彼女にはよく分からない。

『救世主ショウゴ・カシバが連れ帰り自分の手元に置く事を希望した少女』――そんな立場が以前より省吾の側そばに侍はべり、曲がりなりにも彼の寵ちよう愛あいを受ける事を競ってきた娘達の眼にどう映るのか、想像も出来ない。

　そういう意味では、驚く程にトリファスキアータは鈍感な娘ではあった。

　逆に言えば、しかしその他者の感情に対する鈍感さが彼女を救っているとも言える。

　姫巫女達は元より――〈レネゲイド〉の人間達は決して彼女を良く思っていない。

　そもそも秘密結社に限らず、組織というものは共通の敵を得て結束を固める事が多い。実際的な被害が出ていれば尚なお更さらだ。その意味で『血族』であるトリファスキアータは実に適切な『敵』の象徴ではあった。

　省吾の意向を尊重する形で、とりあえず姫巫女と同等の扱いを受けてはいるが、少しでも他者の悪意や敵意に敏感な者ならば、此こ処こが『敵地』のど真ん中である事は嫌でも意識せざるを得ないだろう。

　だが……

「……？」

　ふとトリファスキアータの表情が揺れる。

　他者の感情には鈍感な彼女でも――他者の状態には敏感だ。

　誰だれかが争っていればそれと分かる。それがどれだけ静かに行われようともトリファスキアータの四感を全て欺ききる事は出来ない。

　そう。

　屋敷の何ど処こかで誰かが何か争っている。

　激しい立ち回りを演じている訳ではない。ただ何か興奮状態に在る者達が数名居て――その上で何事か強く、しかし押さえた口調で言い争っているのだ。

　やがて……それは終息した。

　代わりに聞こえてきたのは押し殺した嗚お咽えつだ。

　誰かが泣いている。

　その事をトリファスキアータは認識する。

　だが認識するだけだ。その泣いている誰かに感情移入する事は無い。省吾以外の人間の感情がどうあろうとトリファスキアータに興味は無い。泣いていようが喚わめいていようが自分と省吾の関係性に関与しなければ関心の埒らち外がいだ。

　故にトリファスキアータは何もせずにただ待つ。

　待ち続ける――自分が何を待っているのかさえ意識する事無く。



　　　

　久しぶりの熟睡だった事もあるのだろう。

　目を覚ますと既に時刻は昼近くに達していた。鎧よろい戸どの隙すき間まから白い陽光が幾筋も差し込んでおり――帯状の光の中で微かすかな塵ちりがゆるゆると舞っているのが見えた。

「………んん……」

　寝ね惚ぼけ眼のまま省吾は腕に力を込める。

　だが――腕は虚むなしく空を掻かいた。彼の抱き寄せようとしたメリニは――彼の腕枕で眠っていた筈はずの姫ひめ巫み女この姿は既に寝台の上に無い。眼を瞬まばたかせて薄暗い部屋を見渡してみたが、メリニの姿はやはり見る事が出来なかった。

「メリニ……？」

　省吾が寝坊している間に部屋を出たのだろうか。

　在りそうな話ではある。姫巫女達はこの屋敷の生活を取り仕切っており、五人がそれぞれ分担を決めこれを順番に回してこなしている。それは寵ちょう姫ひたるメリニも例外ではなく、彼女には彼女の分担する仕事が今日もある筈はずであった。

「俺おれもいつまでも寝坊している訳にはいかないよな」

　苦笑を浮かべて身を起こす省吾。

　メリニや他ほかの姫ひめ巫み女こ達が彼を起こさなかったのは、気を使っての事なのだろう。あるいは起こされたのに省吾が気付かなかったという可能性もある。それだけ『園ガーデン』での緊張が出たのだろう。

　そんな事を考えていると――

「――ショウゴ様」

　扉を叩たたく音と共に彼を呼ぶ声がする。

　ペルテアの声だ。

　だが――

「…………？」

　何か違和感が在る。

　ペルテアの声である事には間違いが無い。扉越しでもその程度は断言できる。だが――それこそ扉越しであるからか彼女の声はいつもとやや調子が違って聞こえた。何がどう違うとは咄とつ嗟さに言えないのだが。

「起きておられますか？　ショウゴ様――」

「ああ。ごめん、今起きた処ところ」

　と扉越しに告げてから省吾は慌てた。

　自分が全裸なのを思い出したからだ。

「あ――いや、ちょっと待って」

　省吾は慌てて寝台脇わきに脱ぎ捨てた下着に手を伸ばす。だが――『待て』の言葉が届かなかったのか、ペルテアにそれとも待つ気がそもそも無かったのか、彼が服を拾い上げるよりも早く扉が開いた。

「ちょっ――」

　顔色を変えて毛布で下半身を隠す省吾。

「…………」

　戸口に立っていたのはやはりペルテアである。

　長い黒髪と凛りんとした物腰が印象のインペラス家姫巫女。メリニの親友でもあり省吾としてもメリニの次に信頼しているのがこの武門の出の姫巫女であった。更に言えば省吾の武術の師匠でもある。

　しかし――

「……ショウゴ様」

　それは闊かつ達たつなペルテアらしからぬ蚊の鳴く様な声であった。

　明らかに何か在ったのだろう。省吾の許しも得ずに部屋に入ってくるのは――恐らく、そうした事に気を回す余裕が無いからだ。省吾に歩み寄る彼女の表情は何ど処こか虚うつろで、何か重大な喪失を連想させた。

　ペルテアがここまで意気消沈するのは尋常でない。

「……ペルテア？」

　寝台の脇わきまで歩み寄った彼女は省吾の声に立ち止まり、そこで彼を見つめる。

　やはりその表情はひどく憔しよう悴すいしていて、いつもの彼女とは明らかに異なる。武人としての教育を受けて育った彼女らしく、唇は一文字に結ばれていたが、凛りんと振る舞おうとするその姿が、苦難に耐える姿勢をよりはっきりと浮かび上がらせ――省吾から見れば逆に痛々しい印象を受けた。

「どうしたの？　何か在ったの？」

　ゆっくりと諭す様に尋ねてみる。

　今のペルテアは女武術家でも、インペラス家の姫ひめ巫み女こでもなく、歳とし相応の――未まだ幼さすら引きずる少女にしか見えなかったからだ。丁寧に優しく扱わなければ何かが壊れてしまいそうな印象すらあった。

「…………」

　ペルテアは無言。

　省吾の中で嫌な予感が高まっていく。

「ペルテア？」

　そっと両手を伸ばして彼女の両肩に触れる。

　一瞬、びくりと身を震わせ――そしてようやく意を決した様子でインペラス家の姫巫女は顔を上げて省吾の眼を覗のぞき込んだ。

「ショウゴ様」

　震える唇がひどく唐突な事実を告げる。

「メリニが――姫巫女の任を解かれました」



　　　

　まるで何かの亀き裂れつの様に細々と荒野を走る街道。

　その脇に築かれた小さな街――そこにレオン達は逗とう留りゆうしていた。宿はただ一軒のみで主人はひたすら愛想が悪いが、こんな僻へき地ちでは宿泊施設が在るだけでもマシというものではあった。野宿にも馴なれたレオン達にとって特に不満は無い。

「…………」

　部屋の隅の寝台に身を横たえ、無ぶ精しよう髭ひげの生えた顎あごを半ば無意識にさすりながら――彼は先日『園ガーデン』で聞いたショウゴ・カシバの言葉を思い出していた。

『怖いから見捨てておけない』

『人間が人間として生きていけない世界なんて我慢出来ない』

　綺き麗れい事ごとだ。

　その言葉に今更、感じ入って考え方を変える程、レオンは子供ではない。

　だが……

「『救世主』――か。本来の意味での」

　レオン・ササハラ・スプリングフィールド。

　省吾から遡さかのぼって二代前の『救世主』だった青年。彼も『神殺し』の末まつ裔えいたる〈レネゲイド〉によってソロンに召喚され、対『代行者パニツシヤー』用兵器にして超巨大擬神機である〈イコノクラスト〉への搭乗を強制された者の一人であった。つまり――『近い』『遠い』の違いはあれど、省吾と同じくその身に流れる『神』の血に引かれた者であるのだ。

　レオンが召喚された当初、〈イコノクラスト〉製作はまだまだ調整段階であった。

　調整なぞと言っても、言い方を換えれば人体実験である。その危険性は重大なものであり、しかしそれを誰だれよりも早く見抜いた姫ひめ巫み女この一人――アンジェリット・ルースポリテの協力もあって、レオンは餌え食じきにならずに済んだ。

　アンジェリット――省吾同様、五氏族それぞれが用意した五人の姫巫女がレオンにも侍はべらされたのだが、彼女もその内の一人であった。

　そして唯一、レオンが己を許した女性である。

　レオンは〈レネゲイド〉を脱走した。

　アンジェリットと共に。

　二人の平穏を求めて。

　そうして――今なお平穏を追い求め、歩き続けている。巨大擬ぎ神しん杖じようでもある〈イコノクラスト〉を奪い、元の世界への帰還を果たすべく、機会を窺うかがいながら二人でソロンの世界を渡り歩いているのである。

　送還奇き蹟せき術に必要な莫ばく大だいな奇蹟量は、『聖遺物』を内蔵した〈イコノクラスト〉を用いなければ得られない。しかし当の巨大擬神機は現在、第四代救世主向けに調整が施されており、故に彼の協力無くしてレオン達の計画実行は不可能なのである。

　第四代救世主――香か芝しば省しよう吾ご。

　彼とは『園』において初めて対面した。

〈イコノクラスト〉を強奪した『血族』から再びそれを取り戻した瞬間でもある、あの対面の時――香芝省吾さえその気になれば、今いま頃ごろ、元の世界に戻っていたかもしれない。

　だが、彼はレオンの誘いを拒んだ。

　銃口を額に突きつけられてさえ、真まっ直すぐな眼差しで拒んだ。

　それは覚悟を決めた人間の眼だった。

「まあ愚かではあるが――」

　同じ『救世主』でもレオンとは違う。

　それこそ真逆と言っても良い位に――

「愚か者にしか出来ない事は、在る」

　偉業を為すのは大抵がそうした覚悟を決めた愚か者だ。

　小こ賢ざかしい人間に冒険は出来ない。筋金入りの理想家や夢想家だけが狂気にも似た偉業を成し遂げる事が出来る。勿もち論ろんそれは結果論であって――殆ほとんどの愚か者は愚か者のまま己の夢に呑のまれて消えるが。

「彼――」

　耳元で声がする。

「人質が居る……そう言ってましたね」

「起こしちまったか？」

「いえ……既に昼も近いですし」

　苦笑するレオンの傍らに身を横たえながらアンジェリットが微笑ほほえむ。

　この沈着冷静を絵に描いた様な娘が、こんな風に笑う事が出来ると知っているのはレオンだけである。だから彼女の笑顔を堪たん能のうするのも彼だけの特権であった。

　既に目覚めの挨あい拶さつとして習慣化した口付けをかわす。

　そのままレオンは話を戻した。

「従姉妹いとこだったか。だがまあそれだけじゃないだろうな」

「と――申しますと？」

「恐らく姫ひめ巫み女この誰だれかとデキてるな、あれは」

　苦笑を浮かべてレオンは言う。

「コードラン家のメリニでございましょう」

　アンジェリットは言った。

「姫巫女筆頭。現時点で唯一、ショウゴ・カシバのお手つきとなった姫巫女です。武術、奇き蹟せき術、言語学、心理学その他――他ほかの姫巫女を圧倒する様な抜きんでた才覚は無いとの事ですが、その代わりに目立った欠点も無いとの事です」

「まあそういうバランス型は、むしろ土壇場で脆もろいもんだがな」

　とレオン。

「何にせよショウゴ・カシバを攻略するならそこら辺りが狙ねらい目か」

「はい。私もそう思います」

「――ギブ・アンド・テイク、出来れば何か恩を売っておきたいな」

　レオンは微苦笑を浮かべて言う。

　真面目で理想主義者――ならば恩義には律儀に報いようとするだろう。何らかの形で、それも出来るだけ明確な『貸し』を省吾に対して作っておいてやれば、彼を動かすのは比較的、楽になる筈はずだ。

「ぎぶ……あんど、ていく？」

　アンジェリットが曖あい昧まいに呟つぶやいた。

「『持ちつ持たれつ』――って事だ。分かるか？」

　レオンが言う。

「もちつ……もたれつ？」

　日本語にはそれなりに精通しているアンジェリットだが――さすがに外来語や慣用句的な言い回しまでは知らない。こうした部分はその言語を頻繁に使用する生活圏で無ければ身に付かないものだろう。

「そっちが困った時は助けてやるから、こっちが困った時は助けてくれ、と協定を結んでおく様な考え方だな」

「私とレオン様の様な関係の事……ですか？」

「それとはちょっと違うな」

　苦笑するレオン。

　このアンジェリットという少女もまた〈レネゲイド〉といういびつな価値観の中で育ってきた。知識は人並み外れて持っていても、ごくごく基本的な――人間としては当たり前の感情や概念が綺き麗れいに抜け落ちていたりする事がある。

「ともかく――綺麗事をああも臆おく面めんもなく言ってくる以上、こちらが先に助けてやれば、こっちが助けてくれと頼んだ時に、あの坊やは断りづらい。そんな処ところだ。まあその為にはまずあの坊やが一人ではどうにも出来ない様な、困った事態に遭遇してくれないといけない訳だが」

「――何かあれば連絡が入る筈です」

　アンジェリットが言う。

　そう――省吾には知らせていないし、勿もち論ろん〈レネゲイド〉の者達も知らない筈だが、アンジェリットは〈レネゲイド〉の内部に一人……内通者を持っている。〈レネゲイド〉の動向は基本的にアンジェリットに筒抜けだ。

「それまでは……ゆっくりと待つか」

「――あ」

　覆い被かぶさるレオンの下でアンジェリットが甘やかな声を漏らした。



    

  
    
      
第二章　新姫巫女



　食卓にはいつもの如ごとく料理が並んでいた。

　まるで何も問題はない――とでも言うかの様に。

　だが食欲をくすぐるその香りも、今の省しよう吾ごには、わざとらしく取り繕われたものにしか思えない。常つね日ひ頃ごろと変わらぬ空気を演出する事で、省吾の憤りを取るに足らぬものとして――わざわざ激げつ昂こうする程のものではないとして、やり過ごそうとしているかの様にも見えるのだ。

　勿もち論ろん、今日の当番として食事を用意したハーチェッタにその様な思惑は無かろう。良くも悪くも外見に比して気が弱い処ところの在るマブロ家の姫ひめ巫み女こは、そんな遠回りで陰湿な真似が出来る性格ではない。その事は省吾にも分かっている。だが彼女の背後――姫巫女達の背後に居る五氏族の族長達の思惑がそこに透けて見える気がして、腹立たしい。

「――どういう事だ」

　問う省吾の声も堅い。

　現在――食卓についているのは四人。省吾、ペルテア、アフィニエ、トリファスキアータである。ハーチェッタと、そして作り手であるセネカの姿は無い。これは別に珍しい事ではなく――何かの作業に忙殺されている姫巫女が、食事時に姿を現さない事は今までにも何度か在った。

　勿論、食卓の上にわだかまる不自然な静寂は彼女等の欠席故の事ではない。

　もう一人の欠席者。

　五氏族筆頭たるコードラン家の姫巫女メリニ。

　彼女の突然の解任が、この場の空気をひどく重いものにしているのだ。

　無論――本来ならばメリニの解任による落胆は省吾だけのものである筈はずだった。他ほかの姫巫女達にとってメリニは仲間であると同時に、省吾の寵ちよう愛あいを得るという競争の『敵』でもあった。そして最も省吾の寵愛を得ている――唯一、彼と褥しとねを共にする事を許されているメリニがこの競争から脱落する事は、彼女等にとって喜ばしい事ではある筈だった。

　だが。

　今回の事はあまりにも突然で強引に過ぎた。

　それに――

「私にもさっぱり」

　肩を竦すくめてアフィニエが言った。

　メリニの身柄は殆ほとんど拉ら致ち同然に拘束され、この屋敷から連れ去られた。それはたまたま現場に居合わせたハーチェッタとアフィニエですら止めようの無いものだったという。本来〈レネゲイド〉の人間として省吾の周辺事情を監視し、あるいは干渉する役割を負っていた彼女達にすら、事前の連絡も無かったらしい。

「ですが想像はつきます」

「というと？」

「恐らく先日の――」

　そこでちらりとアフィニエはトリファスキアータの方に視線を投げる。

「『血族』による〈イコノクラスト〉強奪の際の責任を取らされた、と考えるのが順当なんでしょうけれど」

「なっ――なんで!?」

　省吾はがたんと椅い子すを蹴け立たてて立ち上がる。その音と声に驚いたのかトリファスキアータがびくんと身を竦すくませるのが視界の隅に見えたが、彼女に構っている余裕は今の省吾には無かった。

「メリニには何の責任も……！　いやもしあったとしても彼女だけがどうして……？」

「ええ。本来ならばまず責任を取るべきは、現場に居た――」

　ここでアフィニエは視線をペルテアに向けた。

　意地の悪い光を湛たたえた双そう眸ぼうが、俯うつむくインペラス家の姫ひめ巫み女こを捉とらえる。

「ペルテアでしょうね」

「…………」

　ペルテアは反論しない。

　出来ないのだろう――アフィニエの言葉が正しいと認めているのだ。

「あ――いや、でも」

　これではまるで省吾がペルテアを責めた様にも見える。

　省吾は椅子に座り直して呼吸を落ち着かせる。

「ペルテアの責任って訳でもないだろ。あれはどう考えても不可抗力――」

「ええ。ですが既にその前にも一度、我々はショウゴ様を見失っています」

「…………」

　エクノドラス真教会の件だ。

　確かにあの時も姫巫女達は省吾を見失っている。これは省吾が〈レネゲイド〉を忌む余りに、帰りたくないと考えていた事も原因の一つではある。

　つまり省吾にも責任が在ると言えなくもないのだ。

「二度にわたる不始末――何らかの形で責任を取らなければ、内部の志気に関わります。信賞必罰という言葉がニホンにもあると聞いておりますし、この理屈はショウゴ様にも御理解いただけるかと」

「……それは」

　分かる。

　それは分かるが――

「だからどうしてメリニなんだ。メリニ一人なんだ？」

「彼女は第一位――姫ひめ巫み女こ筆頭ですから」

　当然と言った口調でアフィニエは言った。

　そう――姫巫女には順位が在る。

　それは多分にそれぞれの後ろ盾として存在する五氏族族長の権勢を反映してはいるが、建前上はその順位は姫巫女としての適性や能力によるもので、その結果として、五人の姫巫女は、その権能に差別化が図られている。

　例えばペルテアに関して言えば――護衛や対人戦闘時には彼女が他ほかの姫巫女よりも優先して場を仕切る権能が与えられているが、日常の家事や作業、奇き蹟せき術絡みの事に関しては、彼女の発言力は他の姫巫女よりも劣る。

　そして総合的な意味で姫巫女達の頂点に達し、現場を最終的に指揮していたのはメリニなのだ。それ故の『筆頭』の肩書きである。

　つまりそれは責任も他の姫巫女達よりも重いという事になる。



    

  
    
      



    

  
    
      　連帯責任という事で姫ひめ巫み女こ全員を処罰する事も勿もち論ろん可能だが、姫巫女を一気に全員入れ替えると省吾の世話から、〈イコノクラスト〉の操作まで、習熟だの何だのの面で不都合が生じる可能性が高い。

「誰だれか一人責任を取らせて解任――となれば確かにメリニは真っ先にその対象となりますよ。一番長くショウゴ様のおそばに侍はべっていたのも彼女ですし」

　アフィニエの声にやや嫌味っぽい響きが混じるのは、姫巫女としての矜きよう持じからであろうか。

　最も積極的に省吾の寵ちよう愛あいを求めながら――しかし彼女の求愛はいつも空振りだ。結局省吾はメリニを抱き、アフィニエには指一本触れていない。この少女がメリニの様な純粋な思慕を省吾に抱いているとは考えにくいが、同じ女として嫉しつ妬とめいた感情を覚える事は在るのだろう。

　ただ……

（――何だかんだ言ってもアフィニエも動揺してるな）

　意識の片隅でそんな事を省吾は思う。

　オトルチ家の姫巫女――アフィニエ。

　小悪魔的で、姫巫女達の中では最も積極的に省吾の寵愛を得ようとしていたこの少女だけは、むしろメリニの脱落を歓迎していてもおかしくは無い。

　だが……

（普段のアフィニエなら……ここまで露骨な物言いをしない）

　省吾に媚こびる事はあっても……逆に他ほかの姫巫女に対して敵意を剥むき出しにする様な言動は殆ほとんど無かった。それは〈イコノクラスト〉を支援する仲間として、不必要な軋あつ轢れきを持ち込まない様にと、彼女なりに気を使っていた結果なのだろう。

　計算高い少女なのだ。

　自分の言動が周囲にどの様な反応を引き起こすか――分からない少女ではない。

　だが今のアフィニエは、むしろ自分の感情を制御し切れず、むしろ振り回されている様にも見える。妙に刺とげ々とげしい物言いをしているからこそ余計に――彼女がメリニの解任について動揺しているのが分かるのだ。

　メリニは勿論、メリニの次にペルテアが省吾に近しい存在である事はアフィニエも理解している筈はずだ。その彼女等を非難するかの様な物言いを省吾の前ですれば、省吾の不興を買う可能性が在る事位――頭の良いアフィニエが気付いていない筈が無い。

　やはりアフィニエも調子を崩しているのだ。

（……案外この子は、自分で思っている以上に、感情移入が強いんじゃないか？）

　などとも省吾は思う。

　ここしばらくの間に、姫巫女達の間にはある種の仲間意識が育まれていたのも事実だ。

　たとえ競争相手とはいえ同じ屋敷で暮らし、同じ人物に仕える生活を繰り返していれば、ある種の共感は芽生えてきて当然だ。元より〈イコノクラスト〉を支援する際には一糸乱れぬ連携を発揮してきた彼女等である。そういった感覚が芽生えやすい状況ではあった。

　とはいえ――アフィニエの動揺は未まだましな方だろう。

（……ペルテアの落ち込みが酷ひどいな）

　申し訳なさそうに俯うつむいているインペラス家の巫女を一いち瞥べつしながら省吾は思う。

　ペルテアは率直で割と考えがすぐに表情に出る。元よりメリニと仲が良かった上、屋敷の警備関係を統括する身としては、『仲間を連れ去られた』事への責任感も感じているのだろう。何ど処こまでも真面目な少女だ。

（まあトリファが落ち着いているのは――当然としても）

　トリファスキアータはいつもの通りに状況が分かっているのかいないのかも曖あい昧まいな感じでそこに座っているだけだ。きょとんとした表情には喜怒哀楽といった明確な感情は特に顕れてはいない。

（ハーチェッタも多分、動揺してるだろうし。セネカはよく分からないけど）

　むしろ……最も落ち着いているのは省吾であったかもしれない。

　正直に言えば彼はそう驚いてすらいない。

　予想していたとまでは言わない。だが既に囚とらわれの身である従姉妹いとこ――勅て使し河が原わら花か梨りんの事も在る。改めてこの状況を突き付けられても、元より心の何処かで予感していた様な印象を受ける。苛いら立だちは在るが、呆ぼう然ぜんと思考が止まってしまう様な事は無かった。

「ペルテア」

「はい」

　省吾の呼び掛けに表情を引き締めてペルテアが応じる。その様子が何処か痛々しくもあるが――今はそれを慰めている場合ではない。

「君の意見は？　建前は別にして――メリニが解任された理由に心当たりは？」

「……個人的な感想や想像を含んでよろしければ」

「構わない。俺おれも考えている事がある。俺の抱いた印象や想像がおおよそ正しいのかどうか、その確認として君の意見を聞きたい」

「はい」

　省吾の言葉に頷うなずくペルテア。

「メリニは明らかにショウゴ様にお会いしてから――特に、御ご寵ちよう愛あいを受けてから変わりました。何というか……」

「『女』の顔をするようになったわよね」

　呟つぶやく様に言うアフィニエ。

「はい。私もそう思います。明らかに自分の立場や使命を越えてショウゴ様にのめり込んでいる様子が……在りました」

　一瞬、言い淀よどんだのは彼女自身にもその自覚が在るからだろうか。

　実の所、メリニとペルテアに関しては、一歩間違えば〈レネゲイド〉に対する背信行為とも受け取られかねない事を幾つかしている。組織の意向や利益よりも省吾のそれを優先する傾向が強いのだ。

　だが……

「それが危険だと判断されたのでしょう。アンジェリットの一件もございます」

　姫ひめ巫み女こが省吾から寵ちよう愛あいのを受けるか否かは〈レネゲイド〉の権力争いにおいて大きな影響を与える。

　たとえ傀かい儡らいとはいえ『代行者パニツシヤー』殲せん滅めつ後の世界に文字通りの『救世主』として君臨するのは省吾である。それは〈レネゲイド〉の看板であり担ぎ上げるべき御み輿こしだ。むしろ一般大衆への影響力は秘密結社に徹してきた〈レネゲイド〉よりも省吾個人の方が強かろう。彼がもし公衆の面前で〈レネゲイド〉批判なんぞを始めれば、『代行者殲滅後、〈レネゲイド〉と権力機構の頂点として、真に人間が世界の覇者となる』という〈レネゲイド〉の野望に影を落とす事になるだろう。

　あくまで省吾は〈レネゲイド〉の側の人間で無ければならない。

　その為の鎖――それに姫巫女達を使おうという考えが〈レネゲイド〉の上層部には在る。

　当然……大衆心理操作の為の切り札である『救世主』と最も結びつきが強くなるのは、やはり彼が寵愛する姫巫女の属する氏族だろう。となると、やはり姫巫女達は、各氏族の命運を背負って彼の元に来ている事になる。

　しかし……

　その一方で姫巫女達も女だ。

『救世主』を誑たらし込む筈はずが省吾に誑し込まれてしまう事もある。

　かつてのアンジェリット・ルースポリテの様に。

　省吾の寵愛は得ねばならない。

　だが自らは、親たる氏族を裏切る程に省吾に対して入れ込んではならない。

　この大前提がメリニは崩れてしまい――それを〈レネゲイド〉側に察知されたという事なのだろう。省吾を第二のレオンにしない為、メリニは危険分子として省吾の側そばから取り除かれたという事だ。

　だが……勿もち論ろんこれは〈レネゲイド〉にとって諸もろ刃はの剣だ。

　花梨に続けてメリニまでもを省吾の側から取り上げたという事は、省吾の反感をより強くする可能性が高い。逆に言えばその可能性を考慮した上でもなお、メリニの省吾に対する入れ込み様は危険だと判断されたという事だ。

　実際……メリニは花梨救出を願う省吾を全面的に支援してくれていた。

　物理的にも。精神的にも。

　姫ひめ巫み女こを使って救世主を操る積もりであった〈レネゲイド〉にしてみれば本末転倒も甚だしい。

「メリニが抜けた結果、今のコードラン家姫巫女の座は空席になる訳だよね」

「現時点では」

「でも――〈イコノクラスト〉を完全に稼働させる為には、やはりコードラン家の姫巫女の支援も必要だよね」

「そうなります」

「つまり――」

「――新しい姫巫女が、来る、と」

　やはり呟つぶやくようにアフィニエが言う。

「メリニ・コードランの代わりに、コードラン家から」

「…………」

　唇を噛かむ省吾。

　これで彼の不満を抑える事が出来ると――メリニの『代用品』を送り込む事で省吾の感情を御する事が出来るとバルド達は考えているのか。

　それとも――

（僕の決心それ自体がもう見透かされているのか）

　腹立たしい気分ではある。

　今までの出来事を通じて――特に『園ガーデン』での体験を経て省吾は細かな事情を差し置いても『代行者パニツシヤー』を倒す決意を固めている。

　こんな世界は在ってはならない。こんな――死んだ神の影に怯おびえながら、恐怖を忘れる為に絶望を説き、人間が家畜の様に品種改良される、そんな世界を肯定してはならない。省吾はそんな世界をどうしても肯定する事が出来ない。

　だから彼は〈イコノクラスト〉に乗る。

　乗って『代行者』を倒し――神の呪のろいから世界を解放する。

　それはもう彼の中で揺らぐ事の無い信念であり、目標となっている。

　だからこそ――それを知った族長達は『メリニを外した程度で、『救世主』が〈レネゲイド〉から離れる事は無い』と判断しているのかもしれない。『代行者』を倒すにはどうしても〈イコノクラスト〉の力が必要であり、それを継続的に運用する為には、どうしても〈レネゲイド〉の組織力と技術力が必要だ。

　つまり。

　省吾が自ら『救世主』たらんと決意を固めれば固める程に、彼は〈レネゲイド〉に逆らえなくなっていくのだ。

　もしこの自縄自縛の様な状況を脱する道が在るとすれば……

（無理？　いや――もともと無理で無茶な事なんだ）

　省吾は自じ嘲ちよう的な笑みをふと浮かべる。

　そして――

「アフィニエ」

「はい」

　眼を瞬まばたかせて応じるアフィニエ。

　この空気の中でいきなり自分の名が呼ばれるとは思っていなかったのだろう。

　だが――

「もし君から絶対の忠誠を得たいと思えば、俺おれは代わりに何を差し出せばいい？」

「ショウゴ様？」

　驚いた様な表情を浮かべるのはペルテアである。

　いや。アフィニエですら一瞬、きょとんとした表情で省吾を見つめていた。

「い……いきなり何です？」

「前にも言ったけど……俺が望む事をしようと思えば、俺一人ではどうしようもない。どうしても俺の側そばに居て俺を全力で支援してくれる人間が必要だ。場合によっては、命懸けで。場合によっては――今回のメリニの様になるのを覚悟の上で」

「…………」

「…………」

　思わず顔を見合わせるアフィニエとペルテア。

　恐らく当人同士は意識もしていまいが、ある意味で珍しい組合せではあった。

「正直言って……俺の印象じゃ、姫ひめ巫み女この中では君が一番、五氏族族長の側に近い。君の忠誠はきっと俺ではなくオトルチ家に、あるいはお兄さんのネロ・オトルチの処ところに在るんだろう。その事そのものを責める積もりは俺には無い。それはある意味で当然だと思う」

「いえ、その、それは――」

　これまた珍しく台詞せりふに詰まるアフィニエ。

　だが畳み掛ける様に省吾は言った。

「だけど、このままでは俺は、いつまで経っても全力でこの世界を変える事に集中出来ない。どうしても脇わきを固めてくれる誰だれかが必要だ。俺よりも〈レネゲイド〉との交渉や、情報収集や――その他諸もろ々もろに長たけた人間が」

「それが、私だと？」

「というより姫巫女全員」

　はっきりと省吾は言った。

「勿もち論ろん、それでも足りない位だ」

「ショウゴ様――まさか」

　ペルテアが呻うめく様に言う。

　彼女は気付いたのだろう――省吾がどんな結論に達しているのかという事を。

「どうしても〈イコノクラスト〉は必要だ。そして〈レネゲイド〉の支援も。そうしないと『代行者パニツシヤー』を倒しきる事は出来ない」

　これはもう動かし難い大前提だ。

　では――

「だが俺おれはメリニや花梨を奪われたままで、操り人形みたいに、〈レネゲイド〉の思惑通り踊るのもどうしても嫌だ。はっきり言おうか。俺が求めるこの世界の未来と、〈レネゲイド〉の描くそれとは、多分、相容れない」

「ショウゴ……様……」

　喘あえぐ様にアフィニエが呟つぶやく。

　それは恐らく彼女等が初めて見る省吾の、〈レネゲイド〉に対する明確な叛はん意いであったからだ。

「つまり……」

　アフィニエは言った。

「私に……〈レネゲイド〉を盗とる手伝いをしろと？」

「そうだ」

〈レネゲイド〉も〈イコノクラスト〉も目的の為には必ひつ須す。

　その上で自由に振る舞いたいと考えるならば――確かに省吾自身が〈レネゲイド〉を掌握してしまうしかない。

「…………」

　さすがのアフィニエも黙り込む。

　当然だろう。こんな話を昼日中の食堂でいきなりされるとは彼女も思っていなかったに違いない。

　まして省吾の立場で〈レネゲイド〉を盗るなどと……大胆不敵を通り越していっそ狂気の沙さ汰ただ。道具として招かれた異世界人が、五百年の歴史と狂信じみた団結力を持った組織を乗っ取ろうというのだ。

「勿もち論ろん、君にだけそんな無茶を要求するのはおかしい。だから聞いているんだ。俺は君の忠誠を得る為に何を支払えばいい？」

「……それは……えっと……でも」

　明らかに狼ろう狽ばいした様子で視線を左右に走らせるアフィニエ。

　小悪魔的な言動の目立つ彼女だが――他人を翻ほん弄ろうする事には慣れていても、真まっ直すぐこうも素直にぶつかってこられると、どう対処して良いのか分からなくなるのだろう。今の彼女はむしろ汚れを知らぬ、初心な少女の様にすら見えた。

「今すぐってのも無理か」

　微苦笑を浮かべて省吾は言う。

「でも一両日中には考えておいてくれ。多分、時間はあまり無い」

「ショウゴ様――」

　半ば呆ぼう然ぜんとした表情で言うのはペルテアである。

　と――その時。

「シ……ショウゴ様っ！」

　慌てた様子で一人の娘が食堂に現れる。

　ハーチェッタ・マブロ。

　すらりとした長身や引き締まった四肢、そして長く垂らした三つ編みのせいで、何ど処こか女格闘家の様な印象を受けるが――その実、五人の姫ひめ巫み女この中では最も奇き蹟せき術に長たけ、性格的にもやや気弱な面を持つ娘だ。

「どうしたの、ハーチェッタ？」

　恐らく屋敷の中を全力疾走してきたのだろう。息も絶え絶えといった様子で壁に手をつき肩を上下させているハーチェッタに、ペルテアが立ち上がり、歩み寄りながら尋ねる。

「セ……セネカが――」

　ハーチェッタがやや混乱気味の表情で壁を指差す。

　どうやら彼女はその向こう側――屋敷の中の別室にいるセネカの事を指差した積もりなのだろう。省吾にはその程度の事しか分からなかったが、ペルテアとアフィニエにはそれ以上の何かも察し得たらしい。

「ショウゴ様、こちらへ」

　ひどく真剣な表情で振り向いたペルテアが、省吾の手を取った。



　　　

　屋敷には省吾の知らぬ部屋が幾つもある。

　普段は鍵かぎが掛けられていて出入り出来ない部屋も在れば――明らかに何か部屋が在ると思おぼしき間取りなのに、何処にも出入口が見当たらない一いつ廓かくも存在する。当初は『異世界だから』と勝手にその奇妙さを納得していた部分も在るが、今ではそれが、何かの思惑の下に隠されているのであろう事に省吾は気付いていた。

　そして――今。

　省吾が連れてこられたのはそんな部屋の一つだった。

　屋敷の中では一階の最奥に位置する。普段は鍵が掛かっており、扉もその付近の内装も他ほかに比べるとぞんざいで――いかにも倉庫か何かの様にも見える。

　だが……

「此こ処こは――『通信室』です」

　部屋の前でペルテアはそう説明した。

　その一言と――若干躊躇ためらいがちなペルテアの口調で、省吾はこの部屋の役割の見当がついた。此処は恐らく省吾の様子を姫ひめ巫み女こ達が族長達に報告する為の場所だ。だからこそわざわざ省吾が普段入らない様にと施錠されているのである。

　ペルテアが鍵かぎを使って扉を開き中に入る。

　続いて省吾と、彼に追随してアフィニエ、そしてトリファスキアータが入る。

　そこは恐ろしく殺風景な室内だった。

　省吾は『通信室』という言葉から、反射的に大きな操作卓と機械装置で埋め尽くされた部屋の内観を想像したのだが……考えてみればこの世界の通信がそんなもので行われる筈はずが無い。〈レネゲイド〉であれば尚なお更さらの事だ。

　一切の調度品が排され、照明器具どころか窓すら無い部屋。

　床に描かれた、魔法陣めいた模様だけがただ音も無く光を放っている。

　そしてその中央にて擬ぎ神しん杖じようを手に待っていたのは――

「――セネカ」

　呟つぶやく様に彼女の名を呼ぶ省吾。

　ルースポリテ家の姫巫女セネカ・ルースポリテ。

　彼女は入口に背を向ける格好で部屋の中央に立っていたが、省吾の声に反応して静かに振り返った。魔法陣めいた床模様が光を放ち、彼女の持つ擬神杖も光を放っているので、あたかも彼女は光に包まれているかの様にも見える。無論、光の正体は奇き蹟せき術発動の際に発生する聖光だ。それは聖句によって御され、彼女の意のままに超常的現象を引き起こす。

　例えば――遠隔地との双方向通信を。

「セネカ――未まだ繋つながってる？」

　ハーチェッタが何ど処こか怖おそる怖おそるといった様子で尋ねる。

「ええ」

　いつも通りの淡々とした口調でセネカは答えた。

「繋がっている？　何処と？」

　床の紋様を見ながら眉み間けんに皺しわを寄せてペルテアが問い質ただす。

　彼女はその紋様から何かを読み取ったらしい。アフィニエも何か気付いた様子で床の紋様を眺め――そしてセネカを方を振り向いて言った。

「ちょっとセネカ……これって『外』に繋がってるんじゃないの!?」

　それはつまり〈レネゲイド〉の『外』という意味か。

「そうね」

　セネカは頷うなずいた。

　驚きに息を呑のむペルテアとアフィニエ。そもそも秘密結社たる〈レネゲイド〉が自分達以外の存在に通信を送る事は考えにくい。在ったとしてもそれは〈レネゲイド〉内の別の部署の者達の仕事で――姫ひめ巫み女こ達が行う様なものではないだろう。

　しかも……

「相手は誰だれ？」

「姉――アンジェリットよ」

　ペルテアの詰問にセネカは淡々と答えた。

「……！」

　トリファスキアータとセネカを除く一同に驚きょう愕がくと緊張が走る。

　アンジェリット・ルースポリテ。

〈レネゲイド〉の裏切り者。レオン・ササハラ・スプリングフィールドと共に〈レネゲイド〉から逃げ出したセネカの実の姉。立場的には先代の姫巫女に等しい。

「どういう事!?」

　更に詰問するペルテア。

　だがセネカはそれには応こたえず――眼鏡越しに静かな視線を省吾へと向けた。

「レオン・ササハラ・スプリングフィールドがショウゴ様とお話がしたいそうです」

「わ、私共が五氏族会議への報告を済ませました直後に……その、アンジェリット様からセネカへの接触が御座いまして――」

　ハーチェッタが動揺の滲にじむ口調で言う。

　奇き蹟せき術を用いた通信技術は飛行船同士や〈イコノクラスト〉との通信にも応用されている技術である。〈レネゲイド〉だけが所有する奇蹟術技術も少なくは無いが――〈イコノクラスト〉はその塊かたまりと言える――この通信系奇蹟術そのものは、一般にも流布していて、そう珍しいものではない。

　ただ……奇蹟術通信は双方が時間を定めて同様の術を起動していなければ成立しない。

　つまりこうして奇蹟術通信が成立しているのは、姫巫女側が通信用奇蹟術を起動させるまで何度も何度もアンジェリット側が時を置かずに繰り返して接触を試みていたか――さもなくば、それ以前から何らかの形でやり取りが在ったかだ。

「セネカ。貴女――」

「ショウゴ様――こちらへ」

　ペルテアの言葉を無視し、セネカは擬ぎ神しん杖じようを持っていない左手を省吾に差し出した。

「セネカ！」

「ペルテア――とりあえずその事は後だ」

　省吾はそう言って前に出た。

　細かい原理その他は省吾も知らないが、奇き蹟せき術通信を長々と続けていると〈レネゲイド〉側が何か気付くかもしれない。あるいは盗聴される可能性も在る。〈レネゲイド〉の裏切り者であるレオンとアンジェリットが、そんな危険を冒して――世間話をする為に連絡してきた訳ではあるまい。

　意を決して省吾はセネカに歩み寄った。

　床の紋様に足を踏み入れる。下から白い聖光に照らされて紋様の外側の――周囲の光景が一気に闇やみの中へと沈んでいく。そんな中でセネカは左手で省吾の右手を握った。

　途端――

「――っ」

〈イコノクラスト〉の感覚同調に近い何かが省吾の神経に触れる。

　同時に――

「……！」

　視界に映るのは何ど処こかの建物の一室だった。

　そう広い場所ではない。恐らくは何処かの宿屋の一室だろう。そしてその部屋の寝台ベッドに腰掛けている男が一人。その顔に――勿もち論ろん、省吾は見覚えが在った。

『無事に戻った様だな』

　何処か遠い――硝子ガラスを隔てているかの様な違和感を伴う声だったが、それが先日聞いたレオンのものと同じだという事は瞬間的に分かった。声質もそうだが、口調というか何処か妙に余裕を含んだその物言いが特徴的だった。

「――レオンさん」

〈イコノクラスト〉の御者室から姫ひめ巫み女こ達と通信している感覚に近い――省吾としてはその程度の認識しかなかったのだが、実際、奇蹟術を用いた通信である以上原理は変わらない筈はずだ。〈イコノクラスト〉という巨大擬ぎ神しん杖じようの代わりを、今はセネカ自身がこなしているのだろう。セネカ、アンジェリットをそれぞれ通信機代わりにして、現在、省吾とレオンの視覚と聴覚が繋つながっているのである。

『で、考えておいてくれたか――あの話』

　単刀直入にレオンは訊きいてきた。

『まさか忘れちゃいないよな』

「ええ」

　あの話――忘れる筈が無い。

〈イコノクラスト〉を用いて送還奇蹟術を行い、元の世界へ戻る。

　ソロンを捨てて。

　それに対する答えは――

「あの時お話した気持ちと変わりません。俺おれにはこの世界を……この世界の人達を見捨てる事なんて出来ない」

『この状況下でそれが言えるか？　大したもんだな』

「…………」

　省吾は気付いた。

　レオンはメリニの一件を知っている。そして恐らくメリニと省吾の関係についても。セネカがアンジェリットと以前から繋つながっていたのなら、それは知られていても何の不思議も無い事ではあった。

『世界を救うって事は、〈レネゲイド〉やエクノドラス真教や、〈血族〉の連中も全部含めてって事だぞ？　分かってるか？　勝手な都合で従姉妹いとこを奪われ、最愛の女まで奪われ、それでも君は未まだ人間ってのに希望を持ってる訳か？　だとしたら君は物もの凄すごい馬ば鹿かか、さもなくば、途方もない大物だな、救世主殿』

「その呼び方、止やめてくださいと言った筈はずです」

　むっとして省吾が言うと、レオンの笑い声が聞こえた。

『すまんすまん、斜に構えた物言いは俺の悪い癖だな。どうにも真実味に欠ける』

「何にしても俺は、貴方の提案には乗れません」

『まあそう言うだろうとは思っていたんだが』

　頬ほおを掻かきながらレオンはにやりと笑って見せた。

『今すぐでなくてもいい。とにかく俺と君さえその気になれば帰る手段はあるって事を覚えておいてくれ』

「え？　でも――」

　レオンが求めていたのは今すぐこの世界から逃げ出す事ではなかったか？

『代行者パニツシヤー』などというふざけた存在のいるこんな異世界で死にたくない――それがレオンの希望であった筈だ。その根底には『代行者』を倒す事は不可能とする判断が在る。

　そもそも『代行者』を全て倒してしまえば、〈レネゲイド〉が省吾をこちらの世界に留め置く必要は無くなる。ならば問題なく元の世界に戻る事も可能になる。

　それを『待てない』と判断したからこそレオンは逃亡を省吾に勧めていた筈だ。

　しかし……

『もし……『代行者』が首尾良く倒せたとしてもだ』

　レオンは言った。

『君を〈レネゲイド〉は手放さないぞ。当たり前だろう、君は貴重な御み輿こしだ。救世主として担ぎ上げるだけで、民意を制御出来る。しかも直接的な矢面に立つ事無く――陰から、安全に、な。君は、死ぬまで〈レネゲイド〉の奴隷だよ』

「…………」

　省吾は否定できない。

　いや――むしろレオンの言う通りだろう。省吾の考えが足りなかっただけの事だ。

「俺おれとしてもそんなソロンで暮らしていきたいとは思えない。俺達は〈レネゲイド〉にとって裏切り者だからな。安住の地なんぞ在る筈はずが無い。たとえ君が『代行者パニツシヤー』を倒したとしても、アンジェリットを連れて元の世界に戻りたいと思う気持ちに変わりは無い』

「……理解は、出来ます」

『そういう訳で、だ』

　レオンはにやりと笑いながら言った。

『俺としては今の内に君に恩を売っておきたい訳だが』

「――どういう意味です？」

　話が本題に入ったと省吾は気付いた。

　気持ちを引き締めてレオンを見据える。

『そう身構えないでくれ。悪い話じゃない。俺とアンジェリットで君の大事な従姉妹いとこと姫ひめ巫み女こを助け出す手伝いをしてやろうという話さ』

「え……？」

『『代行者』を倒す為には〈レネゲイド〉の力は必ひつ須すだ。〈イコノクラスト〉は単体で長期運用できる様な兵器じゃない。残り全ての『代行者』を倒す積もりなら、どうしても整備や修理、補給に関して〈レネゲイド〉の力が必要になる。だから今、君は〈レネゲイド〉と真正面から事を構える訳にはいかない。違うか？』

「……その通りです」

　相手の反応を慎重に窺うかがいながら省吾は肯定した。

『だから俺達が君の従姉妹と、愛いとしい姫巫女は救い出してやろう。俺達は元々〈レネゲイド〉の裏切り者――『敵』だ。その利益に反する行動に出ても不思議じゃない。俺達が勝手にその二人を救い出した処ところで、君と〈レネゲイド〉が即座に対立する様な構造にはならない――』

「それは……」

　その通りではあるだろう。

　勿もち論ろん、〈レネゲイド〉は花梨とメリニを奪われれば、その行動の背後に省吾の意志が在るのではないかと勘繰るのは間違いない。だが明確な証拠が無い限り、省吾を糾弾する事も出来まい。何より人質がいなくなるという事は――彼等が省吾に対する切り札を失うという事だ。あまり強硬な態度に出る事は出来ない筈だった。

　しかし。

『どうだ？　悪い話じゃないだろう？　『聖せい廟びよう』の基本構造は変わってないだろうし、二人ばかり女をさらって逃げる位なら、俺とアンジェとデュメでかかれば不可能じゃない』

「それはそうかもしれませんね」

　言いながら省吾はレオンを睨にらみ据えた。

「そして人質はそのまま貴方が握る事になる訳だ」

『まあそれはそうだな』

　あっさりとレオンは認めた。

『だが俺おれの目的は先も言った通りだ。君のそれと矛盾しない。〈レネゲイド〉の連中の手元に彼女等を置いておくよりは、マシだと思うがね？』

「…………」

　それはその通りかもしれない。

　だが――

（一見、いいことずくめに聞こえるけど、本当にそうか？）

　例えばどうして今、このタイミングでレオンは省吾に連絡してきた？

　どうして彼等と繋つながっているであろうセネカは、アフィニエやペルテア、ハーチェッタが側そばに居る状態での会話を許しているのか？　レオンの台詞せりふは彼女等には聞こえていないかもしれないが、省吾の台詞は聞こえている筈はずだ。つまり、今の会話の内容は下手をすると他ほかの姫ひめ巫み女こから〈レネゲイド〉上層部に漏れる可能性が――

（つまり）

　と省吾は考える。

（レオンの目的は俺の背中を押す事――か）

　この会話の内容が〈レネゲイド〉の上層部に漏れれば、省吾の立場はどうしても苦しいものにならざるを得ない。少なくともメリニや花梨を取り戻すのはより難しくなるだろう。

　ならば他の姫巫女の口止めを含め、省吾は〈レネゲイド〉に対して積極的な敵対行動を採らざるを得なくなる。そしてそうなれば、省吾はどうしても味方の数を増やさざるを得ない訳で――

「少し考えさせてください」

『いいとも。こちらはいつでも動ける様にしておく』

　言ってレオンは頷うなずいて見せた。



　　　

　聖光の消滅と同時に淡い闇やみが室内に戻ってくる。

　窓の鎧よろい戸どは閉め切られ扉も閉められており、ランプも消されている為に、室内には光源らしいものは皆無だ。辛うじて鎧戸の隙すき間まから漏れてくる光が、部屋の中にわだかまる闇を薄めている状態だった。

「――さて」

　アンジェリットの手に重ねている手とは反対の手で、レオンは無ぶ精しよう髭ひげを撫なでた。

　その顔には笑みが浮かんでいた。

「聞いていた姫ひめ巫み女この口を何らかの方法で塞ふさぐにせよ、誤魔化すにせよ――これで彼は追い詰められる。〈レネゲイド〉の中で孤立を深めれば深めるだけ外に味方が欲しくなるのが道理。後は――彼の器次第か」

　レオンはアンジェリットの手から自分の手を離した。

「器――ですか？」

「あまり器が小さいと変に追い詰められて逆上する。だがそこそこに器が大きくて計算高いならこちらの提案に乗ってくるだろう。一番、楽だからな。そしてもっと大きければ『自分で何とかする』と判断してこちらの提案を蹴ける。更に器が大きければ――」

　むしろ愉たのしげにレオンは言った。

「提案に乗った上で俺おれ達をも御そうとする」

「そこまで――ですか？」

　アンジェリットがやや驚いた様に問う。

　レオンが省吾を買っている事が意外なのだろう。

「ああいう生真面目な奴はな」

　レオンは肩を竦すくめて言った。

「俺みたいな小こ賢ざかしい男と違って、馬ば鹿か正直だからこそ、気付かずに自分の限界さえ踏み越えてしまう事が在る。勿もち論ろん、大抵はそこで身を滅ぼすんだがな。たまに生き残るととんでもない大物に成長する訳だ」

「…………」

「これでも俺は期待してるんだぜ？」

　言ってレオンは立ち上がる。

「デュメを呼んでくれ。『聖せい廟びよう』の近くで待機する」

「分かりました」

　アンジェリットは一礼した。



　　　

　セネカの手から静かに右手を離す。

　同時に省吾の網膜に映る光景は薄暗い『通信室』のものに変化した。

　振り返れば表情を強こわ張ばらせたペルテア、アフィニエ、ハーチェッタ、そしてやはりきょとんとした様子のままのトリファスキアータが壁際に立っている。

　そして――

「――どういう事か聞かせて貰もらうわよ」

　ペルテアが硬い声で言った。

　仲間に対して掛ける声ではない。それは裏切り者に――いや『敵』に対して向けるべき警戒心を満載した声だった。回答によってはセネカを殴り床に這はわせるのも辞さない――といった雰囲気だ。

　アフィニエやハーチェッタも不信感をあらわにした眼でセネカを見つめていた。

　明らかに姫ひめ巫み女こ達の間にしこりが生じている。

　今までは曲がりなりにも一つのものとして機能していた姫巫女達の団結に、亀き裂れつが入った感じだ。いや――正しくは元々入っていた亀裂が『線』ではなく『溝』になった様なと言えば良いのか。表面上は仲良く振る舞っていたとしても、各氏族の代表という立場の違いから、彼女等は最後の一線で『仲間』ではなかった。『姫巫女』という器の中に入れられていたが故の、形だけの繋つながりだ。その関係性が今更ながらにあらわになった状態だった。

「セネカ。貴女はあの裏切り者と繋がっていた訳ね？」

「そう」

　平然とセネカは頷うなずいて見せた。

「だから……なに？　五氏族会議に報告して私を解任する？」

「そうなるわね。当然」

　とペルテア。

　だがセネカは口元に形だけの――本当に形だけの笑みを浮かべた。口の端は上がっているがその眼鏡の奥の眼は笑っていない。

「裏切り者として？」

「――何が言いたいの」

「では貴女は裏切り者ではないの？　ペルテア・インペラス？」

　セネカは言った。

「なにを――」

「ペルテア。現在、ショウゴ様の後見人にインペラス卿きようが就いているけれど」

「それがどうしたっていうの？」

「これは貴女の手配によるものよね？　これは何の為？　まさか〈レネゲイド〉の為ではないわよね？」

「…………」

　瞬時にペルテアはセネカの言わんとする事を悟ったらしい。

　ペルテアは無言で唇を噛かんでセネカを睨にらみ付ける。

　メリニとペルテアが省吾の為に――〈レネゲイド〉の為ではなく――色々と動き回っていたのは事実である。ペルテアの場合は父ゼブロン・インペラスが比較的協力的だった事もあり、裏切っていたという感覚は薄かった訳だが、確かにそれは〈レネゲイド〉よりも省吾を優先したという事で、裏切り者の誹そしりは免れまい。

「裏切り者というのならば、とっくに私達は裏切り者よ」

「…………」

「アフィニエだってそう」

「――え？」

　驚くアフィニエの方を向きながらセネカは淡々と続けた。

「貴女はオトルチ家の――兄のネロ・オトルチの為に動いているだけで〈レネゲイド〉の為に動いている訳ではないでしょう？」

「な――何を」

「何度か、貴女が記録に残さない形でこの通信室を使った形跡が在るけれど。この通信室を使って行う報告は、全て五氏族会議へのものとして、記録に残す義務が在る筈はずよね？」

「――！」

　愕がく然ぜんとした表情で言葉に詰まるアフィニエ。

「奇き蹟せき術は、言ってみれば神の権能において、物質に不自然な状態を強要する技能よ。当然だけれど、そこには様々な『歪ゆがみ』や『捩よじれ』が生じる。そして一度くしゃくしゃにした布から皺しわがすぐには取れない様に、奇き蹟せき術を使った痕こん跡せきは、しばらくその場に残るわ。更に詳しく調べれば、誰だれが、どういう形で、どんな術を使ったのかも、分かる」



    

  
    
      



    

  
    
      「…………」

「勿もち論ろん――」

　セネカは一同を見回して言った。

「それを責める資格は私には無いわ。ただ他ほかの皆も口で言う程には〈レネゲイド〉に忠誠を誓っているのかどうか……」

「セネカ！」

　悲鳴じみた声でハーチェッタが叫ぶ。

「やめて――」

「ああ。そういえば貴女だけね……」

　セネカは微苦笑を浮かべる。

「純粋な意味で〈レネゲイド〉に忠誠を誓っているのは」

「セネカ――貴女は」

「私が言いたいのは」

　ハーチェッタの台詞せりふを遮さえぎる様にしてセネカは言葉を続けた。

「そろそろお互いの立場は明確にしておいた方が良いのではないか――という事よ。メリニの一件も在るし、私達は、自分で思っている程に、安定した場所に立っている訳ではないという事」

「…………」

　一同はただ絶句するしかない。

　姫ひめ巫み女こ達は元々主体性というものが無かった。いや――持つ事を許されなかったと言うべきだろう。全体主義の蔓まん延えんする組織の中で部品としての役割を強制されて生きてきたのだ。個の欲求や希望は悪であり、組織への忠誠と奉仕こそが善であると教えられて。

　だが……

　人間には個性と知能がある。

　人間はアリやハチにはなれない。

　組織から求められた役割、つまり姫巫女としての高い素養が、彼女等を単なる組織構成の一単位としてではなく、別個独立した人間としての自立を促したのは――ある意味で皮肉な話だ。

　そこに何らかの契機が在れば当然に彼女等は考え始める。

　本当に自分のしている事は正しいのか――と。

　例えばそれはメリニやペルテアであれば省吾との出会いだ。

　彼女等は省吾に出会った。

　省吾の回りに侍はべり、省吾の持ち込んだ『異世界』の価値観に触れた。

　彼の側そばに居て彼の事を第一義に考える内に、自然と彼女等の価値観の優先順位は変更されていく事になった。

　ハーチェッタですらもが省吾に影響を受けている部分が見られる。

　アフィニエの場合はそれが兄ネロ・オトルチだという事だろう。

　ネロが〈レネゲイド〉の中でもかなり異端で急進的な考えを持っているのだという事は、少し頭の回る者ならばすぐに気付く。アフィニエはまずネロの価値観に洗礼を受け、更に省吾の姫ひめ巫み女ことなる事で、更に二段階の洗礼を受けた事になる。

　だが――

「一つ訊きいていいかい」

　省吾が口を開く。

「セネカ。そういう君は――結局、誰だれの為に、何の為に、そうしているの？」

「…………」

　セネカは沈黙する。

　彼女が姫巫女の中では最も省吾に対して興味が薄いのは間違いが無い。その言動は何ど処こか他ほかの姫巫女に比べると一歩引いたものの様に見える。

　それは観察者の眼だ。

　しかし……では彼女にその立場をとらせたものは一体何なのか？

「アンジェリットさんの為？」

「そう――いえ。違うかも」

　珍しくセネカは曖あい昧まいな物言いをした。

「私は単に知りたかっただけです」

「知りたかった？」

「姉がどうして〈レネゲイド〉を――いえ、私を棄すててまであの男と逃げたのかという事を。組織の中で実を結んでいた業績も、約束されていた地位も、全て棄てて、あの男についていったという理由を、表面的な言葉ではなく、実感として知りたかった」

「…………」

「でもそれは無理です。私は姉の様な性格の激しさは無い。だから私は彼女の行動とその行く末を見届ける事で、それを知ろうとした。内面を直接模倣する事が出来ないなら、その外部に表出する全てを、鋳型として揃そろえる事によって、内に描き出されるものを知ろうとした――それだけの事です」

「そうか」

　省吾は頷うなずく。

「――ハーチェッタ」

「え？　は――はいっ!?」

　名を呼ばれ慌ててハーチェッタが省吾を振り向く。

「君は、どうする？」

「え？　あの――え？　わ、私、ですか？」

「セネカとは別の理由で、俺おれもそろそろ君達に決断を強いないといけない」

　省吾は言った。

「俺には俺の目的が在る。目的が――出来た。その為には〈レネゲイド〉を利用しないといけない。〈レネゲイド〉に利用されるのではなく、俺が、〈レネゲイド〉を利用する」

「そ……それは」

「だけど俺一人では圧倒的に力が足りない。だから必要なんだ。俺の手足として動いてくれる者が。〈レネゲイド〉の姫ひめ巫み女こではなく、俺の姫巫女として、動いてくれる者が。勿もち論ろん、それを強いる以上、俺は、俺に差し出せるものは全部差し出して、君達に取引を求める事になる」

　省吾はハーチェッタの方に一歩踏み出しながら言った。

「ハーチェッタ。そしてセネカ。アフィニエも。ペルテアも」

　それから省吾は背後で所在なげに立っているトリファスキアータを振り返る。

「トリファ。君もだ。俺は何を君達に差し出せる？　何を差し出したら、君達の忠誠と釣り合いがとれる？　俺は馬ば鹿かだからそれが分からない。教えてくれ」

「え……あの……」

　ハーチェッタはただただ狼狽うろたえているだけだ。

　当然と言えば当然だろう。

　いきなり省吾からこんな事を問われるとは思ってもみなかったであろうから。

　しかし……

「ショウゴ様」

　ふと――それまで黙っていたトリファスキアータが言う。

「それは、何か欲しいご褒美を、一つ挙げろという事でするか？」

「――そうだね。俺に差し出せるものなら。今は無理でも約束出来るものなら」

「では」

　トリファスキアータは言った。

「私にはショウゴ様の子種を」

「…………」

　さすがにこれには姫巫女達も絶句する。

　だが――実の所、省吾には想像がついていた。トリファスキアータは他ほかに基点となる価値観を持たない。あくまで『血族』の一人として神に近い子を産む事、それ以外に彼女の人生の目的は無い。ならば省吾の側そばにあてがわれた時点で、彼女の望みが省吾の子を宿す事でしかなくなるのは自明の理ではあった。

「――分かった、約束する」

　省吾は言った。

「ショウゴ様!?」

　悲鳴じみた声で言ったのはアフィニエだ。

　彼女があれだけ誘惑しても、頑として彼女を抱かなかった省吾があっさりとトリファスキアータの要望に首肯したからだろう。衝撃を受けているのはペルテアやハーチェッタも同じであるらしい。セネカですらも怪け訝げんの表情を浮かべている。

「トリファの力は必要だ」

　省吾ははっきりとそう宣った。

「ですが……その……」

「…………」

「…………」

「…………」

　姫ひめ巫み女こ達は――程度差は在るものの四人共が困惑と狼ろう狽ばいの表情を浮かべて口をつぐんでいる。まあ今すぐに決めろと言われても確かに無茶な注文だろう。そもそも〈レネゲイド〉を裏切る位ならば、いますぐ省吾の叛はん意いを上層部に密告する方がいい――そう判断する者がいる可能性も高い。大層な事を言ってみても、省吾個人が、ただの少年である事に違いは無いのだから。

　しかし……

「トリファだけじゃない。俺おれには味方が一人でも多く必要だ」

　言ってから小さく苦笑して省吾は首を振った。

「違うな。俺には、君達が必要だ」

「…………」

「君達の協力を得られないなら――それはやはりそこまでの器でしかないって事だ」

　最も身近な姫巫女達さえ味方として引き入れ、御する事が出来なければ、所しよ詮せん、世界を救う事も、〈レネゲイド〉を利用する事も無理だろう。

　飾り物の救世主ではなく、本物の救世主になるのなら。

　この程度の事も出来なくては――到底、先に進む事は不可能だ。

「――もし私が」

　ふとアフィニエが言う。

「ショウゴ様に従う振りをして、実は、〈レネゲイド〉側に変わらず忠誠を誓っているとしても、ショウゴ様には判断がつかないですよね？」

「そうなるね」

　省吾は素直に頷うなずいた。

「そこは君の言葉を信じるしかない」

「信じて下さるんですか？」

　セネカの言葉を信じるならば――元より〈レネゲイド〉にすらも面従腹背していたアフィニエを。

「他ほかに方法が無い。この話を聞いた姫ひめ巫み女こを――じゃあ、口封じに殺すって訳にもいかないしね」

「…………」

　アフィニエが再び黙り込む。

　彼女に限らず姫巫女達は気付いたのだろう。

　省吾が賭かけに――常識的に考えればあまりに分の悪い賭けに出ている事に。

　沈黙が一同の上にのしかかる。

　だが――

「――分かりました」

　意外にもそれを破ったのはセネカだった。

「姫巫女としてではなく、一個人、セネカ・ルースポリテとして貴方に忠誠を誓いましょう――ショウゴ・カシバ」

「セネカ……貴女」

　呻うめくように言うハーチェッタを一いち瞥べつし、そしてセネカは続けた。

「元より私は〈レネゲイド〉の裏切り者。それに私の目的と貴方の目的は矛盾しません。貴方に仕え、貴方の行く末を見届ける事で、レオンに忠誠を誓った姉の気持ちも理解出来るかもしれません」

「助かる」

　セネカらしい物言いに苦笑しつつも省吾は頷く。

「で――貴女達はどうするの？」

　セネカの静かな双そう眸ぼうが三名の姫巫女達を見据えた。



　　　

　そこは明らかに牢ろう獄ごくだった。

　鉄格子こそ無いが――明らかにそこは人が住むべき部屋ではなかった。

　調度品は何も無い。椅い子すも机も寝台も。部屋の隅に小さな壺つぼが置かれているのはそこで用を足せという意味だろう。扉はのっぺりとした一枚板で、鍵かぎは廊下側についている。

　潤いだの憩いだのといった要素が壊滅的に無い空間だった。

　その片隅――四角い部屋の端にメリニは膝ひざを抱えて蹲うずくまっていた。

　簡単な食事も扉の脇わきに置かれているが、全く手を付けていない。この部屋に連れてこられてから彼女はずっとその状態のままだった。

「ショウゴ様……」

　実の所――こうなる事を予想しなかった訳ではない。

　むしろ予想してしかるべき事ではある。

　秘密結社である〈レネゲイド〉は裏切り者には容赦しない。強固な結束力を以もつて維持しなければ非公然組織などあっという間に崩壊する。それ故に組織への忠誠は何よりも重要視されるし――それに背いた者は、背く恐れが在るという者すら、苛か烈れつな制裁を受ける事になる。その程度の事はメリニも理解していた。

　だが……もっと先だと思っていた。

　未まだしばらくは養父や〈レネゲイド〉の上層部の人間を欺いておけるものだと。自分が〈レネゲイド〉よりも省吾を優先する様になったという事実を隠しておけるものだと。

　しかし……

「…………」

　メリニはぼんやりと顔を上げた。

　こつこつと冷たい足音が伝わってくる。扉の向こうを誰だれかが歩いてくるのだ。

　それはやがて――扉の前で止まった。

　がちゃりと錠の解かれる音がする。

　軋きしみながら開いた扉の向こうに――一人の男が立っていた。

　メリニの養父にして五氏族会議議長。

　バルド・コードラン。

　事実上〈レネゲイド〉の権力構造において頂点に君臨する男は、猛もう禽きん類るいめいた鋭い眼差しを静かにメリニへと据えている。

　そこには如い何かなる感情も映ってはいない。

　メリニは――虚脱感がじわじわと全身から染み込んでくるのを感じていた。

　バルドの表情に侮ぶ蔑べつや憤ふん怒ぬの色が在れば未だましだ。失望や嫌悪でもいい。それならば未だメリニは耐える事が出来ただろう。

　だが――

「お前には失望した」

　淡々とそう告げるバルドの――しかし声音と口調には何の感慨も無い。失望したと言いながらも彼は泰然自若たる態度を崩さない。その双そう眸ぼうはメリニを映してはいるが、彼女を『観みて』いるかどうかは疑問だった。その必要すら感じているかどうか怪しい――人が路傍の石に対して、殊更に意識を向ける事も無い様に。

「殊更に目を掛けて育てた積もりであったが――男に抱かれた程度で血迷うとは、お前もただの女であったか」

「…………」

　メリニは視線を床に落としてただ震える。

　恐ろしい。メリニはこの養父が心底恐ろしい。

　残忍なのではない。

　ただ冷酷なのだ。どこまでも。メリニの事など本当にただの道具としか見ていない。いや――誰だれであろうとこの男にとっては利用すべき道具以上の何物でもない。他者に人格など認めていない。本当にこの男の心の中ではメリニなど路傍の石と大差なかった。

　だから平然と殺す事も嬲なぶる事も出来る。

　だから――

「姫ひめ巫み女こには他ほかの者を充てる」

　平然と取り替える事も出来る。

　傷んだ道具を新品に交換するかの様に。

「処分は追って告げる。それまで大人しくしていろ」

　言ってバルドは踵きびすを返して部屋を出て行く。

　扉の閉まる音と錠の落ちる音が断絶を示してメリニを脅かす。

　聞きたい事や言いたい事は幾つも在ったが――あの養父の前ではメリニ個人の意志など全くの無意味だった。十年以上にもわたって彼女を支配してきた絶対者だ。彼への服従心は身体の奥底まで刻み込まれている。省吾の側そばに居た事でそれを束の間忘れた気になっていただけの事だった。

　もう駄目だ。

　動かし難い絶望がメリニの上にのしかかる。

「ショウゴ様――」

　ただそう呟つぶやき……再び膝ひざを抱えて蹲うずくまる事しかメリニには出来なかった。



　　　

　蒸気式自動車の駆動音が遠ざかっていく。

　入れ替わる様にして屋敷に来訪者の存在を告げる呼び鈴が鳴った。

「――ショウゴ様」

　セネカに呼び掛けられて省吾は振り返る。

　誰が来たのかは分かっていた。この森の中の一軒家に――ましてや主が他に寄る辺なき異世界人であるこの屋敷にやってくる人間は極めて限られる。少なくとも全く無関係な他人が迷い込んでくる様な事はあるまい。

「来たんだな」

「――はい」

　セネカは無表情に一礼した。

　メリニに代わる――新姫ひめ巫み女こ。

　省吾は彼女をこの屋敷の広間で待っていた。省吾の側そばにはペルテア、ハーチェッタ、アフィニエ、そしてトリファスキアータの姿も在る。今一つ事情が分かっていないトリファスキアータはさておき、他ほかの姫巫女達は当然の様にやや硬い表情を浮かべて新しい姫巫女がやってくるのを待っていた。

　そして――

「――初めまして」

　脇わきに退いたセネカの後ろから一人の少女が姿を現す。

　さすが――というべきなのだろう。

　美しい少女ではあった。纏まとう衣装は他の姫巫女のものと同様だ。ただし服を縁取る紋様はコードラン家の紋章を象かたどったものだ――メリニが着ていた衣装である。

　片手にはやはり擬ぎ神しん杖じよう。それを携えて立つ姿が実に自然だ。恐らく付け焼き刃ではなく奇き蹟せき術にも能よく通じているのだろう。

「ショウゴ様――」

　新しい姫巫女は深々と一礼する。

「…………」

　省吾は無言。

　外見的には――その容姿を構成する部品を見ていけば、メリニに通じる部分を幾つも備えた少女であった。透き通る様な白い肌。流れる金髪。すらりと伸びた艶つややかな四肢。

　勿もち論ろん、仔し細さいに見ていけば、相違点は無数に在るだろう。そもそも身に纏う雰囲気からしてメリニのそれとは異なる。何ど処こか儚はかなげな印象を備えていたメリニに対し――この少女は何処か自信に満ちた、強気な空気を纏っていた。傲ごう慢まんという程に露骨ではない。ただ奇妙に相対する者を抑え込む様な雰囲気が在るのだ。

　この感じには覚えが在る。

　知性を秘めて鋭く、慈悲を感じさせず冷たく、眼前の相手を無言のうちに圧倒して止まぬ――その眼差し。

　バルド・コードラン。コードラン家の長であり事実上〈レネゲイド〉の頂点に君臨している男。メリニを姫巫女から外した最高権力者。

　何度も会った訳ではないが――あのバルドに通じる何かを省吾はこの新しい姫巫女に感じ取っていた。

「エシェン・コードランと申します」

「……香か芝しば省しよう吾ごです」

　省吾はとりあえず返礼する。

　続けて――

「ルースポリテ家のセネカ・ルースポリテです。よろしく」

　セネカが先まず自己紹介を行い――続いて他ほかの姫ひめ巫み女こ達も順番に、自分の出身家と名前を紹介していった。トリファスキアータの事はセネカが紹介し、最後にトリファスキアータ自身が一礼した。

　一通りの自己紹介が終わると――エシェンが改めて深々と一礼する。

　だが――

「こちらこそどうぞ宜しくお願い致します、皆様」

（慇いん懃ぎん無ぶ礼れいってのはこういうのを言うんだろうな、多分）

　省吾はふとそんな事を思う。

　形としては礼節を守っている。だがその表情や仕草の端々に、過ぎた自信の様なものが――有り体に言えば不ふ遜そんさが滲にじみ出ているのだ。彼女が他の先輩にあたる姫巫女達をむしろ自分より格下に考えているのは恐らく間違いなかろう。



    

  
    
      



    

  
    
      　だが……あるいはこのエシェンという少女こそがコードラン家に相応ふさわしい姫ひめ巫み女こなのかもしれない。エシェンは間違いなく自らが第一位の姫巫女である事を――〈レネゲイド〉の中で最も権勢を誇るコードラン家に属する事を誇っている。見ただけでそれがはっきりと分かる。

（いや……未まだそう判断してしまうのは早計か）

　あくまでメリニと比較した結果、殊更にこの少女が傲ごう慢まんに見えてしまうのかもしれない。

「エシェンさん――」

　セネカが声を掛ける。

　彼女の声はいつも通りに淡々としていて感情のこもらないものであったが――それをどう受け取ったのか、エシェンは婉えん然ぜんと笑って言った。

「いえ、エシェンで結構です。皆さんも、勿もち論ろん――ショウゴ様も」

「ではエシェン」

　セネカの物腰はいつもと変わらず淡々としている。

「貴女のお部屋に案内します。こちらへどうぞ」

「はい――ではまた後ほど」

　優雅に一礼するとセネカについてエシェンは広間を出て行った。

　硬い音を立てて扉が閉まる。

　閉めたのは顔をしかめたアフィニエだった。

「なんか気にくわないわね」

　後ろ手に鍵かぎを掛けつつアフィニエが言う。

　どうやらエシェンの慇いん懃ぎん無ぶ礼れいさは省吾だけが感じたものではなかったらしい。

「……向こうもそう思ってるんじゃないの」

　顔をしかめて応じるのはペルテアである。

「ショウゴ様」

「うん？」

「彼女にはくれぐれも御注意下さいませ」

　ペルテアは単刀直入にそう言った。

「メリニから聞いた事があります。エシェンは最後までメリニと姫巫女の座を争っていた娘で――バルド・コードラン様とは実際に血縁関係が在ります」

「実の娘って事？」

「いえ。遠縁にあたる様です。何にせよメリニをバルド家の姫巫女不適格として解任したのは、彼女という『代わり』がいたからなのでしょうが――」

　扉の向こうを見透かす様に遠い目をしながらペルテアは言った。

「それだけに、彼女はコードラン家への忠誠心は並ならぬものがあります。ショウゴ様の御本心が気取られれば、危険な事になるかと」

「ありがとう――ペルテア。承知しているよ」

「しかし新しい姫ひめ巫み女こが送られてきたという事は」

　ハーチェッタが何ど処こか不安げに言う。

「メリニはもう――」

「ハーチェッタ！」

　ペルテアの鋭い声にハーチェッタが首を竦すくめる。

　だが――

「いや。やはり急いだ方がいい。メリニの事も――花梨の事もだ」

　今まで見聞きしてきた〈レネゲイド〉という組織の性格からすれば、決してメリニや花梨が安全とは言えない。可能な限りに早く助け出した方が良いだろう。

　だが――迂う闊かつに動けば〈レネゲイド〉に省吾の叛はん意いがばれてしまう。

（――レオンの言うとおり……手を借りるしかないか……？）

　だとしても――タイミングというものがある。

　レオンがあの二人を助け出せば、背後に省吾との利害関係を嗅かぎ付ける者も居るだろう。

　出来れば有う耶や無む耶やの内に事を進めるのが望ましい。

「ハーチェッタ」

「は――はい、すいません」

　てっきり先の発言を咎とがめられるものと思ったのだろう――ハーチェッタは若干怯おびえた様な表情で言った。だが省吾は微苦笑を浮かべてから彼女に言う。

「違うよ。怒ってるんじゃない。ハーチェッタに頼みたい事が在る。〈レネゲイド〉の全体的な行事や、〈イコノクラスト〉の整備状況その他について少し調べて欲しい」

「行事……ですか？」

「何か騒ぎが起こっても不自然ではない状況さ。場合によってはいつぞやのエクノドラス真教会の襲撃みたいなものを誘発させてもいい。出来れば死人が出ない騒ぎが望ましいけれども。ついでに言えばその後、原因が特定しにくいものがいい」

「あ……成る程」

　ハーチェッタはすぐに省吾の言わんとする事を察したらしい。

〈イコノクラスト〉絡みの事故であれば、『聖せい廟びよう』の中が大騒ぎになるのは間違いない。またそういった奇き蹟せき術や奇蹟術機関絡みの整備その他の事に関しては、やはりハーチェッタが一番詳しかろう。

「分かりました。調べてみます」

　頷うなずくハーチェッタ。

「ペルテアとアフィニエは〈レネゲイド〉の警備状況を改めて調べておいて」

「はい」

「分かりました」

「それと――トリファ」

「はいでする」

『血族』の少女は嬉うれしそうに返事をする。

　この何ど処こか浮世離れしてぼんやりしている少女も、自分は半ば蚊帳の外に置かれているかの様な――疎外感を味わっていたのかもしれない。

「トリファは何をすれば良いのでするか？」

「後でセネカに攻撃用、防御用、その他幾つかの奇き蹟せき術を教わっておいて。多分、独自に発達したものも在るだろうから――もしセネカの知らない奇蹟術が在れば、教えておいて。独自に発達した、それも擬ぎ神しん杖じよう無しに奇蹟術を操れる『血族』の力は、必ず切り札になる」

「……セネカ様と奇蹟術についてのお話をすれば良いのでするか？」

「まあそんな感じ」

　苦笑して頷うなずく省吾。

「慎重に、でも素早く。確実に。皆――頼む」

　省吾の言葉に少女達は揃そろって頷いた。



　　　

　結論から言えばエシェン・コードランは非常に優秀だった。

　姫ひめ巫み女こには幾つかの側面が在る。

　とりあえず『屋敷』の生活における姫巫女の主な仕事は、専ら省吾――今ならばトリファスキアータも含まれるが――の身の回りの世話、具体的には掃除だの洗濯だの炊事だのといった家政婦的なものだ。勿もち論ろんこれは表向きの事で、省吾の監視もその仕事の内容には含まれる訳だが、何にしてもこれらの作業をエシェンは滞りなくこなしていた。

　もう一つの側面――即ち〈イコノクラスト〉の支援作業については、実戦を経なければ何とも言えない部分は在るが、ハーチェッタやセネカによれば、〈イコノクラスト〉の奇蹟術機関や奇蹟術に関しても、他ほかの姫巫女に比べ何ら遜色ない知識量を備えているという。

　メリニの代替としては申し分ない存在ではある。

　勿論、省吾にとっては、エシェンが最愛の女性であるメリニの代わりになど、なる筈はずも無い訳だが……エシェンとしてはその役目もこなせるものだと考えている様子が在った。

　現に、エシェンは食事の時などは当然の様に省吾の隣に座ろうとするし、手が空いていればハーチェッタによる奇蹟術の講義や、ペルテアによる武術稽けい古この最中にも、見学と称して省吾の側そばにつく。アフィニエなどは躍起になってエシェンに細々した用事を押し付けている様だったが――それでも家事も事務も処理能力の高いエシェンの足止めにはあまりならない様だった。

　そう。本当にエシェンは優秀だ。

　メリニの代役を――恐らくは〈レネゲイド〉の視点から見れば――完かん璧ぺき以上にこなしている様にも見えた。少なくともメリニがエシェンに変わったという以外は、外から見れば屋敷の生活は何ら変化を生じさせていない様にも思えるだろう。

　だが……



　　　

「…………」

　我知らず溜ため息いきが漏れる。

　省吾は寝台ベッドの上で所在無げに寝返りを打った。

　メリニがいなくなってから既に一週間近くが経とうとしている。花梨の時と異なり〈レネゲイド〉がエシェンという『代理』を送り込んできているという事は、メリニの身の安全は必ずしも保証されていない。無意味に殺す事は無いと思うが――組織よりも省吾に心を移した『裏切り者』として見せしめに処刑されるという可能性は残る。

　だが焦っても事態は好転しない。

　メリニと花梨を取り戻したければ確実な一手を打つしかない。さもなくばたとえ取り返してもまた〈レネゲイド〉に連れ去られてしまうだけだ。

（場合によっては……事が終わるまで、会えないかもしれないな）

　救出後も、少なくとも省吾が〈レネゲイド〉で確固たる影響力や発言力を確保するまで、レオン達と共にいる方がメリニや花梨の為かもしれない。

　そうなればどれだけ会えないのか。

　一カ月か。あるいは一年か。それとも十年か。

　そう考えると――居ても立ってもいられなくなる。

　愛いとしい相手を抱き締める悦よろこびを省吾はもう知っている。それ故にこそその喜悦の欠落はある種の焦燥となって省吾の全身を這はい回る。勿もち論ろんそれは十代の少年がしばしば持て余す、単なる性欲という部分も在るだろうが――だからといって、例えばトリファスキアータを抱いてしまえば鎮められる様なものでもないと、省吾は考えていた。

　故に――

「……ショウゴ様」

　彼の名を呼ぶ声と――扉を叩たたく音。

　省吾が黙っていると、かちゃりと金具のたてる音に続いて、するすると衣きぬ擦ずれの音が室内に入ってくる。とりあえず部屋の鎧よろい戸どは全て閉められ、灯火も全て消されているが、音もなく開かれた廊下の灯あかりが滲しみ入ってきて、ほっそりとした女性の輪郭を浮かび上がらせる。

　逆光気味である為にその容よう貌ぼうの詳細は見えない。

　だが最初の声で省吾にはその女性が誰だれなのか分かっていた。

「ショウゴ様……」

　妖しい媚び声せいが寝ころんだままの省吾の上に這はう。

　それはエシェンのものだった。

「もうお休みになられましたか……？」

「起きてるよ」

　省吾は身を起こす事も無くそう応じた。

　エシェンが何を目的にこの部屋に忍んできたのかは分かっている。メリニの代わりというのならば、その肉体を以もつて省吾を〈レネゲイド〉に繋つなぎ止める柔らかな鎖となる事も彼女の使命の一つであろう。

　まさしくアメとムチだ。

　メリニと花梨を取り上げておいて、その一方でエシェンや他ほかの姫ひめ巫み女こ達には変わらず省吾の寵ちよう愛あいを得るようにと命じる――この矛盾するかの様な緩急の付け方に、大抵の人間は混乱した挙げ句に、自分の都合の良い方を……受け入れ易やすい考え方を真実として選び取る事になる。

　だが今の省吾にそれは無い。

　モーリィ達と出会う前であれば、『園ガーデン』の『血族』と出会う前であれば、あっさりと籠ろう絡らくされていたかもしれない。だが、今の省吾には身の回りの事実を一歩引いて俯ふ瞰かんする癖がついている。安寧におもねるのはひどく容易たやすい事だが、それは同時に思考停止を引き起こすと、彼はよく知っている。

「救世主様の、夜の無ぶ聊りようをお慰めするのも姫巫女の務めで御座います故――」

　そっと寝台の脇わきに跪ひざまずきエシェンがそう声を掛けてくる。

　省吾は目の焦点を寝台の天てん蓋がいに据えたまま――視界の端でエシェンの姿を見る。

　普段の巫女服にしてからが、十代の少年にしてみれば赤面ものの薄さと仕立てだが、今のエシェンは殆ほとんど裸に等しい。薄絹を申し訳程度に身に纏まとってはいるものの、入口からの逆光を受けて、その身体の線は露骨なほどにはっきりと省吾の前にさらけ出されている。

　強いてその姿をメリニと比べれば……より妖よう艶えんというか豊満な印象が在る。

　男なら欲情せずにはいられまい。

　事実、省吾は無節操に反応する自分の下半身を感じてはいた。

　だが――

「申し訳ないけど」

　省吾は溜ため息いきをついて言った。

「今はそういう気分じゃないんだよ」

　それは――エシェンの立場からすれば冷たく突き放された様に聞こえたかもしれない。

　しかし省吾の顔を覗のぞき込むエシェンの表情は変わらない。妖よう艶えんな――獲物を弄いらう猫を思わせる笑みを浮かべて彼女はむしろ身を乗り出した。

　枯葉色の瞳ひとみがむしろ挑発的に瞬まばたく。

「メリニではないから……ですか？」

　メリニの名を唱えるその瞬間――エシェンの表情に何かが過よぎった。

　計算され尽くして形作られたその笑顔が、一瞬、揺らいだかの様な。

　勿もち論ろんそれは省吾の目の錯覚であったのかもしれないが――

「メリニを随分とお気に入りになられていた様ですね」

　エシェンはそろそろと――省吾の許可も得ないまま彼の身体に掌てのひらを這はわせる。

　自分の方がメリニよりも省吾を悦よろこばせる事が出来る、と言わんばかりである。こうした誘惑を仕掛けてくるのはアフィニエも同じではあったが……何ど処こか悪戯いたずらを仕掛けてくる様な、おどけた雰囲気の在ったアフィニエとは何か違う。

　むしろ獲物を狙ねらう肉食獣の様な――奇妙に張り詰めた凄すご味みがそこには在った。

「ですが――私ならメリニよりもショウゴ様を悦ばせて差し上げる事が」

「エシェン」

　ここで初めて首を動かして彼はエシェンの顔を正面から見た。

「性欲の解消なら間に合っている。手近な女の子に片っ端から手を付ける節操なしだと思われるのは、ちょっと不愉快だな」

「いえ……決してそのような」

　エシェンは若干たじろいだ様な表情を見せてから……首を振った。

「ただ私はショウゴ様の――」

「ショウゴ様は」

　硬い声がエシェンの台詞せりふを遮さえぎった。

「夜よ伽とぎの必要は無いと仰おつしやってるのよ――少なくとも貴女には」

「…………」

　戸口に立つのは小柄な影だった。

　ペルテアである。

　武門であるインペラス家の姫ひめ巫み女こは、ただそこに自然体で立っているだけだ。だがむしろアフィニエの夜よ這ばいを咎とがめに来た時よりも遙はるかに剣けん呑のんな雰囲気を彼女は帯びていた。

「ペルテア」

　エシェンが言った。

　決して大きな声ではないが――明らかに目上の者が格下の者に何かを命じる際の、一語一語を押し付けるかの如ごとき強い口調だった。

「下がりなさい。序列第五位、インペラス家の姫ひめ巫み女こが、序列第一位の――コードラン家の姫巫女たる私に、命令できるとでも？」

　あるいはハーチェッタ辺りならば怯ひるんで言葉に詰まったかもしれない。

　だがペルテアは小揺るぎもしなかった。

「序列など関係が無いわ。ショウゴ様の意志が最優先。違う？」

「…………」

「必要なら実力行使に出る事も出来るけれど？」

「……ショウゴ様」

　縋すがる様な眼でエシェンは省吾の方を見つめてくるが――省吾は首を振った。

「悪いけれど先に言った通りだよ。今は君を抱こうとは思わない」

「分かりました」

　エシェンは短く溜ため息いきをついて省吾の寝台から離れる。

「今は――ですね」

　確認する様な口調である。

　この程度では諦あきらめないという事だろう。

　エシェンは静かな足取りでペルテアの立つ戸口へと歩いていく。無言で脇わきに退いたペルテアに一いち瞥べつをくれると、そのままエシェンは歩み去っていった。

　背筋を伸ばして――ある種の舞踊を想わせる滑らかな足運び。

　歩き方からして徹底的に叩たたき込まれた者の、無駄の無い身のこなしだ。

（あの子はあの子で必死なのかもしれないな）

　遠ざかっていく微かすかな足音を聞きながら省吾はそんな事を思う。

「ショウゴ様――」

「助かったよ」

　一礼して自らも立ち去ろうとするペルテアに省吾は言った。

「ありがとう」

「……どうなさったんですか？」

　微苦笑を浮かべてペルテアが言う。

　彼女は扉を閉めて省吾の側そばに歩み寄った。

「アフィニエの時とそう変わりは無いと思うのですが」

「まあそりゃそうなんだけどね」

　やや――くだけた口調に切り替えて省吾は言う。

　メリニがいない今、省吾にとって最も近しく頼りになるのはペルテアだ。

　一応セネカやアフィニエ、ハーチェッタも共に省吾に対して忠誠を誓ってはいるものの――いや、だからこそ彼女等の前では、省吾は努めて自信に満ちた『主』としての態度を採る様にしている。『自分の側につけ』と要求しておきながら、省吾自身が不安な表情や態度を見せては、彼女等も心許無く感じてしまうだろう。

　だが……ペルテアは別だ。

　彼女の前でだけ省吾はいつもの、何の虚勢も伴わぬ、本来の少年として振る舞える。

「どうも……慣れない事をしていると、疲れるよ」

　身を起こし寝台の上に腰を掛けた状態で省吾は苦笑した。

「本物の救世主、本物の英雄になるんだって決めた。だからこの程度でへばってちゃ駄目なんだけどね。ただ、時折――」

　自分の膝ひざ元もとに視線を落とす。

　握って。開いて。己の掌てのひらを見つめながら省吾は自じ嘲ちよう気味の笑みを浮かべた。

「ふと……なんて言うか、居ても立ってもいられない様な気持ちになる。自分は本当に正しいのだろうか――とか」

「ショウゴ様……」

「このまま実は〈レネゲイド〉に従っていた方が、良いんじゃないか、とか。俺おれがもっと大人しくしていれば、花梨も人質にとられたりせず、メリニも姫ひめ巫み女こ役を降ろされる事は無かったんじゃないか、とか。気を緩めると途端に、色々な後悔が襲ってくる様な気がしてさ――」

　手が震える。

　力を込めてそれを止めようとしても――むしろそれで震えが酷ひどくなる。

　単純に何かが怖いという感情ではない。だが武者震いでもない。

　ひどく漠然とした、しかし根深い不安感。

「上う手まくいっても多分、しばらくはメリニにも花梨にも会えない。〈レネゲイド〉の掌握もそうだけれど、『代行者パニツシヤー』の居場所が分からない以上、こっちから打って出る事も出来ない。ひょっとしたら『代行者』はもう二度と姿を現さないかもしれない。そうなったら俺の目標は永遠に果たされない――」

「ショウゴ様」

「実は、俺は何かとんでもなく間の抜けた事をしているんじゃないかって――」

「ショウゴ様ッ！」

　ペルテアは省吾の前に跪ひざまずいて言った。

「あ――ごめんよ」

　曖あい昧まいに笑って省吾は言う。

「変な愚痴を聞かせちゃったか」

「どうして――謝られるのですか」

　ペルテアはむしろ悲しげに言った。

「……え？」

「姫ひめ巫み女こは――私はショウゴ様をお支えする事が本分です。愚痴だろうと何だろうと遠慮無く仰おつしやって下さい。それを受け止められない様では、姫巫女失格です」

「そんな事はないよ。本当にペルテアには色々助けて貰もらってるよ。感謝してる」

「…………」

　切なげに――眼を伏せるペルテア。

「ペルテア？」

「…………」

　彼女は膝ひざ立だちになると腕を伸ばして省吾を引き寄せ――抱き締めた。

　省吾は驚きで身を強こわ張ばらせる。

　だが構わず愛いとおしげに省吾の事を抱き締めながらペルテアは言った。

「代わりで構いません」

「……ペルテア？」

「メリニの代わりで構いません。メリニの帰ってくるまでの間で構いません。私にショウゴ様を支えさせて下さい。お一人でそうやって何でも胸の内にしまい込んだりせずに、私に見せて下さい。ショウゴ様の苦悩を分け与えて下さい。でないと私は――」

「…………」

　ペルテアの胸に頭を抱かれながら省吾は――思わず彼女を抱き返しそうになる自分の腕を意識して押さえ込む。

　元より省吾はペルテアに好意を抱いてはいた。

　しかし……それは友人や妹に抱く様な、花梨に対するものと同様の、性的なものを伴わないものではあった。それは元々あっけらかんとしたペルテアの性格もあったし――何よりメリニが側そばに居たからだ。

　ただ……実を言えば気付いてはいた。

　ペルテアの省吾に対する様子が次第に変わってきていたのを。

　気付いていて気付かない振りをしていた。それは省吾の中に根付いている現代日本の倫理観や恋愛観が、メリニ以外の少女に対する気持ちを許さなかったからだ。

　トリファスキアータに対して忠誠の代償として彼女を抱く事を了承した省吾だが、それとこれとはまた話が違う。そもそもエシェンに『手近な女の子に片っ端から手を付ける節操なしだと思われるのは不愉快だ』と告げたばかりだ。

　実際、省吾は今まで、アフィニエにしろ、トリファスキアータにしろ、エシェンにしろ、彼女等の求めを拒んできた。彼女等の姿態に情欲を感じなかったと言えば嘘うそになる。ただそうしないとメリニを裏切ってしまうと思ったのだ。

　多分、堰せきが切れれば止まらなくなる。

　そんな予感も在った。

　だから……

「…………」

　かといって拒み押し離す事も省吾には出来ない。

　それはペルテアが傷つくと分かっていたからだ。

　元々ペルテアは姫ひめ巫み女こ達の中では最初から省吾の寵ちよう愛あいに関する争奪戦を一歩引いた処ところから――セネカとはまた別の意味で――見ている印象が在った。それはメリニが居たからという遠慮も在ったろうし、女の魅力よりも武術家としての能力で省吾に仕えようという一種の矜きよう持じも在ったろう。他ほかの少女達に比べて女性としての魅力が一段劣ると自分で勝手に思い込んでいた様な節も在る。

　だからペルテアはいつもあっけらかんとした態度で省吾に接してきた。

　そしてだからこそ――今こうしているのは、彼女の中の留めようの無い激情の結果なのだろう。

　それはきっと純粋で……それ故に脆もろいものだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「……ペルテア」

　押し付けられた胸の奥で彼女の心臓が激しく鼓動しているのが分かる。

　柔らかな乳房の感触が理性とは別の処ところで省吾の男としての本能を刺激する。

「多分、辛いよ」

「望むところです」

「俺おれは――多分、最後には君を傷付けるよ」

　メリニが戻ってくれば自分は間違いなくメリニをとる。

　それは恐らく揺らぎようの無い未来だ。少なくとも省吾にはそう思える。あるいはメリニはペルテアとの関係を許すかもしれないが――元より姫ひめ巫み女こ達はそういった事を覚悟の上で省吾の元に来ている――彼女達を等しく扱える自信が省吾には無い。

　結局、ペルテアは傷付くだろう。

　しかし……

「何も残らずに後悔する位なら」

　ペルテアは囁ささやく様に言った。

　彼女らしく――ひどく決然と。

「傷の一つも頂きとう御座います」

「…………」

　気持ちが抑えきれない。

　省吾は半ば無意識の内にペルテアの身体を抱き返していた。



　　　

「――成る程ね」

　廊下の壁に背中を預けて立ちながらアフィニエが呟つぶやいた。

「押しの一手じゃ駄目かぁ。我ながら単純過ぎた訳ね」

「…………」

　隣に立っているのは赤面したハーチェッタである。

　省吾の部屋に仕掛けられた盗聴用の伝声管はメリニによって塞ふさがれてしまっている。なので最近は専ら、奇き蹟せき術による盗聴を行っている訳だが――メリニと省吾の情事についてはそろそろ慣れを覚え始めた姫巫女達も、さすがに積極的なトリファスキアータやアフィニエを差し置いて、省吾がペルテアを抱くとは考えていなかった。同時にペルテアがああいった行動に出るという事も想像の外であった。

　ちなみにエシェンとセネカの姿は無い。

　あるいはアフィニエ達と同様に奇蹟術を用いての盗聴をしているかもしれないが――「私も言ってみようかな。『傷の一つも頂きとう御座います』って」

「それは……二度目はいくらなんでも通じないと思うけど」

「それもそうか。うーん」

　アフィニエは腕を組んで唸うなる。

　そんな彼女を眺めながら――

「アフィニエ」

「なに？」

「貴女は、どうしてショウゴ様に忠誠を誓ったの？」

「…………いきなりね」

「だって」

　ハーチェッタは困った様な表情を浮かべて言った。

「アフィニエ……何も要求しなかったじゃない」

　忠誠の代償として省吾に求めるものを――だ。

「ハーチェッタだってしなかったでしょ。あ――だからか」

　アフィニエは肩を竦すくめて言った。

「んー。どうしてかなあ。まあ単純に惚ほれちゃったってのが分かり易やすいんだろうけど、何だか違う気もするのよね」

「…………」

「意地かなあ。どうしてもこの人を心底私に惚れさせたいっていうか」

「でもそれは」

「まあ無理でしょうけどね。それでもね。面白いっていうか……やり甲が斐いはありそうなのよね。ああいう人、〈レネゲイド〉には今まで居なかったし。正直、〈レネゲイド〉の在り方がいい加減、行き詰まってるのは私も感じてたのよ」

「それは――」

　言いかけて、ハーチェッタは言葉に詰まる。

　あるいは彼女が省吾に忠誠を誓ったのも、その辺りに理由が在るのかもしれない。

　神の死より延々と数百年にわたって運営されてきた秘密結社〈レネゲイド〉。

　一種の内向きに閉じた――一定の外部との接触や相互干渉はあるにせよ――組織の中で純粋培養されてきた価値観や思考法は、どうしても極端なものにならざるを得ない。そしてそれは極端故に常に崩壊の危険性を孕はらむ。

〈イコノクラスト〉という最終目標達成の為の手段が現実化した時から、〈レネゲイド〉は少しずつ軋きしみ始めてはいたのだ。

　当初の目標を打ち立てた者は既に亡く、今の構成員達は生まれた時から最終目標を定められて生きてきた。彼等は盲信的に〈レネゲイド〉の始祖達が定めた目標に向けて一心不乱に団結し、眼の前の作業を繰り返していくだけで良かったのだ――今までは。

　だが『代行者パニツシヤー』の存在を屠ほふり得る〈イコノクラスト〉の完成によって、〈レネゲイド〉の者達は迷走を始めつつある。最終目標であった『代行者の排除』『人間による完全支配』に手が届く段階となった現在、秘密結社としての結束力が弱まり、五氏族の水面下での足の引っ張り合いが始まっているのだ。

　また……〈レネゲイド〉の組織そのものの老朽化という問題も在る。

　始祖たる『五人の罪人』達が生きていた頃ころから基本的に変わらぬ組織の理念は、一種の原理主義的な思考停止を引き起こす。数百年の間に変化した文化、情勢、価値観といったものを無視して〈レネゲイド〉による世界支配を目論む考え方そのものが、既に時代遅れと化しつつある。

「兄様が変えてくれるんじゃないかって――思ってたんだけどね」

「ネロ・オトルチ様？」

「うん。今でもそう思ってる部分はあるんだけど。でも――ショウゴ様もあるいは、とか思っちゃうのよね」

　アフィニエは愉たのしげに笑う。

　確かに――実業家としての表の顔を持つネロは、〈レネゲイド〉の中でもあまりに急進的で――かつ、それ故に異端的な存在だ。彼は積極的に〈レネゲイド〉外部に干渉し、そこからの知識や経験を〈レネゲイド〉に持ち込んでいる。

　保守的なパルマスやタイロイドにはそれが面白くない様だが――

「私は――所しよ詮せん、小物なのよね」

　やや自じ嘲ちよう的な笑みを浮かべてアフィニエは言った。

「小物って……」

「ペルテアみたいに武術の才能が抜きんでてる訳でもないし、ハーチェッタみたいに奇き蹟せき術の才能が抜きんでている訳でもないし。身体も小さくて、体力や筋力にも欠けるし。そうなると元々備わってる『女』を使うしかないんだけどさ。それもこの体たらく。いっそ馬ば鹿かになって当たって砕けろ、って感じに思い切っちゃえば良いのかもしれないけど。それも出来ない」

　肩を竦すくめるアフィニエ。

　盗聴中の省吾の部屋からはペルテアの押し殺した息遣いが聞こえてくる。

「だから――周りに不満が在っても、自分でどうにかは出来ない。私には状況を変える力が無い。肉体的にも精神的にもね。なら……どうにか出来る人の側そばで、真っ先に変わるのを見たいのよ。〈レネゲイドが〉――世界がね、変わっていくのを」

「それをするのがショウゴ様って事？」

「うん。そうじゃないかなって思った。内向きに閉じて行き詰まった世界に変革をもたらすのは、大概の場合に『外』からの何かでしょ？」

「でも――」

　ハーチェッタは躊躇ためらいがちに言った。

「世界を変えるのが、もしネロ様の方だったら？」

「まあその可能性も、あるかもね」

　とアフィニエは小悪魔じみた笑みを見せる。

「…………」

　ハーチェッタは黙り込んだ。

　アフィニエの真意を測りかねている――いや朧おぼろ気げながら見えるからこそ困惑してもいるのだろう。アフィニエの台詞せりふはつまり、『場合によっては省吾への忠誠を棄すてて兄に再び乗り換える』という意味にもとれるからだ。

「まあ元々セネカの言葉を借りれば私や兄様は〈レネゲイド〉の裏切り者らしいから。別に何か立場が大きく変わった訳じゃないのよね、私は」

「……それは……」

「むしろ私はハーチェッタが、忠誠を誓った事の方が驚きだったけどね。別にあそこで拒んでも、ショウゴ様の性格からすれば、ハーチェッタを殺したり、幽閉したりはしなかったと思うけど？」

「それはそうだけど」

　ハーチェッタははにかんだ様な笑みを見せる。

「私は……なんて言えば良いのかな。不謹慎かもしれないけれど、今のこんな生活が気に入ってるの」

「今の？」

「ええ。大変な事も多いけれど。何だか――楽しいのよ。ショウゴ様が居て、皆が居て、そういうの。あまりマブロ家の外の人間と話したり暮らしたりする事も無かったから」

「ふうん？」

　アフィニエがハーチェッタの、やや俯うつむき気味の顔を覗のぞき込む。

　長身の姫ひめ巫み女こは視線を逸そらし、少し頬ほおを赤らめながら、言葉を続けた。

「だからこのまま皆で一緒に居たかった――そんな感じかな。その為にはショウゴ様に頑張って欲しかったし。私は、その為なら、頑張れる気がしたのよね」

「ハーチェッタらしいっていえば、らしいわね」

「そうかしらね」

「その結果として父親を裏切る事になっても？」

「…………」

　ハーチェッタの表情が強こわ張ばる。

　そう。マブロ家の長であるタイロイドはハーチェッタの実の父だ。それ故にこそタイロイドは全幅の信頼を以もつてハーチェッタを姫ひめ巫み女ことして選び、省吾の元に送り込んだ。

　だが――

「〈イコノクラスト〉を駆って『代行者パニツシヤー』を倒す事――それは〈レネゲイド〉もショウゴ様も目的は同じ。だから正直、私は裏切りだとは思っていないの」

「――詭き弁べんだよ」

「そう……かも」

　微苦笑を浮かべるハーチェッタ。

「ただ、メリニやカリン様を取り戻したいってショウゴ様の気持ちも分かるし」

「……何にしても」

　アフィニエは廊下の奥を振り返る。

　そこには――新参の姫巫女の部屋がある筈はずだった。

「エシェンには気取られない様にしないとね。コードラン家のお歴々が私達の言い訳を聞いてくれるとは思えないし」

「……うん」

　同じ方向に視線を向けながらハーチェッタも表情を引き締めて頷うなずいた。



　　　

　誰だれも与あずかり知らぬ闇やみの底で討議を続ける意志の集合体が在った。

　いや――それを意志と呼ぶのには語弊が在ろう。

　それらには主体が無い。それらの主体は既に亡い。ただその存在の痕こん跡せきが、谷間に響く木霊の如ごとく、互いに影響を及ぼし合いながらそこに残っているだけである。

　今は亡き主体の望んだ事を代わりて実行する為に。

　故にそれらは『代行者』と呼ばれる。

　正式には『神罰代行者』――滅びし神の復ふく讐しゆう代理人。

　可能な限りに残酷で無惨な方法を用い人類を苛さいなみ続ける悪夢。

　それは無力な人間にとって絶対的な驚異であり運命の同義語でもあった筈だ。

　だがその絶対性は今や揺らぎ始めている。

〈イコノクラスト〉。

　人間達がそう呼ぶもの。

　神の遺い骸がいを用いて創つくり上げられた忌まわしき最終兵器。

　その力は絶大で――その上限は未知数だ。

　故に『代行者』達は慎重に正面衝突を避けてきた。

　時には津波の様な自然災害をぶつけ。

　時には暴徒と化した人間達をぶつけ。

　三体の『代行者パニツシヤー』が喪うしなわれてしまった時点で直接的な対決を回避してその能力の計測と弱点の探求を行ってきた。だがその結果として得られたものはただ『不明』の結論のみである。

　これはある意味で当然の結果ではあった。

　元より神の残像にして被造物である『代行者』達が、曲がりなりにも神の肉体を使って創つくり上げられた――否、再構築された『神』の能力を見切る事など出来る筈はずも無い。まして諸もろ々もろの情報を総合するに、あの巨大擬神機の中に居るのは『代行者』達の力が直接的には届かない異世界人である可能性も高い。

　そう。かつてこの世界を創り上げた『神』と同じく。

　ならば……付け入る隙すきはその『神』以外の部分でしかない。

　人間の部分。

　例えばあの〈イコノクラスト〉を運営する組織――〈レネゲイド〉。

　だが既に一度エクノドラス真教会をぶつける作戦は失敗に終わっている。

　ならば別の方向からの攻略を目指すしかない。

　つまり――

（巨大擬神機の中の人間について）

（人間心理の方向からの攻略について）

（『ショウゴ』と呼称される人間個体について）

（『ショウゴ』との名称の情報について）

（探査体の再現記憶の内部に残っていた情報）

（この『ショウゴ』と巨大擬神機の内部に居る人間が同一個体である確率）

（八割と算定される）

（試験的な作戦の実施に値する数値と認定する）

（肯定する）

（肯定する）

（肯定する）

（探査体五七九五の肉体情報についての提供を求める）

（提供する）

（外見的相似性に関する人間の心理作用について）

（状況四四○六における人間心理は種別七八の恐怖に該当すると推測される）

（肯定する）

（肯定する）

（肯定する）

（探査体五七九五の情報によって成立し得る作戦案の構築）

（六七案）

（内で最も賛同の多いものを実行に移す事を提案する）

（肯定する）

（肯定する）

（肯定する）

　計り知れぬ深しん淵えんの底で人型の呪じゆ詛そ達は討議を繰り返す。

　怒りも。悲しみも。悦よろこびさえも無く。

　ただ機械的に。

　最大多数の最大不幸を目指して――



　　　

　表面的には――屋敷における生活は穏やかな日々が続いていた。

　勿もち論ろん、姫ひめ巫み女こ達は省吾の命に従ってメリニと花梨を救い出す為の機を窺うかがっている。場合によっては何か事故か騒動を引き起こして、という考えだが、さすがに省吾と姫巫女達だけでは中々そうした状況を創つくり出すのは難しい。勿論、派手に動いてこちらの考えが〈レネゲイド〉の上層部に気取られてしまっては元も子もない。慎重に動く以上、時間が掛かるのは仕方が無かった。

　エシェンに関しても大きな変化は無い。

　あの夜よ這ばいの日から彼女は比較的大人しくしている。あるいは省吾がペルテアを抱いた事に関しても気付いているのかもしれないが――殊更に何かエシェンがその事について言及する事も無く、日々の雑務をそつなくこなしている。

　ペルテアはペルテアで態度を変えない。

　武術修練も相変わらずの厳しさだ。

　元より、省吾の寵ちよう愛あいを得たからといって、それを周りに誇る様な性格の少女ではないが……今のペルテアは強いて普段の自分を維持しようとしている様子が見て取れる。むしろその変わらなさ加減に不安を覚えた省吾が、ひょっとして無理をしているのではないかと尋ねた処ところ――ペルテアはただ苦笑して『己の分はわきまえてます』とだけ言った。

　それはさておき。

「…………」

　湯気の中に溜ため息いきが混じる。

　相変わらず浅い風呂に寝ころぶ様にして浸かりながら――省吾は独りになって頭の中で状況についての知識を整理していた。

　セネカが調べた限りメリニと花梨が囚とらわれている場所は同じく〈聖せい廟びよう〉の中で、距離的にもそう離れていないらしい。ただしどういう場所なのか、二人がどういう状況であるのかまでは不明。ただ、花梨については食事や衣服が用意され運ばれている様子が無い事から、何らかの方法で『冬眠』の様な状態にさせられているのではないか、との事だった。

　奇き蹟せき術は直接的に異世界人である花梨の身体には作用しないが――彼女の周囲の環境に奇蹟術で干渉する事によって、彼女の『固有時間を止める』事は理論的に可能だとハーチェッタが言った。またそうした高度な奇蹟術運用の為の、固定式擬神装置が改めて〈聖廟〉に運び込まれた記録も在るという。

　恐らく花梨は『生きても死んでも居ない』状態で拘束されていると考えるのが妥当だろう。単なる幽閉ではなく、わざわざ彼女をその様な手間のかかる方法で閉じ込めている事については理由は分からなかったが、何にしても未まだ彼女に関して、状況は絶望的ではない。

　メリニについてはバルド・コードランの思惑がどの辺りに在るのかによって異なるだろうが、いきなり殺害されたりする事はないだろう、というのがセネカの意見だった。姫ひめ巫み女ことしての任を解かれたとしても、元よりメリニは優秀な人材であるから、単に殺しては無駄が多い。また万が一、省吾がメリニの解任を不服として暴れた場合に、すぐエシェンと交代して差し戻せる様にしておかなければ、あまりに危険が高い。

　恐らくは様子見の状態――セネカの判断はそうなっていた。

　そう。

　メリニにしても花梨にしても未だ希望は在る。

　だが――彼女等を救い出す為の『機』がなかなかに掴つかめない。

　出来るだけ人的被害を出さず、〈イコノクラスト〉本体の損害も出さず――〈イコノクラスト〉が破損によって身動きできない時に『代行者パニツシヤー』が現れては元の子も無い――どうやって騒ぎを起こし、どさくさ紛れに二人を救出するか。

　恐らく許された時間は少ない。

　静かな焦燥感が省吾をじわじわと苛さいなんでいた。

　だから――だろう。

　彼女が近付いてくるのに気付かなかったのは。

「ショウゴ様」

「……えっ、あ……」

　一人の筈はずの浴場で名前を呼ばれ――省吾は驚いて目を開けた。

　風呂場に忍んできて省吾を誘惑するのはアフィニエの得意技ではあったが、そこに立っていたのはオトルチ家の姫巫女ではなかった。

「……エシェン」

　コードラン家の新しい姫ひめ巫み女こは、髪を結い上げ、タオルの様な大きめの布を身体に巻きつけている。ただしそれはエシェンの左手で端を押さえられているだけのもので――彼女が手を離せばすぐに剥はがれて足元にわだかまるであろう状態だ。

　彼女が何を目的に浴室へと忍んできたのかは一目瞭然だった。

「ショウゴ様」

　エシェンは婉えん然ぜんと微笑ほほえみながら省吾と同じ湯船に足を踏み入れる。

「失礼いたします」

「――気にしないでいいよ。俺おれはもう上がる処ところだ」

　言って省吾は布で前を隠し立ち上がる。

　だが――

「お待ち下さい」

　言って白い手が省吾の左手を掴つかんだ。

「私では御不満ですか……？」

　縋すがる様な眼でエシェンは省吾を見つめてくる。

　勿もち論ろん、眼を逸そらしその手を振り払う事も出来た。

　だが――

（……なんだ？）

　省吾はある種の既視感を感じ、改めてエシェンを眺めた。

　そう。既視感だ。

　彼女とは未まだ出会って数日だというのに、ずっと以前この表情を見た覚えが在る様な気がしてしまう。あるいは部分的にメリニに通じるエシェンの容よう貌ぼうがそんな感覚を呼び覚ましているだけなのかもしれないが――

（ああ、そうか）

　そこで省吾は納得した。

（この子はメリニに似てるんだ）

　それも出会った頃ころのメリニに。

　それは容姿という意味ではなく、自分の立場に何ら疑問を抱かず、むしろそれに縛られて追い詰められているかの様な――そしてその自覚すら無いかの様な、奇妙な危うさ。

　出会った当初のメリニにもそれはあった。

　そして今眼の前にいるエシェンにも。

（コードラン家の姫巫女としての重責を果たそうとする圧迫感か――）

　恐らく他ほかの価値観や生き方を選び取る自由など彼女等には無かったのだろう。

　自分に許された生き方に必死でしがみついているのだ。

　元より生き方が一つしか許されないなら、そこから導き出される価値観――物差しも一つしか許されない。だからそうした人間はモノの見方がひどく単純化されるし、その結果として何かの勝ち負けや優劣にひどく拘泥する……

（この子も――）

　むしろ性欲よりもある種の憐れん憫びんを省吾はエシェンに感じた。

　優しい口調で省吾は言った。

「魅力的だとは思うけどね」

「ではどうして――」

「君は君の意志で此こ処こに居る訳じゃないからだ」

　省吾の言葉は――しかしエシェンには分からなかったらしい。

　彼女はかぶりを振って再び上目遣いに省吾を見つめた。

「今日はただ、私の事を知って頂きたくて参上したまでで御座います。ショウゴ様――ショウゴ様はメリニのどこがお気に召したので御座いますか？」

「…………」

「末席の姫ひめ巫み女こなどを……ペルテアまでもお抱きになって――なのに私をお抱きにならないのはどうしてで御座いますか？」

　何ど処こか必死の――ねじれた哀願すら混じる口調でエシェンは言った。

「…………」

　省吾は無言。

　それに焦じれたのかエシェンは身を寄せて――叫ぶ様に言った。

「何が――私の何がメリニに劣ると仰おつしやるのですか!?」

「それを聞いてどうするの？」

「…………」

　エシェンは何も答えぬまま省吾の瞳ひとみを見つめ続けていたが――やがてふと逃げる様に視線を外した。

「……どうしてあの様な……野良猫を……」

「野良猫？　メリニの事？」

「…………」

　唇を噛かんで俯うつむくエシェン。

「エシェン？」

「……私は父上――バルド様と実際の血縁関係に御座います。それに対しメリニは孤児でした。〈レネゲイド〉の崇高な理想を、連綿と受け継いできた血統の者ではありません。私の方が姫巫女には相応ふさわしい筈はずです、どう考えても……！」

「…………」

「なのにいつもいつも彼女が私より優秀だと評価される……父上ですら、私ではなくメリニをショウゴ様の姫ひめ巫み女こに据えました！」

　この少女は本当に分かっているのか。

　姫巫女に選ばれるという事は、単にバルド・コードランの道具として、『救世主』という男に差し出される人身御供だという事に。

「しかし、今やメリニは姫巫女失格の烙らく印いんを押されました。代わって私が――エシェン・コードランが救世主様を支える番となりました。ならば私はメリニに勝ったのです！」

「…………」

　省吾は無言。

　それを肯定ととったのかエシェンは婉えん然ぜんと笑って両手を伸ばし省吾の身体を抱き締める。

　彼女の身体を覆っていた布が足元の湯の上に落ちた。

「私の方がメリニより優れているのです、あらゆる面で！　血統も！　能力も！　容姿も！　なのにどうしてショウゴ様はメリニを抱けて、しかもインペラスの巫女の様な者までお手つきになさりながら、私の事は拒まれるのですか？」

「――エシェン」

　省吾は自分の声がひどく冷えているのを感じた。

　裸の少女に同じく裸で抱き締められながら――しかし興奮は既に遠くひどく憐れん憫びんと虚脱感だけが胸を満たしていく。

「君とメリニの決定的な違いを一つ見つけたよ」

　省吾は静かに言った。

「メリニは俺おれを見てくれてる。ペルテアもだ」

「私は――」

「君が見てるのは君だけだ。誰だれも見てない」

「…………」

「分からない？　ならば――それが理由だよ」

　省吾の声にはむしろ憐あわれみが含まれている。

　だが――エシェンは怪け訝げんの表情を浮かべるばかりだ。

　本当に分からないのだろう。例えば生まれつき眼の見えない人間に赤と白の違いを教えるのは――不可能とまでは言わずとも極めて困難であるのと同じく、そもそも他人は『蹴け落おとし自分の居場所を確保する為の比較対象物』でしかない人間に、他人への愛情や献身を説いても理解は出来まい。

　以前の省吾ならエシェンのこんなものの考え方を不愉快に思ったろう。

　だが今はむしろ哀れにも思う。

　顕れ方が違うだけで、それはモーリィにも、トリファスキアータにも、そして昔のメリニにも在ったものだ。思考停止の果てに単純化された価値観に縋すがる。それはきっと、過酷な環境の中では仕方の無い自衛手段なのだろう。

　この少女も多分――被害者だ。

「ショウゴ様……？」

「君を責めるつもりは無いけれど、俺おれは――」

　そこまで言ったその時。

「――ショウゴ様！」

　浴場の出入口にて叫ぶ声がする。

　省吾はエシェンの肩を掴つかんで身体を押し離して肩越しに背後を振り返る。

「――なに？」

「御入浴中、失礼します！　只ただ今いま――『代行者パニツシヤー』出現の報が入りました！」

　扉越しのせいでやや聴き取りにくいが、ハーチェッタの声である。

「出撃準備をお急ぎ下さいませ！」

「分かった。すぐに行くよ」

　そう応こたえてから省吾は一度だけエシェンの方を振り返る。

「この話はまた――いずれ」

「はい」



    

  
    
      



    

  
    
      　ぎこちない笑みを浮かべながらエシェンは頷うなずいた。



　　　

「――来た」

　街の片隅にて夜空を見上げながら一人の少女が呟つぶやいた。

　ぼろぼろの布を身に纏まとい裸足はだしで歩く――まるで浮浪者の様な少女。

　良識の在る者が見れば眉まゆを顰ひそめかねない格好だが、しかし今現在、彼女に注目している様な人間は一人も居ない。街の外に突如として出現した巨大な人型の影に誰だれもが眼を奪われていて――小汚い少女一人になど注意を払っている余裕が無いのだ。

「予測到着時間よりも早い」

　少女はまた呟く。

　聞く者も相あい槌づちを打つ者も側そばには居ない。少なくとも居ない様に見える。だが少女は構わず虚空と会話するかの様に言葉を続けた。

「肯定。肯定。予定に変更は無い。全探査体に同期命令。肯定。事態が第四段階に移行後は各個の論理的判断により移動、及び実行。肯定」

　少女はそこまで言って――眼を細める。

　同時に轟ごう、と空が啼ないた。

　分厚い雲を突き破り、闇やみ色の天から降りてくる巨大な黒い人型。

　それは――

「――〈イコノクラスト〉」

　少女は無表情に言った。



　　　

　コキチェの街は山間の小さな街だった。

　左右を峨が々がたる山脈に挟まれ――それ故に周囲から隔絶された印象すら在る。だがそんな場所でも人間という生き物は黴かびの様に、錆さびの様に、いつしか侵入し、定着し、拡大し、領域を成す。

　今……コキチェの街はしかし滅亡の危機に瀕ひんしていた。

　山肌から街の上に、のしかかる様にして生える巨大な平面。

　人の姿をしていながらその実体の無い――自ら立ち上がる影。

　それは高密度呪じゆ詛その集合体であり、神の遺のこした悪夢である。

『代行者パニツシヤー』。

　この世界ソロンの人間達にとってそれは逃れられない死の象徴であった。

　だが……

「――一体だけ？」

　省吾は怪け訝げんの声を漏らした。

　超巨大擬神機〈イコノクラスト〉――此こ処こはその中枢たる御者席である。

　狭く閉ざされたその空間は、しかし聖光の朧おぼろな光に満たされており、省吾の五感も〈イコノクラスト〉のそれと同調して開放的な全能感に満たされていた。

『聖せい廟びよう』での整備を受けた為、〈イコノクラスト〉の機体状態は良好だ。また省吾にも逡しゆん巡じゆんや躊ちゆう躇ちよ、ましてや恐怖は無い。強いて言えばメリニの代わりにコードラン家の姫ひめ巫み女ことして今回から実戦参加するエシェンが不安要素ではあるが――今の処ところ、彼女は問題無く各種奇き蹟せき術機関の遠隔調整作業をこなしている。

　省吾の側に対『代行者パニツシヤー』戦における不安要素は無い。

　だが――

（……まずいな）

　そう考える省吾が居る。

　実を言えば彼は、エシェンを除く姫巫女達四人と、一つの計画を立てていた。

〈イコノクラスト〉の出撃と帰還――この際は最も『聖せい廟びよう』内が騒然とする。殆ほとんどの人間がこの巨大擬神機とその周辺施設への作業に忙殺され、様々な余裕が無くなる。となれば人質たるメリニや花梨への警備が最も薄くなるのも必至だ。

　更に――『代行者』と戦い部分破損した〈イコノクラスト〉ならば、その修理だの、聖遺物の不活性処理などで人手を喰くう上に、不安定な状態に陥ってもおかしくない。

　つまり『事故』が起こり易やすい。

　奇蹟術の暴発や装置の暴走を含め、騒ぎを演出し易いのだ。

　これに乗じてレオン達にメリニと花梨を救出して貰もらう――それが省吾達の立てていた作戦だった。既にレオン達にはセネカを通じて連絡をつけてある。彼等は『聖廟』近くに待機しており、省吾達が騒ぎを起こせば即座に行動に出て貰う様に話をつけてあった。

　勿もち論ろん……レオンや姫巫女達を何ど処こまで信用できるのか、という不安感は付きまとうが、時間も方法も限られた現状では、彼等を信用して事を起こさない事には何も始まらない。

　だが……

（――今回、〈イコノクラスト〉は苦戦してみせないと駄目なんだよな）

　あくまで不可抗力としての『事故』を起こしたいのなら、『代行者』との戦闘で手て酷ひどくやられたという風に――実際の損害はともかく――見せておかなければなるまい。だが既に二体の秩序守護者の同時攻撃にも耐え、勝利している〈イコノクラスト〉が、今更『代行者』一体に手こずるとは思えないし、もし実際に手こずったとしても、〈レネゲイド〉に対する説得力に欠ける。

（二体か三体出てきてくれないと――いや、でもコキチェの街を守る事から考えれば、倒し易やすい敵というのは歓迎すべきなんだろうけども）

　考えながら省吾は〈イコノクラスト〉を身構えさせる。

　相手が一体ならば格闘戦が最も確実な戦闘方法だろう。

〈誅ちゆう神しんの刃〉が〈イコノクラスト〉の右腕から伸び、注入された原罪物質が冒ぼう涜とく領域を発生させる。この刃ならば物理的実体を持たない『代行者パニツシヤー』をも切り裂ける。

　省吾は〈イコノクラスト〉を『代行者』に向けて進ませ――

「――!?」

　突然――視界が色づいた。

　全てが薄墨を流したかの様に黒く不吉で抑え込まれた色彩に変化していく。

「なんだ――煙？」

　そう。

　それは空気そのものについた色。

　黒煙を薄めたかの様な――暗色の霧が辺りを覆っていくのだ。

　発生場所は『代行者』――それ自体が、黒煙を薄っぺらな透明の膜に閉じ込めたかの様な存在。そしてその透明の膜に無数の小さな穴でも開いているかの如ごとく、『代行者』の全身からは忌々しく黒ずんだ霧が流れ出ているのであった。

「これは……」

　不吉な予感が省吾の脳裏を過よぎる。

　それを証するかの様に――

『ショウゴ様！』

　通信回路を伝い、ハーチェッタの声が届く。

『防御の為に力場展開を！　念の為に、各部を気密閉鎖します！』

「これは何だ!?」

『詳細は未まだ分析中ですが、毒物である可能性が高いかと』

「毒――」

　省吾は全身に鳥肌が立つのを感じた。

　恐怖を感じた訳ではなかった。脅威を感じた訳でもなかった。そもそも〈イコノクラスト〉は毒ガス程度でどうにかなる代物ではない。先にハーチェッタが言っている様に、御者室を含め各部を閉鎖してしまえば何ら問題ない。それどころか必要とあれば〈イコノクラスト〉は水中でも活動できる。

　だが――

「ケインパクス……」

　忘れようの無い忌まわしい記憶が省吾を戦せん慄りつさせる。

　未まだこのソロンに来たばかりの頃ころ、最初に見せ付けられた『代行者パニツシヤー』の脅威。

　ケインパクスの街を襲った悲劇の一部始終。あの時、省吾は望遠鏡で遠目に見ていただけであったが、街を襲う毒霧にじわじわと死にゆく少女の姿は、今も脳裏を離れない。

　だが……

「もうあの時の俺おれじゃないぞ……」

　あの時の省吾はただ怖おそれ怯おびえるしかなかった。

　だが今の彼には〈イコノクラスト〉がある。

　そして何よりも自覚と目的が在り――そして仲間が居る。

　方向性を与えられた力は、そうでない力の何倍も何十倍も強い。

　故に……

「こんなもの……！」

　轟ごう音おんを響かせて〈イコノクラスト〉は動き始める。

　巨大な鋼鉄の足を山肌にめり込ませながら巨大擬神機が両手を掲げた。

　同時に全身の奇き蹟せき術機関が稼働――それに伴い使用された火薬の薬やつ莢きようが、金色の雨となって巨人の周囲に降り注ぐ。

　相手は毒の霧。

　掴つかみ所が無く切り裂いても叩たたき砕いても意味が無い。

　ある意味ではこれ程に始末に負えない――性悪な攻撃もないだろう。それはしずしずと人々に忍び寄って神経を冒し死に至らしめる。剣も槍やりも盾も意味が無い。

　だが――所しよ詮せんは霧だ。

　剛体でない。それは積極的に抵抗する力を持たない。

　ならば――

（――吹き飛ばしてやる）

　より大きく広い力の干渉によってそれを退け散らす事は出来る。

　例えば――

（風を……！）

　省吾の意志に反応して全身の奇蹟術機関が稼働する。

　悲鳴じみた音を立てながら〈イコノクラスト〉の全身から糸の様に白い光が四方八方へと放散されていく。同時に姫ひめ巫み女こ達が慌ただしく声を掛け合いながら奇き蹟せき術機関の調整をしている様子が耳に届いたが――省吾は彼女等を信じて細かい事に注意を払わず、ただ自分の中のイメージを練り上げる事に集中した。

（平面の風じゃ駄目だ。一方向の風じゃ駄目だ。それは――全てを駆除出来ない）

　ザフェの街を襲った津波と今回は一見すると同じ種類の脅威に見える。

　確かにそれは掴つかみ所が無く、単純に砕き散らす事は出来ない。

　だが――今回の攻撃が決定的に違うのは、毒それそのものが脅威だという事である。津波を構成する海水は、津波という現象に結実しない限り脅威ではない。だが毒はただそこに在るだけで毒であり人間にとっては致命のものだ。

　故に――単純に吹き飛ばすだけでは駄目だ。

　ではどうする……？

（毒をコキチェの街に到達させちゃいけない）

　ならばどうする？

（その全てを掻かき集めて棄すてなければならない）

　例えば床にこぼれた水を無くしてしまいたいと思う。

　この場合にどれだけ指先で水を掻いても無意味だ。ある方向から力を加えても流体は力の向かっていない方向に逃げてしまうだけで散らす事すら出来ない。

　それは吸い取らなければ。

　ならば――

（巻け……！）

　省吾は己に――己に繋つながっている巨大擬神機に命じた。

　命令を受けた奇蹟術機関が、彼の最も望む現象を生み出すべく更に稼働率を高める。

（回れ。回転だ――回転で引きずり込め！）

　必要なのは渦のイメージ。

　回転のベクトル。

　渦動する空気。

　竜巻。

　触れるもの全てを巻き込み天空の彼方かなたに運び去る巨大な柱――！

「おおおおおおおぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉッ！」

　省吾の叫びと共に――〈イコノクラスト〉が突き出した右の掌てのひらの先、虚空に黒い渦が発生した。

　それは当初緩やかに回転するだけであったが……

「おおおおおおおおおあああああああああああああッ!!」

　省吾の怒号と共に勢いを増す。

　ぐるぐると無限に収束されていく円。

　瞬またたく間にそれはろくろの上の粘土の如ごとく、柔らかにうねる綺き麗れいな筒を成し――更に上へ上へと伸びていく。周囲の黒い霧はそこに巻き込まれ、巻き込まれた結果として生み出される真空がまた更に外側の霧を呼び込んで、黒い竜巻は成長を繰り返す。

　まるで世界そのものを己の回転の中に巻き込もうとするかの様に。

（焦るな――焦るな）

　省吾は慎重に竜巻を制御する。

　回転数を上げて更に強く毒の霧を巻き込む事は可能だ。だがあまりに竜巻を成長させてしまうと、コキチェの街さえもそこに巻き込んでしまう可能性が在る。過ぎたるは及ばざるが如ごとし――焦っては全てをし損じる。

　同時に……

（『代行者パニツシヤー』――）

　この毒の霧の発生源はどんどんと姿を薄れさせており、今にも消えそうな状態になっている。これは『代行者』が逃亡を始めているのか、それともその身そのものを攻撃と換えているのか――何にしても油断する訳にはいかない。

「だああああああああああああああああああッ！」

　視界に通常の色彩が戻る。

　省吾は竜巻を維持しつつ――その内に巻き込まれ、上空に運ばれた毒の霧に意識を向ける。それが化学物質であれ『代行者』であれ、そのまま除よけただけでは再び脅威となる可能性が高い。

　ならばこれを無害なものに変質させる必要が在る。

「〈擬神の掌てのひら〉！」

『え？　でもショウゴ様それは――』

『了解、全力支援いたします』

　躊ちゆう躇ちよの声を漏らすハーチェッタに、しかしエシェンが覆い被かぶせる様に言う。

「ハーチェッタ、無理でも、やるんだ」

　省吾は強く――わずかに、エシェンに気付かれぬ程度に抑揚を強調して言った。

　それだけで彼女も理解したらしい。

『分かりました、万が一被害が出た場合にも最小限に抑えて見せます！』

「――頼む」

　省吾は言った。

　同時に、意識を集中する。

　竜巻を維持する右腕はそのままに、〈イコノクラスト〉の左腕を掲げる。

　巨大な鋼鉄の掌から放たれる細く白い光――聖光。

　同時に超高速で稼働を続ける奇き蹟せき術機関が悲鳴を上げ、ばらばらと更に腕から大量の空薬やつ莢きようが落ちていく。手首の辺りが一回り太くなったかの様に装甲板が展開。無意味に放散されていた聖光が空中で曲がり、回転しつつ紋章を描く様に組み合わさっていく。

〈擬神の掌〉。

　それは他ほかの装備と異なり直接的な兵器ではない。

　物質組成を変換する――組み替えてしまう為の奇き蹟せき術式を載せた装置だ。一種の錬金術装置と言っても良いだろう。

　勿もち論ろん、処理能力に限界は在る上、物質組成を変換する際には具体的な変換後の組成を意識していないと機能しないが――毒物を無害化する程度の事は未完成のこの装置でも可能な筈はずだ。

　そしてもう一つ。

　省吾には狙ねらいが在った。

　未完成な奇蹟術機関。

　ならば比較的破損と暴走を演出し易やすいのではないか。

　途中からハーチェッタが意見を翻したのは、省吾のこの意図に気付いたからだ。

（――上う手まく動いてくれよ）

　とはいえ毒物の無効化そのものは上手く行かないと困る。

　省吾の意志に従い――奇蹟術式を掌てのひらの上に展開した〈イコノクラスト〉は左腕を竜巻の中に突き込んだ。



　――轟ごうッ！



　一際激しく爆発じみた音が響き渡る。

　同時に突き込まれた掌から放たれた白い光が、複雑な模様を描いて竜巻の上を滑り、上空へと駆け上っていく。ただの灰色の『塔』だった竜巻が、精せい緻ちな紋様を刻み込まれた前衛芸術の様な様相を帯び、断末魔の様にうねる。

　そして――

「――ッ!!」

　省吾の声にならない叫びと共に竜巻が発光する。

　次の瞬間、〈イコノクラスト〉の全身――特に左肩から腕に至る部分で大量の火花が飛び散り、鋼鉄の軋きしみが辺りを聾ろうするばかりに響き渡った。

　同時に竜巻の回転が――止まる。

　きし……と硝子ガラスの軋む様な音と共に白く染まった竜巻は、次の瞬間、飛散。

　それらは無害な雨粒となって〈イコノクラスト〉に――そしてコキチェの街に降り注いだ。

「はーっ……はーっ……はーっ……」

　省吾は荒い息を吐きつつ辺りを確認。

『代行者パニツシヤー』の姿は無い。

　逃げたのか――それとも今の毒霧に己の身を換えきってしまって消滅したのか。

　これは後で姫ひめ巫み女こ達に確認すれば済む事ではあろう。恐らく近くで〈レネゲイド〉の飛行船団は一部始終を記録している筈はずだ。

『お見事でした、ショウゴ様』

　エシェンがそう告げてくる。

『これより〈フルヴァス〉による機体回収作業に移ります。お疲れで御座いましょう、そのままでお待ち下さいませ』

（さすがにメリニの次に送られてくるだけはあるか……）

　省吾はそう考える。

〈イコノクラスト〉の出撃から、戦闘終了まで――既に何度もの実戦を経ている姫巫女達の足を引っ張る事無く、むしろ第一の姫巫女に相応ふさわしく、戦闘支援の現場を取り仕切っていた感さえ在る。

　勿もち論ろん、戦闘の矢面に立つのは省吾の乗る〈イコノクラスト〉である訳だが、それを考慮した上でも、初陣とは信じ難い有能さであった。

『ショウゴ様』

　ふとペルテアが声を掛けてくる。

　彼女は今、エシェンと同じく〈フルヴァス〉に乗っている。インペラス家の飛行船は現在、再建造中だ。恐らく次の出撃には間に合う事になるだろう。

『足元を御覧下さい』

「…………」

　言われて――省吾は足元に目を凝こらしてみた。

〈イコノクラスト〉の視覚は倍率調整も自由自在だ。勿論、迂う闊かつな高倍率を設定すれば歩くのも難しくなるが――望遠鏡に眼を当てたまま歩く様なものだ――直立した位置から、足元に置かれた書物の細かな文字を読む事だって出来る。

　そこには……数多くの人々の姿が在った。

　恐らくコキチェの街から駆け付けてきた人々だろう。

　拳こぶしを突き上げて歓喜の絶叫をする者達が居る。涙して祈りを捧ささげる者達が居る。『英雄』に雄叫びを捧げ、『救世主』を称えて止まない人々が居る。

「……良かった」

　心からそう思う。

　とっくの昔に死んだ神。

　既に居ない者の自己満足の為に殺される人間など居てはならない。

『はい』

　労ねぎらいの口調でペルテアが言う。

　同時に――黎れい明めいの空にプロペラの音を響かせながら巨大飛行船が〈イコノクラスト〉の頭上へと到達した。



　　　

『代行者パニツシヤー』による毒霧の脅威を寸前の所で救われたコキチェの街。

　恐らく住民達にとっては最も長かった夜が終わり、山間から差し込んだ朝陽が街の上に降り注いでいる。街には、去りゆく黒い鉄巨人に対する住民達の声が溢あふれていた。

　歓声、喝かつ采さい、称賛、驚嘆、感謝……。

　人じん智ちを超えた〈イコノクラスト〉の偉業に、人々の感動はどこまでも手放しであった。

　例外はただ一人。

　街の片隅で空を見上げる少女のみ。

「――肯定。気取られている様子は無い」

　やはり淡々と虚無を相手に少女は言う。

「肯定。肯定。否定。肯定。故に状況は続行を提案。肯定。肯定。肯定。肯定」

　見えない誰だれかとまるで何かを打ち合わせているかの様な――奇怪な独り言。

「肯定。肯定。肯定。否定。問題無いと判断する。次の段階まで全『探査体』は待機。四六二番を除き、全『探査体』は第四段階に移行後、各種設定値を調整、以後、『攻撃体』と呼称。四六二番のみ『探査体』として観察を続行。肯定。肯定。肯定。肯定――」

　少女は歓よろこびに沸くコキチェの街を背に歩き出す。

　黎明の太陽が大地に刻む影が――長々と少女の足元から伸びていた。



    

  
    
      
第三章　聖廟異変



　トリファスキアータは眼が見えない。

　これは近親交配を繰り返した結果としてしばしば現れる遺伝的疾病の結果だ。彼女は失明したのではなく生まれた時から光というものを知らない。だからそもそも彼女の脳において視覚を処理する為の神経系は殆ほとんど使われていない。

　この十数年間――ずっと。

　だが。

　脳組織とは普通の人間が思っている以上に機構的な意味での柔軟性が在る。

　例えば――複雑に絡み合う神経細胞の『網』は、特定の部分が失われたとしても、他ほかの部分が相互補完的に『網』を再構築して機能を回復しようとするという現象が確認されている。リハビリと言われる行為はつまり、この機能回復能力の促進と考える事も出来る。

　つまり脳の神経系は汎はん用よう性せいが高く――色々な部分に応用が利く。

　では元より眼の機能が省略オミットされているトリファスキアータの場合、余裕の在る脳神経は何に使われるのか。

　勿もち論ろん――他の感覚器官の情報処理に使われる。

　盲目状態の期間が長い人間の場合、しばしば聴覚や触覚といった他の感覚が発達し、これを補おうとする。普通の人間よりも高度で高速な聴覚情報や触覚情報処理が行われ、それらの総合的な情報の集積で脳内に『像』を結ぼうとする。

　言ってみればある種の動物と同じだ。

　コウモリやイルカの類たぐいは聴覚によって――音の反射で脳内に画像を描く事が出来るという。視覚の利かない闇やみや海底においては、むしろ光学的な感覚よりも音響的な感覚の方が正確に空間を把握する事が出来るからだ。

　つまり。

　トリファスキアータは光を感じる事こそ出来ないが、特定状況下では眼の見える者以上にはっきりとものを『視みて』いる場合が在る。

　故に――

「…………？」

　屋敷で省しよう吾ごの帰りを待っていたトリファスキアータはふと顔を上げた。

　意外としっかりした足取りで彼女は窓辺に歩み寄ると、両手で窓を開く。

　途端――一気に明確さを増した轟ごう音おんが彼女の顔を打った。

「ショウゴ様のお帰りでする」

　呟つぶやくトリファスキアータ。

　彼女はぼんやりと表情の緩んだ顔を上空に向ける。

　そこには確かに――彼女の言う通り〈イコノクラスト〉を吊つるした〈フルヴァス〉が悠然と空を横切っていく姿が在った。

「…………」

　トリファスキアータは小さく首を傾かしげる。

「あの方達は誰だれでするか……？」

　神を産む胎はらとして『血族』の〈園ガーデン〉で生まれ、そこから出た事の無かったトリファスキアータには様々な面で一般常識が欠けている。また元より光学的視覚の無い彼女には普通の人間とは別な世界が『視みえて』いる。

　だからこそ彼女はそれが異常な事とは理解できなかった。

　即ち――黒い巨大擬神機のあちらこちらに小さな人影が取り付いているという事が。

　普通の人間には見えない様な――視線の届かぬ、装甲と装甲の隙すき間ま、奇き蹟せき術機関の隙間、そういった諸もろ々もろの小さな空間。そこにまるで獲物にたかるアリの如ごとく、びっしりと身を潜めている小さな人影。

　響く音の細かな違いから、対象空間内の物体を精密に把握する事の出来るトリファスキアータだからこそ、それに気付く事が出来たのだ。

　しかし……その存在に気付きながら彼女はそれに戦せん慄りつしない。

　ただ茫ぼう洋ようとした表情で『血族』の少女はそこに佇たたずむだけだった。



　　　

「――さて」

　轟ごう音おんと共に頭上を通り過ぎていく巨影を見上げてから、レオンは腰から拳けん銃じゅうを引き抜いて弾を確認した。

　その身一つで奇蹟術も使える彼であるが――やはり咄とつ嗟さの際には銃や刃物の方が頼りになる事が多い。聖句を長々と唱えているよりは、引き金を引き、あるいは腕を一いつ閃せんさせるだけで相手を沈黙させる事が出来る武器の方が性に合っているのだ。

「準備はいいか？」

　振り返った先には二つの人影。

　一人は擬ぎ神しん杖じようを携えた眼鏡の若い娘――アンジェリット。

　もう一人はフードを目深に被かぶった、一見すると性別すら不明の存在――デュメリリエ。

　レオンの側そばに付き従う二人の娘は共に無言で頷うなずいて見せた。

「セネカからの連絡が入り次第行動に移る。目標は『聖せい廟びよう』第四階層南東第二区画に幽閉されているメリニ・コードランと、同じく第四区画で奇き蹟せき術機関により拘束されているカリン・テシガワラ」

　レオンは何ど処こか楽しげに言った。

「可能であれば『事故』に偽装しての行動となる。勿もち論ろん、現場の状況次第だが。万が一、強奪が不可能であれば……」

「不可能であれば？」

　デュメリリエが問う。

「殺せ」

　レオンは端的に告げた。

「二人が死ねばショウゴの行動には自由度が増える。〈レネゲイド〉に対する不信感から相対的に俺おれ達への依存心も増えるだろう。勿論、俺達が殺したとショウゴに悟られては困る。その場合は『事故』なり〈レネゲイド〉側の暴走なり……何か分かり易やすい『原因』を用意しておいてやれ」

「…………」

　デュメリリエは僅わずかに身じろぎする。

　アンジェリットは表情をも揺らがせずただ静かに頷うなずいた。

「以上だ。『聖廟』の地図は頭の中に入っているな？」

「はい」

「はい」

　娘達が頷くのを確認してレオンは歩き出す。

「さて――では行くか。囚とらわれのお姫様達を救い出しに」



　　　

〈イコノクラスト〉と飛行船の収容作業は順調に進んでいた。

〈フルヴァス〉から数十本の鎖によって吊つり下げられ――ゆるゆると『聖廟』の底へと降ろされていく鋼鉄の擬神。着底後、五つの部位に分解されて収納されればとりあえず収容作業は終わって省吾も解放される事になる。

　だが――

（そろそろ……か）

　省吾は御者室の中で機を見計らっていた。

　収容作業中の事故。〈イコノクラスト〉の誤作動。それによって『聖廟』内に騒ぎを起こすのが彼の目的であった。騒ぎに乗じて予め待機していたレオン達が『聖廟』内に侵入――メリニと花か梨りんを救出する。

　正直言ってかなり大雑把で荒っぽい作戦ではある。

　だがメリニ救出までに許された時間はそう多くない――少なくとも省吾やエシェンを除く姫ひめ巫み女こ達はそう考えていた。故にこそ、多少の不確実性の在る作戦でも省吾は賭かけに出ざるを得なかった。

　とりあえずハーチェッタに頼んで〈イコノクラスト〉に簡単な誤作動を起こさせる為の奇き蹟せき術式を組んで貰もらっている。勿もち論ろん、簡単な誤作動といっても〈イコノクラスト〉が腕を間違って動かすだけで、『聖せい廟びよう』内には大きな被害が出るだろうし――当然、大騒ぎになるだろう。

〈フルヴァス〉以外の飛行船は既に収容作業を終えている。

　省吾は〈フルヴァス〉の下で揺られながら『誤作動』の瞬間を待つ。

『聖廟』の被害は大きすぎても小さすぎてもいけない。あまりに大きすぎれば死者が出るだろうし、それ以上に〈イコノクラスト〉の運用に支障をきたす恐れがある。それでは意味が無い。あくまで騒ぎは起こしても一時的なもので――被害も極めて短期間に修復される程度が望ましい。

　元々が大雑把な作戦だけに実際の実行には細心の注意が必要だ。

「…………」

〈イコノクラスト〉の脚部が『聖廟』床に着底する。

　そして――

（――よし）

　省吾は御者室の片隅に急きゅう拵ごしらえで設置された――セネカのお手製だ――小型の奇蹟術機関に手を伸ばす。これを作動させれば〈イコノクラスト〉の制御用奇蹟術回路にある種の雑音信号ノイズを発生させ、誤作動を誘発する事が出来る筈はずだった。

　だが――

「――？」

　何かぞわりと悪寒が省吾の背筋を駆け上る。

「な……なんだ？」

　その正体が分からない。

　自分自身の身体に生じたものなのか、それとも〈イコノクラスト〉の機体に生じたものなのかさえも判別がつかない。それはまるで薄い膜の様に省吾の感覚を覆い、微妙な違和感を彼の五感に生じさせていた。

「なにが――」

『ショウゴ様！』

　悲鳴じみた声が省吾の意識に突き刺さる。

　それは――ペルテアの声だった。

『〈イコノクラスト〉に――』

「なに、なんだ、何が起こった!?」

『ショウゴ様、これを』

　やはり焦燥と驚きょう愕がくの滲にじんだエシェンの声が響く。

　同時に省吾の視界の片隅に――恐らくは〈フルヴァス〉から捉とらえた映像の転送なのだろう――異様な情景が映し出された。

　一瞬、省吾はそれが何なのか分からなかった。

「…………！」

　それは頭上――真上から見下ろした〈イコノクラスト〉の姿だった。

　省吾が〈イコノクラスト〉そのものの姿を、それも真上から見下ろす事はまず無い。それは人間が自分の頭頂部を見る機会が殆ほとんど無いのと同じ理屈だ。省吾が乗っていない限りは〈イコノクラスト〉を結合させる事も無く――当然ながら、省吾が乗った状態ならば、彼はその状態では自分自身に等しい〈イコノクラスト〉を見る視点を得る事は、本来ならば無い。

　だが。

　省吾の理解力が一瞬及ばなかったのは、その視点の特異性故の事ではなかった。

　何か奇妙なものが〈イコノクラスト〉の全身から、その装甲や奇き蹟せき機関の隙すき間まから、まるで虫の様にわらわらと這はい出してくるのだ。

　なにが？

　それは――

「人間っ!?」

　それは〈イコノクラスト〉の全身に取り付いた無数の人間であった。



　　　

〈イコノクラスト〉が着底すると同時に作業員達は駆け出した。

　作業は迅速に行われなければならない。本来〈聖遺物〉を一カ所に長時間集めておくのは危険だと言われている。故に速やかに〈イコノクラスト〉を五つの部分に分解し、五氏族それぞれが管理する格納塔の中に移動させねばならない。

　だが……

「――ん？」

　作業員達は顔をしかめて立ち止まる。

　明らかに場違いなものがそこには在った。

　いや――居た。

「なんだ？」

「おい、どこから入った？」

「っていうか――」

　作業員達が戸惑うのももっともだろう。

　そこに立っていたのは一人の少女だった。

　一糸纏まとわぬ裸体を晒さらして、ぼんやりとした無表情を浮かべながら〈イコノクラスト〉の足元に悠然と立っている。

　何の脈絡も無く。

　異常な情景だった。

　その白い肌や剥むき出しの乳房、性器に対して劣情を覚えるよりも前に、作業員達は先まず少女の正気を疑った。こんな場所で裸になってこの少女は何をしているのかと。

「おい。お前――」

　作業員が少女の肩に手をかける。

　そして――

「何者だ？　どこから――」

　作業員の言葉は途中で途切れた。

　少女が振り返り白い手を伸ばす。

　その細い指先が弄いらう様に作業員の頬ほおを撫なでて、まるで掌てのひらは蜘く蛛もの様にその顔を這はい上がり、そして――

「ぎげっ……!?」

　ずぶりと指先が作業員の眼がん窩かに突き込まれた。

「な――」

「おい!?」

「何をしやがる!?」

　痙けい攣れんする仲間を見て、他ほかの作業員達が叫びながら少女に掴つかみかかる。

　だが少女は顔を掴み――両眼窩と口にそれぞれ人差し指と中指、親指を引っかけて――眼を潰つぶした作業員の身体をその細腕で軽々と振り回した。

「……！」

　吹っ飛ぶ作業員達。

　ぶちまけられる血。

　使い終わって折れた棍こん棒ぼうを投げ捨てる様に、眼窩と口からだらだらと血を流している作業員をその場に放り出し、少女は平然と歩き出す。手近な作業員に向けて。

「おい!?」

「貴様っ!?」

　吹っ飛ばされたのとは別の作業員達が、少女を取り押さえようと工具を片手に飛び掛かる。武器を持ったのは賢明な判断と言えたが――生あい憎にくと、少女はその程度のものでどうにか出来る様な、尋常の存在ではなかった。

「…………」

　鋼鉄の工具が容赦ない勢いで少女の肩に振り下ろされる。

　作業員は肩の骨くらいは砕く積もりだったろう。何しろ仲間が一人明らかに致命傷を負わされている。殺しても良い位だ。頭部を狙ねらわなかったのは、捕まえた後で尋問をする事を考えたからだろう。殺してしまっては背後関係を探り出せない。

　だが……

　ごきりと音がして少女の肩がいびつな形に歪ゆがむ。

　だが――

「…………」

　少女は全くの無表情だった。

　痛みに顔をしかめる事も無く。

　怒りに眼を剥むく事も無く。

　ただ淡々とその白い右手を伸ばして作業員の手を掴つかみ――

「――！　や、やめ――」

　逃げられないように捕まえておいてから、その左手を叩たたき付ける。

　華きや奢しやな腕の軽い一撃。

　後も残らない様な、攻撃とさえ言えない様なその一打は、しかし劇的な効果をもたらした。作業員の首が有り得ない方向にまで回ってしまったからである。

「こいつっ！」

「バケモノ……!?」

　戦せん慄りつの声が周りの作業員達から漏れる。

　首の骨を折り殺した作業員の遺体をやはりゴミの様に棄すて――そして少女は次の犠牲者を求めて、ぺたぺたと間の抜けた音を立てながら、裸足はだしで『聖せい廟びよう』を歩き始めた。



　　　

「――一体何が、どうなっている!?」

　甲高い声で怒鳴りながら『聖廟』の廊下をタイロイド・マブロは歩いていた。

〈イコノクラスト〉の収容作業は取り立てて難しいものではない。今までにも問題らしい問題は起こった事が無い。無論――奇き蹟せき術式の相互干渉や幾つかの要因が重なって誤作動位のものは起こる可能性が在ったが……

「しゅ……襲撃が」

　タイロイドの横を歩きながら報告を持ってきた者は呻うめく様に言った。

「襲撃？　またエクノドラス真教会の連中でも来たというのか!?」

「いえ……それが」

「何者だ!?　何ど処この勢力だ？　確認できんのか!?」

「…………」

　報告者は戸惑った様に口をつぐむ。

　タイロイドは苛いら立だたしげに歩き――五氏族族長専用会議室へと足を踏み入れる。普段、きっちりと閉ざされている筈はずの扉は開け放たれ、中には、本来居る筈の無い兵士達が数名、銃や剣を手にして立っている。

「――マブロ卿きよう」

　振り返ってそう声をかけてきたのは、コードラン家の長であり、この会議室ではいつも議長として場を支配している、バルド・コードランであった。

「一体何が起こっているのですか!?」

「説明しにくい」

　バルドは言った。

「説明しにくい……？」

「御自分の眼で御覧になられるのが良かろう。言葉では恐らく正しく伝わらん」

　バルドが会議室の隅を示す。

　控えていた奇き蹟せき術師が短く聖句を唱えて擬ぎ神しん杖じようをかざすと、そこに蜃しん気き楼ろうの様な映像が映し出される。

『聖せい廟びよう』の中に立つ〈イコノクラスト〉と――その周りに群がる無数の人影。

　この五氏族族長専用の会議室は、『聖廟』内の〈イコノクラスト〉を見下ろせる位置に在り、壁の一部を動かせば直接目視できる位置に族長達は立つ事も出来る。それをせずにわざわざ奇蹟術を使っての中継画像を見せるという事は――

「これは……………こ、これは!?」

　タイロイドは愕がく然ぜんとその映像を見つめた。

　無数の人影は――全員が同じ顔をしていた。

　それは裸の少女達だった。

　彼女等は一糸纏まとう事も無く、未まだ成長しきっていない姿態を惜しげもなく晒さらしながら、〈イコノクラスト〉にまとわりつき、あるいはそこから降りて『聖廟』内を歩き回っている。その姿はどれもこれも同じで、顔立ちは勿もち論ろん、手足や髪の長さから、肌の色、眼の色、ありとあらゆる部分が大量生産品の様に似通っている。いや――似ているというよりも全く同じだった。

　異様な光景である。

　恐らく〈イコノクラスト〉の各部に潜んで侵入を果たしたのだろう――同じ顔をした少女達は慌てふためく〈レネゲイド〉の作業員達に近付いては、力仕事など到底無理としか思えないその細い腕で、彼等を殺していく。

　繊手が振られる度に首がへし折られ、あるいはねじ潰つぶされ、作業員達が血ち反へ吐どを吐きながら床に這はう。無論――工具を振りかざしたり、銃を持ち出したりして反撃をする者達も居るものの、少女達は不死身なのか、殴られようが、撃たれようが、まるで意に介する事も無く、血を流し、あるいは首をおかしな角度に折り曲げたまま、作業員達を襲うのを止やめないのだ。

「有り得ない――なんだ、なんだこれは!?」

「現在、警備兵を向かわせているが、正直、何ど処こまで対処できるかは未知数だ」

　インペラス家の長――ゼブロンが重々しい声で言った。

「そもそもこの者達が何者なのか皆目検討がつかん。銃弾も刃物も効かない。映像を見る限り肉体を物理的に破壊する事は可能な様だが――」

　ゼブロンの言葉通り、少女達は別に幻影でもなければ、鋼鉄でもない様だった。あくまでその身体は柔らかな肉によって出来ているらしく、刃物で切れば皮膚が裂けて血が出るし、銃弾を撃ち込めば銃創が生じる。

　だが、それだけだ。

　本来ならば致命傷となる程の深い傷を受けながら、しかし少女達は動きを止めない。

　手足を切り落とされれば、胴体で床を這いながらもその口で相手に食らい付く。しかも手を切り落としても足を切り落としても、本人が拾ってくっつけてしまう。

　切り落とした筈はずの腕が、少女の無事な方の腕で拾われ、傷口にくっつけられると、再び何事も無かったかの様に動き出す――そんな様子を見て、さすがのタイロイドも悲鳴じみた声を漏らした。

　悪夢だ。悪夢以外の何物でもない。

「まさか『聖せい廟びよう』内で爆発物を使う訳にもいくまい」

「奇き蹟せき術でも〈イコノクラスト〉が起動中となれば相互干渉の可能性があります」

　ゼブロンとネロの言葉にパルマスが青ざめる。

「ではどうすると――」

「――恐らく」

　ネロが呟つぶやく様に言った。

「ここまで不条理極まりない事態となると、詳細の理屈はさておき、生み出せる者は限られてくると思われます」

「――！」

「『代行者パニツシヤー』か」

　愕がく然ぜんと息を呑のんで絶句するタイロイドの代わりに、バルドが言った。

「ならばまともに対抗できるのは」

　ネロは映像の向こうを透かし見る様な眼で言った。

「やはり〈イコノクラスト〉のみかと」



　　　

『聖せい廟びよう』内は騒然としていた。

　元よりそれはレオン達にとって予定されていた事である。故にアンジェリットの記憶していた隠し通路の一つから、彼等はろくに怪しまれる事も無いまま『聖廟』の中に侵入する事が出来た。騒ぎは『聖廟』の中心である縦穴から波及していた為、外に対する警戒は極めて薄くなっていたのだ。

　だが――

「――妙だな」

　レオンは廊下を歩きながら呟つぶやく。

　彼の後にはアンジェリットが、そして今はいつも身に帯びているフード付きローブを脱いだデュメリリエの姿が在る。

　デュメリリエは、長身の若い娘だ。

　長く伸ばした大きく波打つ黒髪を、今はうなじの辺りでくくり、レオン達と同様に、予め用意してあった〈レネゲイド〉作業員の制服を着ている。

　デュメリリエは――はっきり言ってしまえば、さして美人ではない。四角くエラの張った顔は、むしろある種の癖が強く、男から見ればその容よう貌ぼうについては大きく評価が分かれてしまうに違いない。もっとも、その表情はひどく生真面目で、両眼には理知の光が色濃く宿っている。そこに彼女特有の魅力を感じる者は多いだろう。

「そうですね」

　アンジェリットが応じる。

「先程から――何か〈イコノクラスト〉の事故とは思えない会話が」

　そう言う彼女の横を、銃を片手に数名の作業員が駆けていく。その内の一人がレオン達を振り返って言った。

「おい、第六倉庫から、ありったけの予備弾を持ってこい！」

「分かりました」

　平然とレオンがそう応じる。

「あのバケモノ共――原型が残らない位に撃ち込んでやる！」

　叫んで作業員達は走っていく。

　しばしその後ろ姿を見送り――

「――バケモノ？」

「ひょっとして〈落とし子〉でも侵入したのでしょうか？」

　とデュメリリエが首を傾かしげる。

「さてな。だが何にしても俺おれ達の行動に変更は無い。いくぞ」

「はい」

「はい」

　二人の娘は頷うなずいた。



　　　

　省吾は混乱していた。

　訳が分からない。

　これは一体何が起こっている……!?

「――モーリィ……!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　先まず口から出た言葉はそれだった。

　モーリィ。

　荒野を彷徨さまよっていた省吾を助けてくれた優しい少女。

　省吾に根気よくこのソロンの言葉を教えてくれた少女。

　エクノドラス真教の敬けい虔けんな修道女。

　そして――哀れな殉教者。

　省吾は彼女がかつて『聖せい廟びよう』襲撃の際に命を落としているのを見ている。彼女が――恐らくは身に付けた爆弾を炸さく裂れつさせて――千々に砕け肉片となって消えるのを確かに見ている。それは〈イコノクラスト〉の感覚器官越しではあったが、間違いの無い事実だった。

　では……

　今この『聖廟』に溢あふれ、次々と作業員達を襲っているコレは何だ？

　モーリィの姿をしたコレは!?

『ショウゴ様、ショウゴ様、これは――』

「分からない、分からないよ！」

　奇き蹟せき術通信越しに伝わってくるペルテアの声に対して――悲鳴じみた声を上げる省吾。

『この顔、覚えが在ります。かつてショウゴ様を匿かくまっていたエクノドラス真教の――』

　そういえば姫ひめ巫み女こ達は逃げた省吾を回収する関係で、モーリィの顔を見ている。

「そうだよ、モーリィだよ――だけど、これは」

『ショウゴ様』

　ひどく淡々とした、冷静な声が割り込んでくる。

　それは――セネカのものだった。

『お気持ちを落ち着けて下さい。コレは人間では有り得ません。あるいは人間を基に作られたものかもしれませんが、少なくとも最も早はや、人間と呼べるものではありません』

「それは――」

　そうかもしれないが。

　でも。

『先ず間違っても御者室の扉を開かれたりなさらないで下さい』

「――わ、分かった」

『私の見立てでは……どう考えても此こ処こまで不条理な現象は『代行者パニツシヤー』によるものでしか有り得ません』

「…………！」

　――『代行者』

　屠ほふられし神の遺のこした呪じゆ詛そ。

　人間を永えい劫ごうに苛さいなみ続けるもの。

『元々――『代行者パニツシヤー』がどうやって我々を苦しめるための方法を検討しているのかという疑問は在りました』

　セネカは続ける。

　その声は、何もかもをひどく突き放した様な響きを帯びていて――それ故に省吾には途方も無く重く冷たく響いた。

『何十何百と続けられてきた『神罰』の多彩さはどうやって確保されていたのか』

『それは――に、人間に紛れ、人間の思考を追い……言ってみれば……人間の視点で恐怖を検討する存在が、居たのではないかと……言われてきました』

　ハーチェッタの震える声が更に続ける。

　人間は、例えば踏み潰つぶされるアリの恐怖を実感としては知らない。

　あまりにそれは立場も存在も違うから。

　ならば――人間の恐怖を知るには人間の視点が必要だ。

　つまり人間の恐怖を調査リサーチし『代行者』達に伝える存在が必要なのではないか……セネカやハーチェッタが言っているのはそういう事だ。

「モーリィがそれだってのか……？」

『あるいは、死んだ人間の形質をそのまま再利用しているのか』

　やはりセネカの声は冷たい。

　だが――この場においてはむしろ省吾の動揺を抑え込む形でそれは作用していた。

『何にせよ、もしこの想像が当たっているならば――これは小さいとはいえ、恐らく『代行者』の端末。普通の人間がまともに戦って勝てる相手とは……』

　そこでセネカの声が途切れる。

　代わりに割り込んだのは鋼鉄を何かが引っ掻かく音だった。

「…………」

　愕がく然ぜんと振り返る省吾。

　分厚い鋼鉄の扉。

　その向こうに何かが居る。

　何かが居て、開けろと扉を引っ掻き、叩たたき、引き剥はがそうと指をかけている。

　何が？

　当然それは――

「…………くっ……」

　省吾は恐怖に動どう悸きが激しくなるのを感じる。

　モーリィの顔をしたバケモノがそこにいる。

　何体も何体も……獲物にたかるアリの如ごとくに。

『――ショウゴ様。繰り返しますが、ショウゴ様はそこからでないで下さい。勿もち論ろん、扉を開けてもいけません』

　セネカが告げる。

『かつて何度かの戦闘で〈イコノクラスト〉本体の直接撃破が難しいと『代行者パニツシヤー』が判断したならば、当然、次に狙ねらってくるのは兵へい站たんを絶つ事か、もしくは、御者たるショウゴ様の抹殺』

「……！」

　省吾が死ねば〈イコノクラスト〉は動かす事が出来ない。

　同時に――〈レネゲイド〉が壊滅的な打撃を受ければやはり〈イコノクラスト〉は動かす事が出来なくなる。また次の『救世主』を召喚する事も出来なくなる。

〈イコノクラスト〉本体を破壊出来なくともそれだけで人類側の希望は潰ついえる。

　それは実に的確で――むしろ『代行者』側からすれば当然に打つべき策ではあった。

「じゃあ今回の出撃は――罠!?」

　恐らく、先のコキチェの街における毒の霧は、この恐るべき侵入者を〈イコノクラスト〉に取り付かせる為の、目め眩くらましに過ぎなかったのだ。〈イコノクラスト〉をおびきだし、予め配置してあった『端末』を送り込む。装甲の隙すき間まや奇き蹟せき術機関の隙間に潜んだ何十何百のモーリィ達は、まるで時限爆弾の様に、本拠たる『聖せい廟びよう』へと〈イコノクラスト〉が帰還したその瞬間――最も〈レネゲイド〉側の緊張と警戒が緩むその瞬間を待ち続けるのだ。

（――つまり）

　省吾は唇を噛かみながら考える。

（俺おれ達と同じ事を考えていた訳か――）

〈レネゲイド〉側の隙をつく。

　この点に関しては実の所、省吾達も同じ事を考えていた事になる。

　つまり予め用意していた『誤作動』の為の術式を使うまでもなく、『聖廟』は大混乱に陥ってしまった訳だ。

　しかし――

「くそっ……」

　このまま〈イコノクラスト〉や〈レネゲイド〉が潰かい滅めつさせられてしまっては、元も子も無い。ここまで大きな騒ぎになれば、そもそもメリニや花梨の安全も到底保証出来ないし、他ほかの姫ひめ巫み女こ達にも累が及ぶ可能性が高かった。

「どうすれば――」

『『代行者』本体ほどの絶対性は無い様です』

　ペルテアが言ってくる。

『たとえ殺す事は出来なくても、破壊して動かない様にする事は出来る筈はず。手足を切り落とせば――』

「無茶だ！」

　省吾は叫んでいた。

「ペルテア、無茶はするな！」

　彼女ならばそれこそ……剣や銃を片手に飛び出しかねない。

　だが彼女の武術はあくまで人間相手を想定して創つくり上げられたものだ。斬きっても撃っても死なない者を相手にする事など最初から考えられていない。相手が人の形をしている以上、或ある程度は通用するかもしれないが――

『ですがショウゴ様』

「分かってる、分かってるよ――」

　このままではまずい。

　勿もち論ろん、人数で言えば〈レネゲイド〉の側の方が圧倒的に多い。だがモーリィ達は見た限り不死身であり、熊くま並みの膂りよ力りよくを備えている。あるいは未まだ見せていないだけで、もっと恐ろしい能力を備えている可能性もある――『代行者パニツシヤー』の端末であるならば。十倍の人数が居たとしても勝てるとは限らない。

　まして戦闘が長引いて施設や人的な被害が拡大すれば、結局、〈レネゲイド〉は終わる。

　それは〈イコノクラスト〉の死と同義だ。

　今――手を打たなければ。

　だが一体どうやって？

〈イコノクラスト〉は津波を跳ね返し、竜巻を起こす事は出来る。

　だが此こ処こは『聖せい廟びよう』の中であり――また〈イコノクラスト〉の力は巨大に過ぎる。守るべき姫ひめ巫み女こ達や作業員達と、『敵』を区別できない。『敵』だけを選択的に選んで排除するには〈イコノクラスト〉は筐きょう体たいとしても破壊力としても大き過ぎるのだ。

（――『敵』？）

　その自らの思考に省吾は呻うめく。

　モーリィ。

　彼を助けてくれた少女。

　彼女を――殺す？

　いや違う。彼女は死んだ。死んだはずだ。此処に居るのは彼女の形質を利用しただけのバケモノだ。だから殺して良いのだ。殺しても――

「…………」

　がりがりと鋼鉄の扉を引っ掻かく音は止まない。

　その向こうにあの優しい少女と同じ顔をしたものが居る。

　まるで母の様に、姉の様に、傷付いた省吾を癒してくれた、あの少女と同じ顔をしたものが、省吾を殺そうとして鋼鉄の扉に爪つめを立てている……

「…………ッ……ハアッ……ハアッ……」

　動どう悸きが更に激しさを増し、呼吸が乱れる。

　覚悟できたと思っていた。

　本当の救世主としてこのソロンを救う覚悟。目標を見据え、そこに向けて努力を積み重ねていく覚悟。必要とあらば卑ひ怯きようにも残酷にもなる覚悟。そうしたものが出来たのだと省吾は思っていた。

　だが違う。

　そう思い込んでいただけだ。

　省吾の心はやはり未まだ十代の少年のままで。

　そんな――簡単に自分の想い出を割り切ったり切り捨てたりできなくて。

　人間はそう簡単に変わる事など出来ない。

　死んだと分かっていても、これは違うものだと分かっていても、こんなにもモーリィの姿に動揺せざるを得ない自分が居る。

「くそッ…………！」

　御者席の肘ひじ掛かけを拳こぶしで叩たたき、省吾は歯を噛かみ締めた。

　どうすればいい？

　思考が千々に乱れる。

　モーリィの存在に動揺する自分と。

　この打つ手の無い状況に焦燥する自分と。

（どうすればいい？　考えろ、考えろ、俺おれ――此こ処こで終わるなんて馬ば鹿かな事があってたまるか！　可能性が低くてもいい、とにかく――）



　――異音。



「――！」

　愕がく然ぜんと鉄扉を見つめる省吾の眼の前で、固定され、決して動かない筈はずの扉がわずかに浮いていた。気密さえ確保して閉ざされていたその二重の鉄扉が、こじ開けられようとしているのだ。

　入ってくる。

　モーリィの顔をしたものが。

　もう――考えている時間の余裕さえ無い。

「…………」

　省吾は御者席の下に括り付けてあった拳けん銃じゆうに手を伸ばした。



　　　

　巨大な縦穴。

　それは大地に穿うがたれた銃創の様にも見える。

「…………」

　その縁に立って、阿あ鼻び叫きよう喚かんの様相を呈し始めた底の光景をモーリィは――否、かつてモーリィと呼ばれた少女を再利用した『探査体』四六二番は見つめていた。

　元々死者の人体を再利用した『探査体』は大量に存在する。

　これにモーリィと呼ばれた少女の形質を代入インストールし、更に『攻撃体』としての機能を付与して投入する作戦。

　これは、『探査体』四六二番の主である第十番『代行者パニツシヤー』によるものだ。

　正しくは――第十番『代行者』は『探査体』四六二番の情報及び、その他の周辺情報から〈イコノクラスト〉の御者がモーリィという名の少女と知り合いであった可能性が高いと判断、元々存在した『攻撃体』による襲撃作戦に際し、このモーリィという少女の形質を『攻撃体』に付与する事を提案したのである。

『探査体』は『代行者』と繋つながっている。

　これは『攻撃体』も同じだ。

　今回の作戦が成功するにせよ失敗するにせよ『代行者』は歓喜もしなければ、落胆もしない。成功すればそこで対〈イコノクラスト〉行動は終了し、再び『代行者』は人類を苛さいなむだけの存在として活動する。失敗すれば、次の対〈イコノクラスト〉行動を採るだけの事である。そしてその為の情報収集が『探査体』四六二番に与えられた使命だった。

「……現時点では順調に進行中と認める。肯定。肯定。肯定。保留。肯定。保留」

　奇き蹟せき術回線で繋がった『代行者』達の討議を淡々と口にしながら……『探査体』は『聖せい廟びよう』を静かに見下ろし続けた。



　　　

　ぎぃぎぃと軋きしむ鋼鉄と鋼鉄の境目に亀き裂れつの如ごとき隙すき間まが生まれる。

　何ど処こかから漏れているのだろう――白い聖光に照らされてその隙間の向こう側に居るものの貌かおが見える。闇やみの中に斬きりつけて刻まれたかの様な、その隙間に、虚うつろな表情を浮かべた少女の貌が。

「モーリィ……」

　呟つぶやいてから省吾は胸の内でその言葉を否定する。

　違う。違うのだ。これはモーリィではない。

　人間ですらない……！

（……ああ…………）

　省吾は訳の分からない絶望感が全身を這はい回るのを感じていた。

　どうしてこんな不条理で残酷で異常で奇怪な……こんな事が有り得るのか。こんな意味不明な惨さに自分はさらされているのか。

　人間一人の力は所しよ詮せん限られていて。

　護まもれるものも所詮、そう多くなくて。

　常に何かを取捨選択する事を迫られて。

　でもそれすらも上う手まくいかなくて。

　世界はこんなにも――

（……ああああ…………）

　神の遺のこした呪じゆ詛そに刃向かう。

　神に抗あらがう。

　それは所詮、無理な――



　――どうした？



　嘲ちよう笑しよう含みの声が脳裏を過よぎる。



　――もう降参か？　ひひ……まあその程度だな。よく頑張った方だ。



　声はむしろ優しげに言った。

　それは蠱こ惑わくの毒を含んだ優しさではあったが。

　省吾はじりじりと扉を押し広げて御者室の中に侵入しようとするモーリィの偽物を見つめながらただその声を聴いていた。



　――投げ出してしまえ。誰だれもお前を責めない。ひひ……はは……所詮、一人の人間が世界を救うとか、そんな事が出来る筈はずがねえじゃねえかよ……？



「…………」



　――さあ楽になれ。



「…………」



　――お前はここまでだ。女も、世界も、お前には過ぎたもんだったんだよ。なあ？　香芝省吾？　お前は本当にそんな、ちょっと気持ちを切り替えただけで、世界を救えるような大それた人間じゃなかったろう？　ただのガキ一匹だよな？　だからお前は充分頑張った。ひひひひ……いいじゃねえか、もう。なあ？



「…………」

　省吾は短く息を吐き。

　そして――

「ありがとう」

　そう呟つぶやいた。

「思い出した。そうさ。たかが人間一人だ」

　呟いて――歯を剥むいて彼は笑った。

「俺おれも――お前もな！　神！」



　――…………



「所しよ詮せん、一人の人間が、世界を呪のろうとか、そんな事、いつまでも続く筈はずがねえんだよ！」



　――…………貴様は……



「全部返すぞ、神。俺は知った。俺は聞いた。お前はただの人間一匹だ。お前がばらまいた悪意を――だったら俺一人で叩たたき返す事だって出来る筈なんだ」



　――で？　実際にこのどうしようもない現実をお前はどうするんだ？



「手伝え。お前だって自分自身のまいた呪じゆ詛そに破壊されたくはないんだろう？」



　――…………



　しばらく声が聞こえてこなかったのは――さすがに呆あきれていたのかもしれない。

　だが……



　――ひひひひ。面白い。いいだろう。使えるものは敵でも神でも使うか。



「そうさ。俺おれはそれこそ――ガキ一匹だからな」

　自分の無力を認める処ところから人は本当の力を得る。

　ならば――



　――だが手伝ってやるだけだ。お前がやるんだ。お前がな。偉そうに吼ほえたお前がな。



　死した神の声はそこで途切れ……次の瞬間、省吾の意識はそれまで経験した事の無い深しん淵えんへと引きずり込まれていった。



　　　

「――!?」

　眼を瞬まばたかせてペルテアは眼下の光景を見つめた。

　止まっている。

　少女の姿をした怪物達が、一斉にその動きを止めたのだ。

「どういう事……？」

『好機！　一気に畳み掛けろ！』

　奇き蹟せき術回線を通じて作業員達や警備員達に指示を飛ばすゼブロンの声が聞こえてくる。

　これが千載一遇の好機である事は間違いなかろう。

　だが――どうして？

「……まさか」

　相手は『代行者パニツシヤー』の端末。

　ならばその動きに介入出来る者が居るとすれば。

「ショウゴ様!?」

　慌ててペルテアは奇蹟術回線を通じて呼び掛ける。

　だが――省吾の返事がそこから聞こえてくる事は無かった。



　　　

　あるいはそれは――アニメやゲームや漫画や小説で、飽きる程に見慣れてきた概念だからこそ、省吾にはなじみ深く、比較的、楽に受け入れられたのかもしれない。

　ネットワーク・ダイブ。

　恐らく最も近い感覚はそれであったろう。

　天も地も無い漆黒の闇やみ。

　時折瞬またたき走る流星の如ごとき光が、闇の中に複雑な紋様を生み出しては、消えていく。時間も空間も無意味だと本能的に察する事の出来る、極めて特殊な世界。

　その中を省吾は肉体も無くただ一個の『視点』となって降りていく。

（――あのモーリィの顔をした連中の）

　否。もっと正しい呼称が在る。

（『攻撃体』の情報ネットワークか）

　そんな事まで省吾は瞬間的に理解していた。

　恐らくこの闇と光を構成する情報流に彼は被ひ曝ばくしているのだろう。だから必要な知識は改めて覚えるまでもなく意識に浮かび上がる。だがその代償として彼は鈍い頭痛を覚えていた。

（〈イコノクラスト〉に取り付いた『攻撃体』に、逆に奇き蹟せき術回線を強制的に突っ込んで、相手のネットワークに割り込んだ……って処ところか）

　片や神の遺体に残る怨おん念ねん。

　片や神の遺のこした自律呪じゆ詛そ。

　元より親和性は高かったのだろうが――

（遡さかのぼって『代行者パニツシヤー』を倒す事も出来るか？）

　そう考える省吾だったが――さすがに、具体的にどうするべきか分からない。神は沈黙したままで特に何も言ってこないので、ここはやはり省吾が何とか判断して動くしかないのだろう。

（…………もしあの光の線がネットワークなんだとしたら、何ど処こか、『攻撃体』を統括処理している部分を破壊するか、切断すれば、少なくとも動きは止められる筈はずだよな。統括処理していない可能性も在るけど――）

　いや。

　あくまで『端末』として活動させているとすれば、まず間違いなく統括処理する『核』は存在する筈だ。どれだけ広範囲に広がるネットワークでも、必ず結び目というか、サーバーに相当する集積点は存在する筈なのだ。

　それでネットワーク全てを破壊する事は出来なくても、特定機能をダウンさせる事は出来る。この辺りの考え方は、ネットワークゲームに慣れ親しんだ――サーバーのダウンでしばしばゲームが出来なくて苛いら立だたされた経験を持つ、省吾故の発想だろう。少なくともソロンの人間にこういう発想が在るとも思えない。

（なら――）

　省吾は比較的手近な――そして最も忙せわしげに光の線が行き来している部分へと近付いていく。『攻撃体』の処ところから遡さかのぼっているならば、そう遠くに集積点が存在するとも考えにくいからだ。

（――これか）

　どうして良いのかはよく分からない。

　だが――

（…………）

　省吾は忙せわしげに光の意識するそこに飛び込んだ。



　　　

　ごおん――……



　遙はるか彼方かなたで鐘が鳴っていた。

　低く長く――時の移ろいを告げる音が陰いん鬱うつな夜気を裂いて響き渡る。

　聖都の誇る広大な街並みは既に薄うす闇やみに覆われ、諸もろ々もろの建物は墓標の群れの如ごとく静かに建ち並ぶばかりである。わずかな星ほし灯あかりの下、動くものの姿は無く、他ほかに物音の一つも立たず、

全てが死に絶えたかの様に静止した情景の中で――断続的に奏でられる鐘の音だけが過ぎていく時間の存在を確認出来る全てであった。



（なんだ……？）



　ごおん――……



　神聖なる大宮殿。

　その中央に位置する謁見の間。

　本来であれば数千の――否、数万にも及ぶ臣徒が傅かしずく広間は、今、ひどく閑散とした様相を呈していた。煌きらびやかな装飾はその寂せき寥りようたる空気に被ひ曝ばくして、荒野の如き無味乾燥さをさらけ出している。感嘆する者の居ない華美さはひどく虚むなしい。

　無意味に白い光を放つシャンデリアの下で仰向けに倒れながら『彼』は絶望していた。



　――『彼』



（俺おれ？　彼？　誰だれ？）

　認識の混乱。



　ごおん――……



（これは……）



「我らの勝ちぞ」

「今より歴史は我等人間を主とし」

「我等の営みによりて世界は動いてゆくだろう」

「我等人間こそ世界の支配者」

「我等こそ頂点に君臨せしもの」

「神よ御苦労――後は我等が引き継ぐ故に心おきなく滅びるがいい」



　ごおん――……



「……許サヌ……裏切リ者共メ……！」



　ごおん――……



「……許サヌ……断ジテ……」

　生首となった『彼』／省吾はぎょろりと眼を剥むいて言った。

「我ガ……創造ト……繁栄ト……四千年ニ及ブ……寵ちよう愛あい……ニ対スル貴様等ノ答エガ……コレカ……!?　呪のろワレヨ！　呪ワレヨ！　我ヲ裏切リシニンゲン共ヨ呪ワレヨ!!　我ハ万物ノ長ニシテ造物主タル者ノ権勢ニテ命ジル――世界ヨ、世界ヨ、アリトアラユルモノヨ！　我ガ命ヲ受諾セヨ!!」



（これは……神の殺害現場か？）

　かつて裏切られ殺された神。

　その――現場。



（…………）

　ふと視界に映るのは一人の娘。

　薄絹を来た美しい――

（メリニに……似てるな……）

　それが神の子を宿していた寵ちよう姫ひであるならば、むしろその血を引いているのはトリファスキアータの方であろうが……何ど処こかその娘にはメリニに通じる面影が在った。

（俺おれは――）

『彼』は――

（そうして全てを憎んで？）

　世界を。

　何もかもを。

　眼に映るもの全てを……？

（……本当に？）

　記憶が混乱する。

　これは一体誰だれの記憶だ？

　錯さく綜そうする映像と映像。

　断片と断片が――

　…………

「お前なんか嫌いだ！」

　叫ぶ省吾の前で花梨が泣いている。

　花梨の足元には壊れた玩がん具ぐが一つ転がっていた。

　共に幼い。恐らくは十年程も前の事だろう。省吾のお気に入りのロボットの玩具は、手の処ところが根本から折れていた。面白半分にいじった花梨が壊してしまったのだ。

「どっか行け！　嫌いだ！」

　叩たたき付けられる省吾の容赦ない言葉に花梨が身を震わせる。

　だが――

（……ああ）

　何処かで首を振る省吾が居る。

（言わなければいいのに）

　そんな事思ってもいないのに。

　本当は、いつも一緒で、自分の後をついてくるこの従姉妹いとこが可愛かわいくて仕方ないのに。

　でもあの時は、大好きだった玩具が壊されて、それで、もう瞬間的に頭の中が真っ白になって。いけないって分かっていても花梨をなじったのだ。

　結局、それからしばらく省吾と花梨は気まずい日々を過ごす事になる。

　勿もち論ろん、こんな昔の事を、省吾は普段思い出す事は無いし――多分、花梨も忘れているだろう。今の花梨なら怒鳴り返して、ついでに平手打ちの一つも追加しかねない。

　ただ……

「嫌いだ！　大嫌いだ！」

　心にも無い言葉。

　まずいと分かっていて自ら止められない激情。

　それは――



　　　

　広い広い荒野の片隅。

　そこにべたりと貼はり付いている一つの黒い領域が在った。

　巨大な――主持たぬ影。

『代行者パニツシヤー』。

　正しくは……便宜上十番の番号を振られている『代行者』だ。

　現在その『代行者』は『聖せい廟びよう』攻撃中の端末――『攻撃体』の統括を行っている。自らをその中枢として機能させ、更にそこで得られた情報を他ほかの『代行者』に送っているのである。

　だが。

　影が……震えた。

　まるで雨天の水面に映るそれの様に、無数の波紋がその暗黒の上に生まれる。無数の輪が生まれては広がり消えて相互に溶け合い、複雑な模様を生み出していく。呪じゆ詛その言葉を連ねて作られた暗黒は身み悶もだえる様に動き――そして。

「…………」

　緩やかに浮かび上がってくる人の顔。

　もしその場に〈レネゲイド〉の関係者が居れば愕がく然ぜんとした事だろう。

　それは――救世主ショウゴ・カシバの顔とひどく似ていた。

　そして。

「…………」

　かはッ――と地面に浮かぶ黒い顔面が口を開く。

　喘あえぐ様に。吼ほえる様に。

　そして――



　――轟ごうッ!!



『代行者』は次の瞬間、千々に砕けた。



　　　

「――どうなったの？」

　エシェンが震える声で呟つぶやく。

　だが――答える者は居ない。

　彼女の前に映し出された映像の中で、動きを止めた大量の少女達は――次の瞬間、揃そろってその場に倒れ伏した。必死になって戦っていた〈レネゲイド〉の者達は武器を構えたまま呆ぼう然ぜんと立ち竦すくむ。

「なっ――なに？」

「ショウゴ様――ショウゴ様？」

　ペルテアは尚なおも諦あきらめずに奇き蹟せき術回線へと呼び掛けている。

　そして……

『〈イコノクラスト〉が――』

　誰だれかが回線越しに叫ぶ。

　同時に映像の中で黒い巨大擬神機が悠然と身じろぎをした。

　巨大な神の似姿が、まるで力尽きたかの様に『聖せい廟びよう』の床に片膝ひざをつく。

「ショウゴ様！　ショウゴ様！」

　悲痛な響きすら帯びてペルテアの声が迸ほとばしる。

　やがて……

『…………ペルテア』

「ショウゴ様！」

『大丈夫……『攻撃体』、いやモーリィ……いや……敵は…………操っていた中枢を潰つぶした……から』

　途切れ途切れの台詞せりふが荒い息と共に伝わってくる。

「ショ……ショウゴ様？」

『…………』

　省吾はしばらく尚も荒い息を吐いていたが――

『くだんねえ……』

　彼は何ど処こかしみじみとした口調で言った。

『……ほんっとおに…………くだんねえ…………』

「ショウゴ様……？」

　ペルテアはただ混乱するばかりだ。

　何か『代行者パニツシヤー』からの精神的な攻撃が省吾の意識を蝕むしばんでいるのではないか？　そんな不安すら在る。

　だが……

『大丈夫だ――ペルテア』

　省吾は言った。

『大丈夫だよ……』

　その口調は彼女のよく知る省吾のものだ。

　信じて良いと直感的に彼女は悟っていた。

「は――はい」

　ようやく安あん堵どの息を吐いて頷うなずくペルテア。

　そんなインペラス家の姫ひめ巫み女こを――エシェンが何ど処こか歪いびつな表情で黙って見つめていた。



　　　

　鈍い駆動音と残留聖光の満ちる御者室。

　その片隅に動かぬ人型が転がっている。

「…………」

　モーリィの姿をしたもの。



    

  
    
      



    

  
    
      　今は――もう制御中枢を破壊された、単なる肉の塊かたまり。

「……くそっ……本当にくだんねえ……どうして……これだから人間ってのは…………」

　御者室の内壁に額を当てて寄り掛かりながら、省吾は呻うめく様に言った。

　ごっ――とやりきれない思いを載せた拳こぶしが鋼鉄の壁を打つ。

　何度も。何度も。

「…………」

　省吾は壁から離れ、モーリィの姿をした『攻撃体』の側そばにしゃがみ込む。

「モーリィ……いやモーリィではないんだろうけれど」

　それは彼女に宛あてた言葉ではなく。

　己の中に残る彼女の残像に向けて投げ込む別離の呼び声。

「多分――きっと簡単な事なんだろうな」

　無論――モーリィの似姿から応こたえる声は無い。それは完全に活動を停止していた。

「君が俺おれにしてくれた事の様に。君が居たから俺は生きてる。あの荒野で絶望して、世界そのものを恨んで死んでいく筈はずだった俺は、こうして――世界を救うなんて大それた事を言ってる」

　省吾は俯うつむいて言った。

「本当に……悲しい位につまんない、簡単な、こんな――くっだらない事で、人は――」

　世界を壊してしまう。

　誰だれかを殺してしまう。

　ならば――

「さよなら。そしてありがとう、モーリィ。もし俺が『代行者パニツシヤー』の全てを倒して世界を何とか出来たとしたら――本当に世界を救ったのは、多分、君だ」

　ほんの少しの優しさと。

　ほんの少しの慈しみと。

　それが――それこそが。

「…………」

　省吾は長々と溜ため息いきをついて――そして立ち上がった。



    

  
    
      次回予告



　遂に『代行者パニツシヤー』達の総攻撃が始まる。同時起動した神の呪じゆ詛そ達と、彼等の生み出す怪物達が『聖せい廟びよう』を取り囲み、予想もしなかった攻撃が始まる――



　次回『イコノクラスト！　ＥＰＩＳＯＤＥ０８　聖　ANTHEM　歌』。



　――そして世界は呪いに満ちる。



    

  
    
      
あとがき



　どうも、軽小説屋の榊です。



『イコノクラスト！』――なんだかんだで一年近く間が開いてしまいました。誠にすんません。実は執筆途中にも色々あって、半ばで三カ月位、間があいてしまいました。担当氏やｋｙｏ氏にも迷惑をかけたりしました（実は今回、本文よりも先に表紙イラストがあがっていたり）。

　反省――はするんですが次回から改善されるかどうか不安。



　なんかさすがに無理のきかない歳としになってきたせいか、先日、病院で血液検査の採血中に倒れてしまいました。

　どうも血管迷走神経反射というらしく。

　いきなり意識が飛んで、気が付くと床にキスしつつ痙けい攣れんしている自分に気付く始末。看護師さん大騒ぎ。

『あー。採血用の管を血が通っていくなー』とか見ている途中でいきなりばつんと記憶無くなって。次はもう痙けい攣れん中の自分に気付いたりして。ああ、これが柔道とかでいう『落ちる』って奴なのかと妙に感心したりしました。



　とはいえこの血管迷走神経反射ってⅠ度からⅢ度まであるらしく、私のなったのはⅡ度の様です。ちなみにⅢ度となると――



　血圧低下・嘔おう吐と・意識喪失（10秒以上）・痙攣（５秒以上）・脱糞・尿失禁。



　――が症状として表れるそうで。何というかⅢ度にならなくて本当によかったというか、なんか特に最後のなんかやらかした日には、色々大切なものを失いそうな気がしまする。ふう。危なかった。

　つかフィクションでよくキャラクターが気絶するシーンとか頻ひん繁ぱんに出てきますが、考えたら気絶ってこーゆー危険性ってあるんだよなあ。キャラクター達も大変です。気絶から復帰したら、時には下半身が大変な事に……！　リアルっちゃリアルですがそんなキャラクター（特に主人公）誰も見たくないような。





　それはさておき。

『イコノクラスト！』もようやく七巻です。

　別に今回の表紙に困ったからではないですが（実際、７巻の表紙はメリニですし）新キャラも出てきたりして、色々と動いてます。そろそろ物語をたたみ始める訳ですが……その途中でつい勢い余って初期プロットに無いよーな余計な事までしてしまったり。



　割と他社で書いている作品ではしない事なんですが（つかお話の性質上させられない事なんですが）、「まあ『イコノ』だしね」を合い言葉に暴走する私。

　そして諦あきらめているのか「いやむしろオッケー！」なのか、原稿提出した際にもそこには特に突っ込んでこない担当氏。むむ。まあでも『かのこん』と同じ担当氏だという事を考えると後者の可能性が強いような。

　それはともかく。読者の皆さんの反応や如何に。



　さて。某企画で圧迫されていたスケジュールも正常に戻る筈はずなので、次はもうちょっと早く出せる――といいなあ（やっぱり不安）。

　すんません。努力します。





　ではでは。

　また次の本で。



　二〇〇七／六／二五

榊一郎
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　榊一郎（さかき・いちろう）

　　１９６９年11月23日、大阪生まれ。

　　自ら「軽小説屋」を名乗る、ライトノベル界を代表するベストセラー作家。

　　主な著作に『スクラップド・プリンセス』シリーズ、『ストレイト・ジャケット』シリーズ、『君の居た昨日、僕の見る明日』シリーズ、『ディスパレイト！』シリーズ（すべて富士見ファンタジア文庫）、『まじしゃんず・あかでみい』シリーズ（ファミ通文庫）、『神曲奏界ポリフォニカ』シリーズ（ＧＡ文庫）、『フェイク・フェイク』シリーズ（ＨＪ文庫）ほか多数。

　　公式ＨＰ：‥「うごうご榊くん」

　　http://www.ugougo.net/



　設定協力

　照下土竜（ひのした・もぐら）

　　１９８２年11月10日、高知生まれ。

　　専門学校卒業後、榊一郎に師事。

　　独特の世界構築力に定評がある。

　　『ゴーディーサンディー』で第６回日本ＳＦ新人賞受賞。



　イラスト

　Ｋｙｏ（きょう）

　　１９８５年１月22日富山生まれ。血液型はＡ型。

　　高校のときにＨＰを開設し、それと同時に絵を描き始める。

　　現在大学に通いながら、イラストの依頼も請けるようになる。

　　ゲームが好き。特に、アクション。

　　公式ＨＰ：‥「クロイチゴ」

　　http://www8.plala.or.jp/kyo_/
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